本書は製品ととち(こ乂切(こ保管して < ださい 


NEC 


N 81 03-1 52/167 
RAID コントローラ 
ユーザーズ ガイド 


まえがき 


このたびは、N81 03-1 52/167 RAID コント□ーラをお買い上げいただきまことじありびとうございます。 


本書は、N81 03-152/1 67 RAID コント□ーラ a ソ降「本 RAID コント□ーラ」と呼ぷ）を正しく、安を(こ設 
置、使用するための手引きです。本 RAID コント□ーラを取りお5前(こ必ずお読み < ださい。また、本 RAID 
コント□ーラを使用する上でわからないこと、不具合び起きたとき(こちぜひご利用ください。本書は、必要 
な時 I こすぐ I こ参照できるよこ必ずお手元 I こ保管してくださし、。 

本 RAID コント□ーラを取り付ける本体装置の取り扱いじついての説明は、本体装置のユーヴーブガイドを 
参照して<ださい。また、本 RAID コント□ーラを取りお5前(こ「使用上のごを意」を必ずお読み<ださし、。 


-製品をご使用になる前に必ず本書をお読み<ださし、。 
本書は熟読の上、大切に保管して<ださし、。 














商標 I こついて 


本書のの容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

本書の肉容(こ関しては将来予告なしに変更することびあります。 

弊ネ王の許可な < 複製-改変などを行5ことはできません。 

本書は肉容について巧全を期して作成いたしましたび、巧一ご不審な点や誤り、記載ちれなどお気づきのことびあ 
りましたら、お買い求めの販売店にご連絡<ださし、。 

運用した結果の影響については (4) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

落 T 、 乱 T 本はお取り誓えいたします。 


Microsoft とその□コおよひ、 Windows、Windows Server は米国 Microsoft Corporation の米国およひその他の国にお 
ける登録商標または商標です。 

Linux は Linus Torvalds 氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。 

LSI Corporation 、 MegaRAID および MegaRAID CacheCade ソフトウエアは LSI 社の登録商標または商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の登録商標または商標です。 

ESMPRO 、 EXPRESSBUILDER、Universal RAID U 川 ity は、日本電気株巧会社の登録商標です。 

なお、本文には登録商標や商標に ( TM )、（ R ) マークは記載しておりません。 
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このユーヴーブガイドは、必要なときすぐ(こ参照できるよう、お手元(こ置いておくようじしてくださし、。 
「使用上のごを意」を必ずお読み<ださし、。 


A 使用 上の ご注意〜必ずお読みください〜 


本 RAID コント□ーラを安を(こ正しくご使用(こなるため(こ必要な情報び記載されています。 


安全に関わる表示について 

本書では、安を(こお使いいただ<ためじいろいろな絵表示をしています。表示を無視し、誤った取りおいを 
すること(こよって生じる巧容を次のよ5(こ区分しています。の容をよ<理解してから本文をお読み<ださし、。 

人び死亡する、または重傷を負5おそれびあることを示します。 

乂傷やけびなどを負5おそれや物的損害を負5おそれびあることを示しま 
す。 


A 注意 


危険 I こ巧するを意-表示は次の 3 種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよ 5 な意味を持 
つちのとして定義されています。 


A 

を意の喚起 

この記号は危険び発生するおそれびあることを表し 
ます。記号の中の絵表示は危険のの容を図案化したち 
のです。 

(例) 

A 

(感電を意） 

0 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中やお < の 
絵表示は、してはならない行為のの容を図案化したち 
のです。 

(例) 

(D 

(分解禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表示 
は、しなければならない行為の肉容を図案化したちの 
です。危険を避けるためにはこの行為び必要です。 

(例） 

运 

(プラグを巧け） 
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本書で使用する記号とその内容 

ミ主意の喚起 


A 

特定しない一般的なを意-警告を示します。 

A 

感電のおそれびあることを示します。 

A 

高温による障害を負5おそれびあることを示します。 


発煙または発乂のおそれびあることを示します。 


わ為の禁止 


0 

特定しない一般的な禁止を示します。 


分解-修理しないで<ださい。感電や乂巧のおそれびあのます。 


ぬれた手で触らないで<ださい。感電するおそれびあります。 


行為の強制 


を 

電源コードをコンセントから抜いてください。乂災や感電のおそれびあります。 

〇 

特定しない一般的な使用者の行為を指示します。説明に従った操作をして<ださし、。 















安全上のごを意 


V 


本 RAID コント□ーラを安を(こお使いいただくためじ、ここで説明するを意事項をよく読んでご理解してし、 
ただき、安を I こご活用<ださい。記号の説明じついては巻頭の『安を I こかかわる表示 I こついて J の説明をご 
覧くださし、。 


<全般的なを意事項> 



0 

人命1こ関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務1こは使用しなし、 

本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など人命 
に関わる設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込 
みや制御等の使用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システ厶など 
に本製品を使用され、人身事故、財産損害などび生じてち、当社はいななる責任ち 
負いかねます。 

處 

煙や異臭.異音びしたまま使用しない 

巧一、煙、異臭、異音などび生じた場合は、ただちに本体装置の電源を OFF (こして 
電源コードを AC コンセントから巧いて<ださい。その後、お買い求めの販売店また 
は保巧サービス会社にご連絡<ださい。そのまま使用すると乂巧の原因となります。 

A 

(S) 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔やカート IJ ツジ挿入□から金属片や針金などの異物を差し込まないで < ださ 
し、。感電するおそれびあります。 



A ミち意 


A 

0 

装置のに水や異物を入れない 

装置のに水などの液体、ピンやク IJ ップなどの異物を入れないで<ださい。乂災や 
感電、故障の原因となります。ちし入ってしまったときは、すぐ(こ本体装置の電源 
を OFF にして電源コードを AC コンセントから抜いてください。分解しないで販売店 
または保巧サービス会社に連絡して < ださし、。 
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A ミ主意 


電源び ON のまま取りがけ-取り外しをしなし、 

本体装置への取り巧け-取の外しの際や、周辺機器との接続の際は必ずを電源に接 
続している電源 コー ドを AC コンセント なら巧いてください。電源 コー ドび AC コンセ 
ントに接続されたまま取り巧け-取り外しや接続をすると感電するおそれびありま 
す。 

破損したケーブルを使用しなし、 

ケーブルを接続する前にコネクタび破損していたり、コネクタピンびなびっていた 
り、ミちれたりしていないことを確認してください。破損や曲びっているコネクタお 
よびミちれたコネクタを使用するとショートにより乂巧を引き起こすおそれびありま 
す。 

ぬれた手で電源コードをちたない 

本製品の取り巧け-取の外しの場合は、ぬれた手で本体装置の電源コードの巧き差 
しをしないでください。感電するおそれびあります。 


電源コードのケーブル部を持って引きあかなし、 

本体装置の電源コードの抜き差しは、ケーブル部を持って引っ張らないで<ださし、。 
ケーブルび傷み、感電や乂巧の原因となります。 


<電源-電源コードに関するを意事項> 


C A-0A-®0A-A 













< 設置-移動-保管-接続 I こ関する注意事項> 


A ミち意 


プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしなし、 

インタフェースケーブルの取り巧け/取り外しは本体装置の電源コードをコンセン 
卜から巧いて行って<ださい。たとえ電源を OFF (こしてち電源コードを接続したま 
まクーブルやコネクタに触ると感電したり、ショートによる乂災を起こしたりする 
ことびあります。 


指定じ(外のインタフェースケーブルを使用しなし、 

インタフェースケーブルは、弊社び指定するちのを使用し、接続する装置やコネク 
夕を確認した上で接続して<ださい。指定じ(外のケーブルを使用したり、接続先を 
誤ったりすると、ショート(こより乂ぶを起こすことびあります。 

また、インタフェースケーブルの取りおいや接続について次のを意をおすりくださ 
し、。 

-ケーブルを踏まない。 

-ケーブルの上じちのを載せない。 

-ケーブルの接続びゆるんだまま使用しなし、。 

-破損したケーブルを使用しなし、。 

-破損したケーブルコネクタを使用しなし、。 

-ネジ止めなどの□ックを確実に行って<ださし、。 


A ミち意 


腐食性ガスのを在する環境で使用または保管しなし、 

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど） 
のを巧する環境に設置し、使用しないで<ださし、。 

また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ブト IJ ウ厶や硫黄など）や導電 
性の金属などび含まれている環境へち設置しないで<ださい。装置肉部のプ IJ ント 
板び腐食し、故障および発煙•舞乂の原因となるおそれびあります。ちしご使用の 
環境で上記の疑いびある場合は、販売店または保巧サービス会社にご相談 < ださし、。 

高温を意 

本体装置の電源を OFF (こした直後は、肉蔵型の物理デパイスなどをはじめ装置のの 
部品び高温になっています。十分にをめたことを確認してから取りはけ/取り外しを 
行って < ださし、。 


爪&瓜& 瓜&必 
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< お手入れ(こ関するミ主意事項 > 



感 

A 


自分で分解-修理-改造はしなし、 

本製品の分解や、修理•改造は絶巧にしないで<ださい。装置び正常に動作しな< 
なるばかりでな<、感電や乂巧の危険びあります。 



プラグを差し込んだまま取りおわない. 

お手入れは、本体装置の電源を OFF にして、電源コードを AC コンセントから巧いて 
ください。たとえ電源を OFF にしてち、電源コードを接続したまま装置肉の部品に 
触ると感電するおそれびあります。 



A ミち意 


/^\ 

0 

中途半端1こ取0付けない 

DC ケーブルやインタフェースケーブルは確実に取り付けてください。中途半端に取 
り巧けると接触不良を起こし、舞煙や発乂の原因となるおそれびあります。 
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< 運用中のを意事項 > 


A ミ主意 

A 

0 

雷びなったら触らない 

雷び鳴りだしたら、本製品の蔵の本体装置(こは、触れないでください。感電するお 
それびあります。 


ぺットを近づけない 

本製品び肉蔵された本体装置にぺットなどの生き物を近づけないでください。排ミ世 
物や体毛び装置の部に入って乂巧や感電の原因となります。 

A 

(S) 
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取り扱い上のご注意〜装置を正しく動作させるために〜 

本 RAID コント□ーラを使用するとき(こを意していただきたいことを次(こ示します。これらのを意を無視し 
て、本 RAID コント□ーラを使用した場合、資産(データやその他の装置)び破壊されるおそれびありますので 
必ずおすり <ださし、。 


■本 RAID コント□ーラは Express 5800シ U —ブ(こ Serial-Attached SCSI ( SAS ) 磯器、および Serial 
ATA ( SATA ) 機器を接続するための RAID コント□ーラです。他の目的では使用しないでください。 

■ 本 RAID コント□ーラは大変デ IJ ケートな電子装置です。本 RAID コント□ーラを取りおう前(こ、 
本体装置の金属フレー厶部分など(こ触れて身体の静電気を逃びして<ださい。本 RAID コント□一 
ラの取りおいは端の部分を持ち、表面の部品やコネクタと接続する部分 I こは触れないよ 51 こして< 
ださい。また、本 RAID コント□ーラを落としたり、ぷつけたりしないでくださし、。 

■ 本 RAID コント□ーラ I こ接続可能な本体装置、増設用 HDD クージ、物理デバイス I こついては、お買 
し、ホめの販売店(こお問い合わせ < ださし、。 

■ 本 RAID コント□ーラは、他の PCI ボード （ RAID コント□ーラ、ミラー IJ ングボード、 SCSI コン 
卜□ーラ等）の混在使用を制限している場合びあります。本 RAID コント□ーラを他の PCI ボード 
と混在してご使用(こなる場合は、混在び巧能かど5かお買い求めの販売店(こご確認くださし、。 

■ 本 RAID コント□ーラび巧蔵された本体装置のそばでは、携帯電話や PHS 、 ポケットベルの電源を 
OFF (こしてください。電渡 I こよる誤動作の原因となります。 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを 
目的としていますび、この装置びラジスやテレビジョン受信機 I こ近接して使用される 
と、受信障害を引き起こすことびあります。 

取お説明書(こ従つて正しい取りおいをして下さし、。 


VCCI-B 
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本書について 

本書は、 Windows などのオペレーティングシステ厶やキーボード、マウスといった一般的な入出力装置など 
の基本的な取り扱い(こついて十分な知識を持ったユーヴを巧象として記載されています。 

<本書の記号 I こついて> 

本書の中には安をじ関わるを意記号の他に次の3種類の記号を使用しています。それぞれの記号は次のよ5 
な意味をちつちのとして定義されています。 


/-\ 

ク 


重要 


装置を取りお5上で、巧らなければいけないことや、特にを意すべき点を示します。 


( —— 装置を取りおう上で、確認をしておく必要びある点を示します。 



チェック 


—— 知っておくと倒こ立つ情報や便利なことを示します。 

し J 

ヒント 


姻包箱の中身について 

姻包箱の中(こは本 RAID コント□ーラじ(外(こ色々な添付品び同砸されています。本 RAID コント□ーラ(こ添 
巧の構成品表を参照し、をての添付品び揃っていることを確認してください。巧 一、 足りないちのや損傷し 
ているちのびあった場合 I こは、本 RAID コント□ーラをご購入された販売店 I こご連絡くださし、。 
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第王者への譲渡について 

本 RAID コント□ーラを第兰畜じ讓渡（または売却）する時には、必ず本書を含ををての添付品をあわせて 
讓渡（または売却）して<ださし、。 


園 


重要 


物理デバイス肉のデータについて 

譲渡する装置のに搭載されている物理デバイスに保存されている大切なデータ(例 
えば顧客情報や企業の経理情報など)び第兰者へ漏演することの無いよ5にお客様 
の責任において確実に処分して < ださし、。 

Windows や Linux などのオペレーティングシステ厶の「ゴミ箱を空にする」操作やス 
ペレーティングシステ厶の「フスーマット」コマンドでは見た目は消去されたよ5 
(こ見えますび、実際のデータは物理デバイスに書き込まれたままのが態じあります。 
完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復元され、5期せぬ 
用途に転用されるおそれびあります。 

このよ5なトラブルを回避するため(こ市販の消去用ソフトウェア(有償)またはサー 
ビス(有償)を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧めします。データの消 
去(こついての詳細は、お買い求めの販売店または保すサービス会社にお問い合わせ 
くださし、。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡（または売却）し、大切なデータび漏残さ 
れた揚合、その責任は負いかねます。 


ソフトウェア(こ関しては、讓渡した側は一切の複製物を所有しないで<ださい。また、インス!-ールした装 
置から削除した後、讓渡して<ださし、。 










廃棄について 


本 RAID コント□ーラの廃棄(こついては、各自治体の廃棄ルール(こ従って分別廃棄して<ださい。詳し<は、 
各自治体(こお問い合わせ < ださし、。 


園 


重要 


物理デパイスやバックアップデータカート IJ ッジ、フ□ッピーディスク、その他書 
き込み可能な;><ディア (CD — R/CD — RW など)に保存されているデータは、第兰 
者によって復元や再生、再利用されないよ5お客様の責任において確実に処分して 
から廃棄して<ださい。個人のプライパシーや企業の機密情報を保護するため(こ十 
分な配慮び必要です。 


データの 保管に ついて 

オペレータの操作ミス、衝撃や温度変化等 I こよる装置の故障じよってデータび失われる可能性びあります。 
巧一に備えて、物理デバイス I こ保をされている大切なデータは、定期的 I こバックアップを行ってくださし、。 


輸送について 

本 RAID コント□ーラを輸送する際は、本書の「1章 （5 .ノ \ー ドウエアのセットアップ)」を参考(こ本体装置 
から取り出し、本 RAID コント□ーラとすべての添付品を購入時の栖包箱(こ入れてくださし、。 


保守用部品について 

本 RAID コント□ーラの保す用部品の保有期間は、製造巧ち切り後5年です。 
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本書で使用する略称 


正式名称 

略称 

N 8103 -152/167 ユーザーブガイド 

本書 

N 8103 -152/1 67 RAID コント□ーラ 

RAID コント□ーラ 

オペレーティングシステ厶 

OS 

Universal RAID Utility 

URU 

ドライブグループ (Drive Group ) 

DG 

論理ドライブ 

パーチゃルドライブ (Virtual Drive ) 

VD 

ノ\ー ドディスクドライブ ( HDD ) 

ソ IJ ッドステートドライブ （ SSD ) 

物理デバイス 

フラッシュバックアップユニット 

Flash Backup Unit 

FBU 


WebBIOS と Universal RAID Utili かの用語対応表 

rWebBIOSJ 上の用語と 「Universal RAID Utility 」 上の用語は下記のよう(こ巧麻しています。 


本書および WebBIOS 上の表示 

Universal RAID Utility 上の表示 

Drive Group ( DG ) 

ディスクアレイ 

Virtual Drive ( VD ) 

論理ドライブ 

Online 

Optimal 

スンライン 

Degraded 

Partially Degraded 

縮退 

Unconfigured Good 

レディ 

Back Ground Initialize 

バックグラウンドイニシャライブ 

Write Back with BBU 

通常ライトバック 

自動切換 

Always Write Back 

常時ライトバック 

Write Back 

LED 

ス□ットランプ 

Manage Powersave 

HDD 電源制御機能 
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第 1 章概要 


本 RAID コント□ーラを初めてお使い(こなる場合は、この章からお読み<ださし、。 

ここでは、本 RAID コント□ーラの運用上、ミ主意していただきたい事項、ならび(こ、本 RAID コント□ーラ 
の特徴とノ\ー ドウェアのセットアツプ(こついて説明します。 


1. 運用上のごミ主意〜必ずお読み〈ださい〜 


1-1. Universal RAID Utility のインス I ル 

本 RAID コント□ーラをオペレーティングシステ厶上から管理できる管理ユーティ IJ ティ Universal RAID 
Utility を必ずインス!-ールしてください。本ユーティ IJ ティをインス!-ールすると、じ(下のような RAID シ 
ステ厶の管理を行えます。 

■ RAID システ厶上発生したイベントや異常び□グ(こ登録され、システ厶の障害解決や診断 I こ有効活用 
で乏ます。 


■ ESMPRO を使用して Universal RAID U 川 ity のイベント情報を監視できます。 

■ マニュアル IJ ビルド/整合性チェックなど、 RAID システ厶に関する操作を実行できます。 

Universal RAID Utility のインス!-ール方法は、本書の「6章 （4. Universal RAID U 川 ity のインス!-ール)」を 
参照して < ださし、。 


1-2. ホットスペアディスク （Hot Spare ) の LED 点灯 

本 RAID コント□ーラではホットスペアディスクび故障などじより i 忍識できない場合 I こ LED びアンバー点 
灯します。新規物理デバイス(こ交換いただくことで LED は消なします。 



チェック 


システ厶構成変更で巧ットスペアディスクを手動で取り外された場合でち、 
アンバー LED び点なします。巧ットスペアディスクを取り外す場合は、必ず 
巧ットスペア設定を解除してなら取りはずして<ださし、。 
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1-3 -パト ロールリー ドによる予防保守 


物理デバイスの後舞不良に巧するず防保巧として、本 RAID コント□ーラではパト□ール IJ ー ドび定期的に動作します。 
この機能(こより、物理デパイスの後発不良を早期に凳見し修復することびできます。 

パト□ール IJ ー ドの詳しい磯能(こついては、『第3章本 RAID コントローラの磯能じついて^を参照してく 
ださし、。 



チェック 


パトロールが—ド実行中は、物理デバイスのアクセス LED び頻繁に点滅し 
ます。 


■ パト□ール IJ ー ドび後発不良を発見、修復した場合下のイベントび URU の□グビューアや 0 S の 
システ厶 □ グ I こ登録される場合びありますび異常ではありません。 

-□グビューア 


種類 

情報 

イベント ID 

319 

説明 

[CTRL:W(ID=X) PD:Y(ID=Z) (物理デバイスの製造元/製品名物 
理デバイスのファー厶ウェアバージョン)]物理デパイスでメディ 
アエラーを検出、修復しました。 


-システ厶□グ 


ソース 

raidsrv 

種類 

情報 

イベント ID 

319 

説明 

[CTRL:W(ID=X) PD:Y(ID=Z) (物理デパイスの製造元/製品名物 
理デノ\'イスのファー厶ウてアパージヨン)]物理デパイスでメディ 
アエラーを検出、修復しました。 



チェック 


0 S び Linux の場合、システ厶□グ (/ var / log / messages ) には、ソース、種類、 
イベント ID の情報は表示しません。説明欄の向容のみ記録されます。 


1-4. 休止状態/スタンバイ 

本 RAID コント□ーラをご使用の環境では、休止が態/スタンバイをサポートしていません。休止が態/ス 
タンバイへの移行は行むなし^でくださし、。 
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1-5. ディスクの予防交換 

■運用中(こ物理デバイスで S . M . A . R . T . エラーび発生したときは、イベントを登録します。 S . M . A . R . T . エ 
ラーび発生した物理デノ\'イスは故障する可能性びあるため、なるべく早く交換してくださし、。 

■ イベント I こ記載されている PD : 丫び交換巧象ディスクの物理デバイス番号じなります。物理デバイス 
の接続位置をちと I こ eXsY の形式で表示します。 

X :物理デバイスを接続しているエンク□ージャの番号 
Y ： 物理デバイスを接続しているス□ットの番号 


-□グビューア 


種類 

警告 

イベント ID 

305 


[ CTRL : W ( ID = X ) PD : Y ( ID = Z ) (物理デバイスの製造元/製品名物 

説明 

理デバイスのファー厶ウェアバージヨン)] 


S . M 。 A . R . T . エラーを検出しました。 


-システ厶□グ 


ソース 

raidsrv 

種類 

敬化 
言口 

イベント ID 

305 


[ CTRL : W ( ID = X ) PD : Y ( ID = Z ) (物理デバイスの製造元/製品名物 

説明 

理デパイスのファー厶ウェアバージヨン)] 


S . M 。 A . R . T エラーを検出しました。 


園 


重要 


交換する物理デパイスを実装しているス□ットを確認するために事前に 
Locate コマンドを実行することを推奨します。詳細については本書の「4 
章 （5-5. Locate 機能）」を参照してくださし、。 

上記エラーび発生した場合、[物理デバイスのプ□パテ ィ] に表示する 
「 S . M . A . R . T .」 の項目の値び「検出」に変化します。 



チェック 


0 S び Linux の場合、システ厶□グ ( syslog ) には、ソー义種類、イベント ID 
の情報は表示しません。説明欄の肉容のみ記録されます。 


1-6 •本 RAID コントローラを複数枚実装する場合 

本 RAID コント□ーラを複数枚実装する場合は、本体装置のシステ厶 BIOS から OS ブートを行5 RAID コ 
ント□ーラじ(外の RAID コント□ーラの Option ROM を Disable (こして使用してください。 Option ROM を 
Disable I こする方法は本体装置のユーヴーブガイドを参照してくださし、。 


国 


重要 


0 S ブートを行う RAID コント□—ラの Option ROM を Disable (こすると OS び 
起動できなくなりますので、 Disable (こしないでくださし、。 
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1-7. 物理デバイスのスロット番号 

WebBIOS の Physical Drive と Universal RAID Utility の物理デバイスの巧麻は、>1ソ下の情報で判断します。 
- WebBIOS 

Physical View で表示するス□ット番号*1 

*1 : Drives 欄で表示される情報はス□ット番号、物理デバイスの種類、容量が態を表示します。 
ス□ット番号は、物理デバイスベイのス□ット番号を表します。 


• Universal RAID Utility 

物理デバイスの「プ□パティ」で表示される[ス□ット] 

WebBIOS で表示するス□ット番号と Universal RAID U 川 ity の物理デバイスのス□ットび巧麻して 
います。詳細は Universal RAID U 川 ity のユーヴーブガイドを参照してくださし、。 


WebBIOS の Physical View の表示画面 


MeimHAID BIOS Config Utility Physical Configuration 


迎到 Ml 幽 iJ 



UebBlOS 

Advanced Software Option： 
ContuGlleu Selection 
Controllei: Properties 


Physical Uieu 



B n, 。 . 心。 . HP ご 33.375 GB , Online 
1,SA も HDD 屬 .375 GB , Online 
ム r こ iJL こ if 33.375 GB , Online 

が Slot: 3, SASf HDD, 33.375 GB , Unconfigured Good 

が Slot: 4, SAS,，HDD, 33.375 GB , Unconfigured Good 

が Slot: 5, SAS,，HDD, 33.375 GB , Unconfigured Good 


Universal RAID Utility の物理デバイスのプ□パティ画面 
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1-8. EXPRESSSCOPE エンジン 3 での RAID コントローラの BIOS 表示 

他の RAID コント□ーラと複数枚実装した場合、 RAID コント□ーラの BIOS バージョンび正しく表示され 
ません。 
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1-9. EXPRESSSCOPE エンジン 3 での RAID コントローラの ID 表示 

RAID コント□ーラを複数枚実装した場合、下記の管理ツールで ID 表示び異なる場合びあります。 

- EXPRESSSCOPE エンジン3(サーバ管理ツール)で表示される RAID コント□ーラの " ID " 

- WebBIOS(RAID コント□ーラの〕ンフィグレーシヨンユーティ U ティ ） で表示される "Adapter No ." 
および Universal RAID Utility で表示される RAID コント□ーラの " ID " 


(下を参照してそれぞれのツールでの RAID コント□ーラの関連付けを確 i 忍してくださし、。 


寒 

し 

ヒント 


WebBIOS で表示される" Adapter No " と Universal RAID Utility で表示 
される RAID コント□ーラの" ID " は同じです。 


1-9-1. WebBIOS と EXPRESSSCOPE エンジン3の関連イ寸け 


WebBIOS と EXPRESSSCOPE エンジン3の関連付けは、>1ソ下を参照し" Bus No ." と" Bus Number " で関連巧 
けを確認して < ださし、。 

EXPRESSSCOPE エンジン 3 画面 

ユーザ : Administratoi 
巧巧 I EXPRE ： 


1 DAC Information 

1 

巧目る 

化 

1 の 1 

|o 1 

Vend 台 r 

LSI 

1 

Product 

LSI MegaRAID SAS 9285-8e 

FW Revision 

1 3.140.75-1628 | 

BIOS Revision 

5.32.00 


Battery 



Bus Numbe^ 

ご 



Adapter Mg. 

日. 0 


Bus Mg. I ice Mg. 

16 I G 

J 


Type 

LSI HegaRAID S 占 S 
9270 CV-Si 


Firnuare Fkg. Uersicm 

23.2.1 - 日日己 4 


I LSI HegaRAID S 占 S 928 己一 Se I 23.1.1- 日日 14 


































1-9-2. Universal RAID Utility i ： EXPRESSSCOPE エンジン 3 の関連付け 
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Universal RAID U 川 ity は EXPRESSSCOPE エンジン 3 の " Bus Number " のルさい番号順(こ RAID コントロー 
ラの ID を割り当てます。じ(下を参照して " Bus Number " と RAID コント□ーラの" ID " で関連付けを確§忍してく 
ださし、。 

下(こ2枚の RAID コント□ーラを搭載した場合の例を示します。 EXPRESSSCOPE エンジン3では ID 0 
の RAID コント□ーラび Bus Number 32、 ID 1 の RAID コント□ーラび Bus Number 16 となっています。し 
かし Universal RAID U 川 ity では Bus Number のルさい順(こ ID を割り当てるため 、 Bus Number 16 の RAID 
コント□ーラび ID 0 、Bus Number 32 の RAID コント□ーラび ID 1 となります。そのため、関連付けは 
EXPRESSSCOPE エンジン3の Bus Number と Universal RAID U 川 ity の ID で確認してください。 

■ Universal RAID Utility では Bus Number の情報は出力されません 

■ Universal RAID Utility ( RAID システ厶管理ユーテイ U テイ）で表示 
される RAID コント□ーラの " ID " は、 raidcmd を使って確認する 
こともできます。 raidcmd の詳細は 、 「Universal RAID Utility ユー 
ヴーブガイド」を参照してくださし、。 

■ Linux では raidcmd を使って確 i 忍してくださし、。 

EXPRESSSCOPE エンジン3画面 


し 

ヒント 
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1-10. フラッシュバックアップュニットおよび RAID コントローラの取り 
外し 

フラッシュバックアップユニット ( FBU ) および RAID コント□ーラは本体装置の電源を OFF (こした後ち1 
分程度動作しているため、取り外しを巧う場合は RAID コント□ーラ上の LED び完全(こ消えた後(こ行ってく 
ださし、。 


1-11. 本体装置の電源 OFF / ON 時のごを意 

本 RAID コント□ーラを実装した本体装置では、電源 OFF 後、90秒ソ上経過せず(こ装置び電源 ON する場 
合(こは、本体装置び正常 I こ動作しない可能性びあるため、下記の運用•設定をして<ださし、。 

-電源 OFF 後(こ電源コードを抜いた場合、90秒ソ上の間隔をあけてから電源コードを挿して<ださし、。 
•電源 OFF した場合、90秒じ(上の間隔をあけてから電源 ON して < ださし、。 

. 本体装置の AC IJ ンクの設定を Power On (こしている場合、90秒間じ(上の遅延時間を設定して<ださし、。 
- UPS をご利用の場合、スケジュール運転(こよる電源 OFF/ON の間隔を90秒(上の設定(こして<ださし、。 


1-12. 本体装置起動時のメッセージ 

本 RAID コント□ーラを実装した本体装置では、本体装置の電源 ON (こよる起動時(こじ(下のメッセージび出 
力される場合びあります。起動中 I こ FBU の巧電を実施しているためであり、起動後 I こはライトバック I こ戻 
るため問題ありません。起動後もライトバックじ戻っていない場 S ま、 FBU の接続が態を確認してくださし、。 
それでち改善しない場合は保すサービスをな(こ連絡して < ださし、。 


Your VDs that are configured for write-back are temporarily running in 
write-through mode . This is caused by the battery being charged , missing , or 
bad . Please allow the battery to charge for 24 hours before evaluating the 
battery for replacement.The following VDs are affected : XX 
Press any key to continue . 


1-13. デバイスマネージャでの表示 

Windows のシステ厶(こおいて、デバイスマネージャで表示される〕ント□ーラ名と WebBIOS や Universal 
RAID U 川 ity で表示されるコント□ーラ名び異なりますび、動作上の問題はありません。 
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2. 仕様 


(RAID コント□ーラ） 


項目 

仕様 

備考 

SAS コネクタ数 

の部2チャネル 

1チャネルに4ポート 

キャッシュ容量 

1 GB 


PCI バス 

PCI Express 3.0 準拠 


PCI コネクタ 

PCI Express ( x 8) 


最大 PCI バス転送レート 

8 Gigabits/lane 


デパイスインタフェース 

SAS/SATA 巧麻 


最大3■—夕転送レート 

SAS / SATA : 6.0 Gb/s 


RAID レベル 

0,1, 5, 6,10, 50, 60 


最大接続ポート数 

8 Port 


最大スパン数 

8 


最大論理ドライブ数 

64 

ドライブグループ当りの最 
大数は64 

外形寸法 

69(幅) x 1 75(長さ ) mm 


質量 

約 0.1 kg 


動作電圧 

3.3 V /12 V 


消費電力 ( MAX ) 

16 W 

FBU を含を 

動作環境 

温度 10 で〜 40 °C 
湿度20%〜80% 

結露しないこと 


(フラッシュバックアップユニット） 


項目 

仕様 

備考 

外形寸法 

65(幅) x 52( 長さ ) mm 

FBU 制御ケーブルを除< 

質量 

約 0.1 kg 


定格電圧 

13.5 V 


静電容量 

6.4 F 


動作環境 

温度 10で〜40で 
湿度20%〜80% 

結露しないこと 
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3. 本 RAm コントローラの特徴 

本 RAID コント□ーラは、 SAS / SATA 巧麻のインタフェースコネクタび2チャネル （1 チャネル(こ4ポート） 
搭載されています。データ転送レートは、各ポートあたり最大 6.0 Gb / s であり、高パフスーマンスを実現し 
ています。 

本 RAID コント□ーラの特徴 

■ SAS / SATA のインタフェースで最大6.0 Gb / s の転送レート 

■ 最大 8 Gigabit / lane の PCI バス転送レート 

■ 1 GBDDR 3 メモ IJ を搭載 

■ RAID レベル0,1,5, 6,10,50,60をサポート 

■ ESMPRO を使った通報監視び可能 

■ 障害び発生した物理デバイスの自動検出 

■ システ厶を停止せずに物理デバイスの交換(巧ットスワップ)び可能 

■ フラッシュバックアップユニット fBU ) I こよるキャッシュメモ IJ バックアップをサポート 




重要 


本 RAID コント□ーラは、 PCI 巧ットプラグ機能をサポートしていません。 
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ん各部の名称と機能 

本 RAID コント□ーラの各部の名称をじ(下(こ説明します。 

( RAID コント□ーラ本体表面） 



( RAID コント□ーラ本体裏面) 
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1 チやネル 1 (Port 0 〜 3) 

SAS ケーブルを接続するためのコネクタです。 


2 チやネル 2( Port 4 〜 7) 

SAS ケーブルを接続するためのコネクタです。 


3 HW ラベル 

本 RAID コント□ーラの管理レビジョンを表示しているラベルです。 


4」増設キーコネクタ 

MegaRAID CacheCadeW 8103-156) び実装巧能です。 


5」フラッシュパックアップユニット ( FBU ) 用コネクタ 
FBU を接続するためのコネクタです。 


6 N コードラベル 

本 RAID コント□ーラの N コードを表示しています。 


7 PCI Express コネクタ 

本体装置の PCI ス□ット （PCI Express ) に接続するコネクタです。 




(N81 03-152 添が品) 
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りフラッシュバックアップユニット （ FBU ) 
FBU 本体です。 


2 FBU コネクタ 

FBU 制御ケーブルを接続するためのコネクタです。 


3」 N コードラベル 

本 RAID コント□ーラの N コードを表示しています。 


4 HW ラベル 

本 FBU の管理レビジョンを表示しているラベルです。 


5 J 号機ラベル 

本 RAID コント□ーラの N コード、号機番号、製品名び記載されているラベルです。 


6」 FBU 制御ケースレ 

FBU と RAID コント□ーラを接続するケーブルです。 600 mm 、800 mm の長さのケーブル 
を添付しています。 


7」 FBU ブラケット 

FBU を本体装置に取り巧けるためのブラケットです。 


8 J ネジ 

FBU を本体装置に取り付けるためのネジです。 


9」□ープ□ファイルブラケット 

本 RAID コント□ーラの□ープ□ファイル用ブラケットです。 






N81 03-167 


YMNNNNN 


RAID Controller (1GB, RAID 0/1/5/6) 

川川川川川川川川川川川川川川川 
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りフラッシュバックアップユニット （ FBU ) 
FBU 本体です。 


2 FBU コネクタ 

FBU 制御ケーブルを接続するためのコネクタです。 


3」 N コードラベル 

本 RAID コント□ーラの N コードを表示しています。 


4 HW ラベル 

本 FBU の管理レビジョンを表示しているラベルです。 


5 J 号機ラベル 

本 RAID コント□ーラの N コード、号機番号、製品名び記載されているラベルです。 


6」 FBU 制御ケースレ 

FBU と RAID コント□ーラを接続するケーブルです。 450 mm の長さのケーブルを添巧し 
ています。 


7」 FBU ブラケット 

FBU を本体装置に取りがけるためのブラケットです。本ブラケットは FBU に取りはけら 
れています。 


8 J ネジ 

FBU を本体装置に取り付けるためのネジです。 


9」□ープ□ファイルブラケット 

本 RAID コント□ーラの□ープ□ファイル用ブラケットです。 
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第 2 章 RAID 


ここでは、本 RAID コント□ーラびサポートしている RAID 機能(こついて説明します。 

1- RAID の概要 


1-1. RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、物理デバイスを複数まとめてお5技術のことを意昧します。 

つまり RAID とは複数の物理デバイスを 1 つのドライブグループ (DG) として構成し、これらを効率よく運用 
することです。これ I こより単体の乂容量物理デバイスより高いパフスーマンスを得ることびできます。 

本 RAID コント□ーラでは、 1 つの DG を複数のバーチャルドライブ (VD) (こ分けて設定することびできます 
優大 64 個、 DG 当りの最大数は 64 個)。これらの VD は、 0S からそれぞれ 1 つの物理デバイスとして認識 
されます。 0 S からのアクセスは、 DG を構成している複数の物理デバイス(こ巧して施行して行われます。 

また、使用する RAID レベル(こよっては、ある物理デバイス(こ障害び発生した場合でち残っているデータや 
パ IJ ティから IJ ビルド機能(こよりデータを復旧させることびでき、高い信頼性を提供することびできます。 


1-2. RAID レベル 

RAID 機能を実現する記録方式(こは、複数の種類(レベル)びを在します。その中で本 RAID コント□ーラびヴ 
ポートする RAID レベルは、 「 RAID 0」「 RAID 1 」「RAID 5 」 「RAID 6」 「 RAID 10」「 RAID 50」「 RAID 60」 です。 

DG を作成する上で必要となる物理デバイスの数量は RAID レベルごと(こ異なりますので、下の表で確 i 忍し 
てくださし、。 


RAID レベル 

必要な物理デバ'ィスの最ル数 

推奨接続デバイス数 

RAID 0 

1 

— 

RAID 1 

2 

— 

RAID 5 

3 

8台下 

RAID 6 

3 

8台下 

RAID 10 

4 

— 

RAID 50 

6 

各 DG び8台が下 

RAID 60 

6 

各 DG び8台下 


寒 

し 

ヒント 


物理デパイス3台で RAID 6 を作成する場合 
■ Strip Size を 8 KB に設定することはできません。 

RAID 60 を作成する場合 

■ 各 DG の物理デパイスび3台ずつの RAID 60 の場合 、 Strip Size を 8 KB に設定する 
ことはできません。 


各 RAID レベルの詳細は、本書の「2章 （2. RAID レベル）」を参照してくださし、。 


国 


重要 


HDD のマルチデッド(こよるシステ厶障害の舞生を低減させる観点から、各ディ 
スクグループ （ DG ) の HDD 搭載数は8台下を目安とした RAID 構成を推奨し 
ます。 

乂容量 HDD にて RAID を構築する場合、障害復旧時に長時間の IJ ビルドび必要で 
す。その間冗長性び失われますので、より信頼性を高めるためにち HDD 2 台の 
障害に巧麻する RAID 6 あるいは RAID 60 でのご利用を推奨します。 
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1-3 - ドライブグループ (Drive Group) 

ドライブグループ ( DG ) は複数の物理デバイスをグループ化したちのを表します。本 RAID コント□ーラの設 
定可能な DG の数は、物理デノ\'イスを8台実装した揚合で最大8個です。 

次の図は本 RAID コント□ーラ(こ物理デバイスを3台接続し、3台で1つの DG を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 



物理デバイス1 物理デバイス2 物理デバイス3 

(36 GB ) (36 GB ) (36 GB ) 


1-4 - パーチヤルドライブ (Virtual Drive) 

バーチャルドライブ ( VD ) は作成した DG 巧(こ、論理ドライブとして設定したちのを表し、 0 S からは物理ド 
ライブとして認識されます。本 RAID コント□ーラの設定可能な VD の数は、最大64個 （ DG 当りの最大数 
は64個）です。 

次の図は本 RAID コント□ーラ(こ物理デバイスを3台接続し、3台で1つの DG を作成し、その DG (こ RAID 5 
の VD を2つ設定した構成例です。 


RAID コント□ーラ 



物理デバイス1 
(36 GB ) 


物理デバイス2 
(36 GB ) 


物理デバイス3 
(36 GB ) 
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1-5. パリティ （ Parity) 

冗長データのことです。複数台の物理デバイスのデータから1セットの冗長データを生成します。生成され 
た冗長データは、物理デバイスび故障したとき(こデータの復旧のため(こ使われます。 

1-6 - ホットスワップ (Hot Swap) 

システ厶の稼働中(こ物理デバイスの脱着(交換)を手動で巧うことびできる磯能をホットスワップといいます。 


1-7 - ホツ トス ペア (Hot Spare) 


ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで構成された論理ドライブ配下の物理デバイス(こ障害び発生 
した場合(こ、けむり(こ用意された予備の物理デバイスです。物理デバイスの障害を検出すると、障害を検出 
した物理デバイスを切り離し(スフライン)、巧ットスペアを使って IJ ビルドを実行します。 


fZ ^巧ットスペアを使った IJ ビルド「巧ットスペア IJ ビルド」については本書の 
^ 「3章 (1-2 オート IJ ビルド(自動 IJ ビルド))」を参照してください。 

し 

ヒント 
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1-8. ライトキャッシュ設定 （ Wr け e Cache Policy) 

本 RAID コント□ーラでは、バーチャルドライブのライトキヤツシュ設定をじ(下の3種類から選択すること 
びできます。 


(1) 通常ライトバック 

フラッシュバックアップユニット （ FBU ) を取り付けることで使用可能です。ライト時(こ RAID コント□一 
ラのキャッシュメモ IJ を使い、ライト性能を大幅(こ向上させることびできます。また、停電び発生した場 
合(こキャッシュメモ IJ 巧のデータをバックアップすることびできます。 FBU び故障等(こより正常(こ動作し 
ない場合はライトスルー動作になります。 

(2) ライトスルー 

ライト性能はライトバック設定に比べ劣りますび、 IJ ー ド性能は同等です。 IJ ー ド I こ比べ、ライト時のディ 
スクアクセス I こ時間びかかります。本 RAID コント□ーラでは FBU び標準添付されておりますので、通 
常ライトバック設定(こすることを推奨します。 

(3) 常時ライトバック 

FBU のが態(こ関わらず常(こライトバックで動作します。しかし、 FBU び故障等(こより正常(こ動作しなし、 
が態で停電び発生した場合は RAID コント□ーラのキャッシュメモ IJ 巧のデータは消えてしまうのでごを 
意<ださい。停電(こ備えて、必ず無停電電源装置 ( UPS ) を使って<ださし、。 



チェック 


ライトキャッシュの設定方法については本書の4章 (3-3 .Virtual Drive 
Definition 設定項目)を参照してくださし、。 

常時ライトバックを選択した揚合は、 FBU び故障等により正常に動作し 
ないが態で停電び舞生した場合、キャッシュモ IJ のデータは消えてし 
ま5ためごを意 < ださし、。 

Universal RAID U 川 ity でライトキャッシュ設定を変更するには、動作モー 
ドび’アドバンスモード" になっている必要びあります。 詳しくは本体装 
置に添巧の EXPRESS BUILDER に収録されている 「Universal RAID 
U 川 ity ユーヴーブガイド」を参照してください。 
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OS 上でライトキャッシュ設定を確認する場合 

Universal RAID Utility のツ U —ビューで参照したい論理ドライブをク U ックし、 [ファイル] メニューで[プ □ 
パティ]をク IJ ックします。表示される"論理ドライブのプ□パティ"の"全般"タブで参照することびできます。 
(下の2種類の ステータスび 表示されます。 


(1) Write Back 

ライト時(こ RAID コント□ーラのキャッシュ 
メモ IJ を使用するモードで動作しています。 

(2) Write Through 

ライト時(こ RAID コント□ーラのキャッシュ 
メモ IJ を使用しないモードで動作しています。 


I 童ちドライブ 

*2 

のブ□バテイ 

I 立 JI 


を股 I がシむ I 


項目 

I 他 I 

をち 

2 

1D 

II I 

ディスウアレイ情卽 

3 {1/1 ま目) 

RAID レバ;ル 

| raid 5 1 

容量 

祀 B 

ストライブサイス’ 


キかのュモ-ド禪抽直 ） I 

1 Write Backj 

種別 

端里ドライプ 

ステークス 

1 わライ:/ 1 


ライトキヤツシュ設定の変更は 、 Universal RAID U 川 ity の"論理ドライブのプ□パティ"の"オプション"タブを 
ク IJ ックします。キャッシュモード(設定値)という項目(こじ(下の3つの設定びあります。 


(1) 自動切替 


FBU の有無、が態(こより自動的(こ Write Back と Write Through を切り替えるモードです。 


(2) Write Back 

FBU の有無、状態(こよらず常(こ 
Write Back で動作するモードです。 

(3) Write Through 

FBU の有無、が態(こよらず常(こ 
Write Through で動作するモードです。 



ぶ] 


を肢；オプション;I 



1 1 

キヤめユモード（設定他） 1 

1 自勤切を 1 

1 ^ 


上記の説明は、 0 S び Windows の場合を想定しています。 0 S び Linux の場合、 
^ raidcmd コマンドで論理ドライブのプ□パティを参照してください。キゃッ 

^- シュモードについて同様のの容を表示します。 

ヒント 
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2. RAID レベル 

本 RAID コント□ーラびサポートしている RAID レベル(こついて詳細な説明をします。 

2-1. RAID レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特徴 

RAIDO 

ストライピング 

なし 

データ読み書妾び最ち高速 
容量び最大 

容量=物理デバイス1台の容量 X 物理デ 
パイス台数 

RAID 1 

ミラー IJ ング 

あの 

物理デバイスび2台必要 
容量=物理デバイス1台の容量 

RAIDS 

データおよび冗長データ 
のストライピング 

あの 

物理デパイスび3台が上必要 
容量=物理デパイス1台の容量 x ( 物理デ 
パイス台数- 1) 

RAID 6 

データおよび冗長データ 
のストライピング 

あの 

物理デバイスび3台於上必要 
容量=物理デバイス1台の容量 x ( 物理デ 
バイス台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1 のスパン 

あの 

物理デパイスび4台於上必要 
容量=物理デバイス1台の容量 x ( 物理デ 
パイス台数个 2) 

RAID 50 

RAID 5 のスパン 

あの 

物理デバイスび6台上必要 
容量=物理デバイス1台の容量 x ( 物理デ 
パイス台数- DG 数） 

RAID 60 

RAID 6 のスパン 

あの 

物理デバイスび6台於上必要 
容量=物理デバイス1台の容量 x ( 物理デ 
パイス台数- (2 XDG 数)） 


し 

ヒント 


物理デパイス3台で RAID 6 を作成する場合 
■ Strip Size を 8 KB に設定することはできません。 

RAID 60 を作成する場合 

■ 各 DG の物理デパイスび3台ずつの RAID 60 の場合 、 Strip Size を 8 KB に設定 
することはできません。 


スパン数は最大で8スパンとなります。 
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2-2. RAIDO 


データを各物理デバイスへ分散して記録します。この方式を「ストライピンク'」と呼びます。 


図ではストライプ1(物理デバイス1)、ストライプ2(物理デバイス2)、ストライプ3(物理デバイス 3)••• 
というよう(こデータび記録されます。すべての物理デバイス(こ巧して一括してアクセスできるため、最ち優 
れたアクセス性能を提供することびできます。 


園 


重要 


RAID 0 はデータの冗長性びありません。物理デバイスび故障するとデータの 
復旧びできません。 



2-3. RAID1 


1つの物理デバイス I こ巧してちう1つの物理デバイスへ同じデータを記録する方式です。この方ぶを「ミ 
ラー IJ ング」と呼びます。 

1台の物理デバイス I こデータを記録するとき同時(こ別の物理デバイス I こ同じデータび記録されます。一方 
の物理デバイスび故障したとき(こ同じの容び記録されているちう一方の物理デバイスをげわりとして使う 
ことびできるため、データは失われません。 
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2-4. RAIDS 


RAIDO と同様(こ、データを各物理デバイスへ「ストライピンク'」方式で分散して記録しますび、そのときパ 
U ティ(冗長データ)ち各物理デバイスへ分散して記録します。この方巧を「分散パ IJ ティ巧きストライピン 
グ」と呼びます。 


データをストライプ (X )、 ストライプ (X+1)、 そしてストライプ (X) とストライス X+1) から生成されたパ IJ ティ 
( x ， x +1) というよう(こ記録します。そのためパ IJ ティとして割り当てられる容量の合計は、ろょうど物理デ 
バイス1台分の容量になります。論理ドライブを構成する物理デバイスの5ち、いずれかの1台び故障して 
ちデータは失われません。 



2-5. RAID6 

RAID 5 と同様ですび、パ IJ ティ(冗長データ)は2種類を各物理デバイスへ分散して記録します。この方式を 
「こ重化分散パ IJ ティ付きストライピンク'」と呼びます。 

通常のパ IJ ティ(こ加え、係数(こよる重み付けなど異なる計算手法を用いた別のパ IJ ティの2種類を記録しま 
す。そのためパ IJ ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうど物理デバイス2台分の容量(こなります。 
論理ドライブを構成する物理デバイスの5ち、いずれかの2台び故障してちデータは失われません。 


RAID コント□ーラ 



ストライプ1 


ストライプ2 

ストライプ4 


パ IJ ティ P (3,4) 

パ U ティ P (5,6) 


パ IJ ティ Q (5,6) 



パリティ P (1,2) 


パ I 」ティ Q (1,2) 

パリティ Q (3,4) 


ストライプ3 

ストライプ5 


ストライプ6 
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2-6. RAID10 


データを 2 つの物理デバイスへ「ミラー IJ ング」方式で分散し、さら(こそれらのミラーを「ストライピンク'」 
方式で記録しますので、 RAIDO の高いディスクアクセス性能と、 RAID 1 の高信頼性を同時(こ実現すること 
びできます。 



RAIDO 


2-7. RAID50 


データを各物理デバイスへ「分散パ IJ ティ付きストライピンク'」で分散し、さら I こそれらを「ストライピン 
グ」方式で記録しますので、 RAIDO の高いディスクアクセス性能と、 RAID 5 の高信頼性を同時(こ実現する 
ことびできます。 


RAID コント□ーラ 



RAIDO 
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2-8. RAID60 


データを各物理デバイスへ「分散パ IJ ティ付きストライピンク'」で分散し、さら I こそれらを「ストライピン 
グ」方式で記録しますので、 RAIDO の高いディスクアクセス性能と、 RAID 6 の高信頼性を同時(こ実現する 
ことびできます。 


RAID つント□ーラ 


HDD 1 


HDD 2 


r — — 


r — ^ 





HDD 3 


HDD 4 

^ 一 


HDD 5 


HDD 6 


HDD 7 


HDDS 


ストライプ 

1 

ストライプ 

2 

ストライプ 

5 

パ IJ ティ P 

(5, 6) 

パリテイ P 
(9, 10) 

パリティ Q 
(9, 10) 


パ U ティ P 
( 1 , 2 ) 


パリティ Q 
(5,6) 


ストライプ 

9 


パリティ Q 

( 1 , 2 ) 


ストライプ 

6 


ストライプ 

10 


ストライプ 

3 


ストライプ 

7 


パリティ P 

( 11 , 12 ) 


ストライプ 

4 


パ IJ ティ P 

(7, 8) 


パリティ Q 

( 11 , 12 ) 


パ IJ ティ P 
(3,4) 

パ IJ ティ Q 
(3,4) 

パリティ Q 
(7,8) 

ストライプ 

8 

ストライプ 

11 

ストライプ 

12 


t 


RAID6 


RAID6 


RAIDO 


i 
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本章では、本 RAID コント□ーラび持つ機能を説明します。 

1■リビルド 


IJ ビルド ( Rebuild ) は、物理デバイス(こ故障び発生した場合(こ、故障した物理デバイスのデータを復旧させる 
機能です。 RAID 1 や RAID 5、 RAID 6、 RAID 10、 RAID 50、 RAID 60 といった、冗長性のあるバーチャルドラ 
イブ ( VD ) (こ巧して実行することびできます。 


1-1. マニュアルリビルド ( 手動リビルド） 

本 RAID コント□ーラの RAID システ厶管理ユーテイ IJ テイ （ WebBIOS ) や 、 Universal RAID U 川 ity を使つ 
て、手動で巧 5 IJ ビルドです。物理デバイスを選択して IJ ビルドを実行できます。 

Universal RAID Utility を使用した手臓ま、本体装置添巧の EXPRESSBUILDER (こ収められている 「Universal 
RAID Utility ユーヴーブガイド」を参照してください。 WebBIOS を使用した手順は本書の「4章 （5-2 マニュ 
アル IJ ビルド磯能)」を参照してくださし、。 


1-2. オートリビルド（自動リビルド） 

WebBIOS や Universal RAID Utility を使わず(こ、自動的(こ U ビルドを実行する機能です。 

オート IJ ビルドには、下の2種類の方法びあります。 

■ ホットスペア IJ ビルド 

ホットスペアを用いて自動的 I こ IJ ビルドを行う機能です。ホットスペアび設定されている構成では、 
VD (こ割り当てられている物理デバイス(こ故障び生じたとき(こ、自動的 I こ IJ ビルドび実行されます。 

■ ホットスワップ IJ ビルド 

故障した物理デバイスをホットスワップで交換すること(こより、自動的(こ IJ ビルドび実行される機能 
です。 


園 


重要 


- IJ ビルド(こ使5物理デパイスは、故障した物理デバイスと同一容量、同一回転数、同一規格の 
ちのを使用して < ださし、。 

- IJ ビルド中は負荷びかかるため、処理速度びお下します。 

- IJ ビルド中は、本体装置のシャットダウンや IJ ブートを実施しないでくださし、。 

-故障した物理デパイスを取り外してから新しい物理デパイスを取り付けるまでに、90秒 m 上の 
間隔をあけて < ださし、。 

-巧ットスワップ IJ ビルドび動作しない場合は、マニュアルリビルドを実行してくださし、。 

-1度故障した物理デパイスで巧ットスワップ IJ ビルドを実行することはできません。 
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2. パ h □ —ルリード 


パト□ール IJ ー ド (Patrol Read ) は、物理デバイスを領域の不良をチェックする磯能です。パト□ール U — ド 
は、バーチャルドライブ ( VD ) や/卞ットスペア(こ割り当てられているすべての物理デバイス(こ巧して実行する 
ことびできます。 


パト□ール IJ ー ド(こより、物理デバイスの後発不良を検出•修復することびできます。 


冗長性のある VD を構成する物理デバイスや/卞ットスペアディスクじ割り当てられた物理デバイスの場合は、 
実行中 I こ検出したエラーセクタを修復することびできます。 


■ 本 RAID コント□—ラは、工場出荷時にパト□—ル IJ — ドび有効 [ Enable ] 
に設定されています。 

■ パト□ール IJ ー ドは定期的に自動で実施されます。 

■ パト□ール IJ ー ド実行中にシステ厶を再起動してち、再開して継続しま 
す。 


国 


重要 


3. 整合性チ X ック 


整合性チェック (Check Consistency ) は、バーチャルドライブ ( VD ) の整合性をチェックするための磯能です。 
RAID 0 じ(外の冗長性のある VD (こ巧して実行することびできます。 


整合性チェックは、 WebBIOS や Universal RAID Utility で実行できます。 


整合性チェックは整合性をチェックするだけでな<、実行中(こ検出したエラーセクタを修復することびでき 
るため、予防保すとして使用で乏ます。 

. 整合性チェック中は負荷びかかるため、処理速度はお下します。 

. 整合性チてック実行中(こシステ厶の再起動を行5と途中なら再開しま 
す。 

■整合性チェックのスケジュール運転は、 WebBIOS 、 ちしくは Universal 
RAID U 川 ity の raidcmd コマンドと OS のスケジュー U ング機能などを組 
み合わせて行えます。 


国 


重要 
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んバックグラウンドイニシャライズ 


5台上の物理デバイスで構成されたドライブグループ ( DG ) I こ RAID 5 のバーチャルドライブ ( VD ) を作成し 
た場合、および7台(上の物理デバイスで構成された DGI こ RAID 6 の VD を作成した場合、自動的 I こバッ 
クグラウンドイニシャライブ (Background Initialize ) び実施されます。バックグラウンドイニシャライブ機能 
は、初期化されていない領域 I こ巧してバックグラウンドでパ IJ ティ生成処理を行5機能であり、整合性 
チェックと同等の処理を行います。 


ただし、ソ下の場合はノ \'ックグラウンドイニシャライブび実施されません。 

■ バックグラウンドイニシャライブび実施される前(こフルイニシャライブ (Full Initialize )* を実施し、正常 
(こ完了している場合 

* フルイニシャライブは、 VD の領域全体を「0」でク IJ アする機能です。ス□ーイニシやライブ (Slow Initialize ) 
と表示されることちあります。 


■ バックグラウンドイニシャライブび実施される前(こ整合性チェックを実施し、正常 I こ完了している場 


么 


■ バックグラウンドイニシャライブを実施される前(こ IJ ビルドを実施し、正常(こ完了している場合* 
* RAID 6 の VD では、 IJ ビルド後にパックグランウドイニシャライブび実行される場合びあります。 

■ VD 作成時(こ 、 「Disable BGI 」 の設定を 「 Yes 」 （こ設定した場合 

■ VD び縮退が態 ( Degraded ) やスフラインが態 ( Offline ) の場合* 

* RAID 6 で部分的な縮退が態 (Partially Degraded ) の場合はパックグラウンドイニシャライブび実行されます。 

また、一旦バックグラウンドイニシャライブび完了している VD (こ巧して下の操作を行った場合は、再度 
バックグラウンドイニシャライブび実施される場合びあります。 

■ VD び縮退が態 ( Degraded ) やスフラインが態 ( Offline ) の場合(こ、スフラインの物理デバイス(こ Make 
Online を実施し、 VD び Optimal (こなった場合 

■ RAID コント□ーラを保巧部品などじ交換した場合 

■ 既存の VD (こ IJ コンストラクシヨンを実施し、 RAID 5 あるいは RAID 6 構成(こ変更した場合 



パックグラウンドイニシャライブ中は負荷びかかるため、処理速度は低 
下します。 

バックグラウンドイニシャライブを中断させてち、数分後に再度実施さ 
れます。 
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5 .リコンストラクション 

IJ コンストラクション ( Reconstruction ) 機能は、既存のバーチャルドライブ ( VD ) の RAID レベルや構成を変更 
する磯能です。 IJ コンストラクション機能 I こはじ(下の3通りの磯能びありますび、本 RAID コント□ーラで 
は Migration with addition のみをヴポートしています。 

厂 — ^ I ■ リコンストラクションは、 WebBIOS で行います。 Universal RAID U 川 ity は IJ コ 
ンストラクションをサポートしていません。 

-本 RAID コント□ーラでは Expand 機能、 Virtual Drive Erase 機能はサポートして 


重要 


5-1- Removed drive 

本 RAID コント□ーラでは未ヴポートです。 

5-2. Migration only 

本 RAID コント□ーラでは未サポートです。 


5-3. Migration with addition 

既存の VD I こ物理デバイスを追加する機能です。本機能の実行パターンは下の通りです。 
(び：追加する物理デバイスの数） 


実行前 

実巧後 

特徴 

RAID レベル 

物理デバイス 
ドライブ数 

RAID レベル 

物理デバイス 
ドライブ数 

RAID0 

X 台 

RAID0 

x + a 台 

物理デバイス a 台分 
の容量び拡大される 

RAID0 

叫台 

RAID1 

2台 

容量は変更されなし、 

RAID0 

X 台 

RAIDS 

x + a 台 

物理デバイス 

a -1 台分の容量び拡大される 

RAID0 

X 台 

RAID6 

x + a 台 
(a 二21^ソ上） 

物理デパイス 

a -2 台分の容量び拡大される 

RAID1 

2台 

RAID0 

2+ a 台 

物理デバイス 

a +1 台分の容量び拡大される 

RAID1 

2台 

RAIDS 

2+ a 台 

物理デバイス 
a 台分の容量び拡大される 

RAID1 

2台 

RAID6 

2+ a 台 

物理デパイス 

a -^ 台分の容量び拡大される 

RAIDS 

X 台 

RAIDO 

x + a 台 

物理デパイス 

a +1 台分の容量び拡大される 

RAIDS 

X 台 

RAIDS 

x + a 台 

物理デパイス 
a 台分の容量び拡大される 

RAIDS 

X 台 

RAID6 

x + a 台 

物理デパイス 

a -^ 台分の容量び拡大される 

RAID6 

X 台 

RAIDO 

x + a 台 

物理デパイス 

a +2台分の容量び拡大される 

RAID6 

X 台 

RAIDS 

x + a 台 

物理デパイス 

a +1 台分の容量び拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID6 

x + a 台 

物理デバイス 
a 台分の容量び拡乂される 
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園 


重要 


■ ij コンストラクシヨン実行前に、必ずデータのバックアップと整合性 
チェックを実施してくださし、。 

-1つのドライブグループに複数の VD を作成している構成には、 IJ コンス 
トラクシヨンは実施できません。 

■ IJ コンストラクシヨン中は負荷びななるため、処理速度は低下します。 

-縮退が態 (Degraded) や、部分的な縮退が態 (Partially Degraded) の VD にも 
実行することはできますび、 IJ ビルドを実行し、 VD を復旧した後で実行 
することを推奨します。 

■ IJ コンストラクシヨン中は、本体装置のシャットダウンや IJ ブートを実 
施しないでくださし、。 

■構成によっては、 IJ コンストラクシヨンび完了後に、自動的にパックグ 
ラウンドイニシャライブび実行される場合びあります。 


例 ） RAIDS の VD の Migration with addition 


下は、 36 GB 物理デバイス X 3 台で構成された RAID 5 の VD I こ、 36 GB 物理デバイスを1台追加する場 
合の例です。 


バーチャルドライブ (RAID5) 



36GB 36GB 36GB 



〔実行前] 
容量= 72 GB 



〔実行後] 

容量= 108GB 
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6. HDD 電源、制御機能 


HDD 電源制御機能 (Manage Powersave ) は、ハードディスクドライブの電源を制御する磯能です。ハードディ 
スクドライブ(こ一定時間アクセスびなかった場合(こスピンダウンさせ、消費電力を低減します。本機能は 
WebBIOS ではソ下の3通りの磯能びありますび、本 RAID コント□ーラでは/卞ットスペアのみをサポート 
しています。 


寒 

し 

ヒント 


Universal RAIDU 川 ity では、 「HDD 電源制御」なら設定できます。 


園 


重要 


スピンダウン中に、パト□ールリードや整合性チェック、その他の設定 
変更を行った場合はスピンアップします。その後、一定時間使われな 
なった場合(こ再度スピンダウンします。 

スピンダウン中に、 VD び縮退した場合はスピンアップして巧ットスペア 
として使われます。 

スピンダウンが態ならスピンアップする際、最大で2分程度の時間びかか 
る場合びあります。 

SSD は本機能の巧象外です。 


6-1- Unconrigured drives 

本 RAID コント□ーラでは未ヴポートです。 


6-2. Hot spare drives 

本 RAID コント□ーラでサポートしています。スピンダウンさせるまでの省電力移行時間を30分〜1440分 
(24 時間)で選択巧能です。 


に; ■ Universal RAID U 川 ity では、省電力移行時間は30分から別寺間で選択巧能 
^ です。 

^- -巧ットスペアディスク作成後(こ省電力移行時間の変更をした場合は、シス 

ヒント テ厶再起動、あるいは一度変更前の時間でスピンダウン/スピンアップし 

た後に反映されます。 

■ 省電力移行時間は、設定した時間より5分程度の誤差び出る場合びありま 
す。 


6-3. Configured drives 


本 RAID コント□ーラでは未ヴポートです。 
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7. プレミア厶機能 


プレ$ア厶機能は、増設キー(別途購入必要)を本 RAID コント□ーラ I こ取り付けることで有効 I こできる機能 
です。本 RAID コント□ーラでヴポートするプレミア厶磯能は、 CacheCade のみです。 

17^ 増設キーの取り付け方法は、本書の「5章 （2.RAID コント□ーラのセツトアツ 

^ プ）」を参照してくださし、。 

ヒント 


7-1. CacheCade 


SSD を I J ー ドキャッシュとして使い、ランダ厶 I J ー ド処理性能を向上させる機能です。 


本機能の設定方法は、本書の「5章 （2.RAID コント□ーラのセットアップ）」 
^ を参照してくださし、。 

し J 

ヒント 


園 


重要 


■ システ厶構成や運用肉容により、性能向上には差び出る場合びあります。 

■ CacheCade は VD としておりれますび、 0S ならはディスクとして認識さ 
れません。 

■ CacheCade に設定巧能なサイブは、合計で最大 512GB となります。 

■ CacheCade に設定する SSD は、同一容量、同一規格のものを使ってくだ 

さし、。 

■ CacheCade として設定する VD は、1つの RAID コント□ーラ(こつき1つの 
VD のみをサポートしています。 CacheCade として設定する VD は複数作 
成しないで < ださし、。 

■ SSD で構成された VD じ巧して本機能は巧象外です。 










34 


第 4 章 WebBIOS の機能 


ここでは本 RAID コント□ーラのコンフィグレーションユーティ IJ ティ 「 WebBIOS 」 I こついて説明します。 

1.WebBIOS のサポート機能 

□ 物理デバイスのモデル名/容量の情報表示 

□ 物理デバイスの割り当てが態表示 

□ VD の作成 

□ RAID レベルの設定 

□ Strip Sze の設定 

□ Read Policy/Write Policy/IO Policy の設定 

□ CacheCade の作成 

□ VD / CacheCade の設定情報-ステータスの表示 

□ VD/CacheCade の削除 

□ コンフィグレーションのク UP 

□ イニシャライブの実行 

□ 整合性チてックの実行 

□ マニュアル IJ ビルドの実行 

□ IJ コンストラクションの実行 

□ HDD 電源制御の設定 




35 


2. WebBIOS の起動とメニュ ー 

2-1. WebBIOS の起動 

ソ下の画面び表示された後、 < Ct 「 l >+< H > キーを押します。 

[ POST 画面ィ>(ージ(バーチャルドライブ未設定時)】 


LSI MgaRAID SAS-MFI BIOS 
Version XXXX(Build MMM DD, YYYY) 
Copyright(c) 20XX LSI Corporation 

HA - X (Bus X Dec X) MegaRAID SAS 92XX-8X 
FW package: XX.X.X-XXXX 

0 Virtual Drive(s) found on the host adapter. 

0 Virtual Drive(s) handled by BIOS. 

Press <Ctrl> <H> for WebBIOS. 


POST 後(こ!^ソ下の " Adapter Selection " 画面び表示されます。 WebBIOS を用いて操作を実施する [Adapter No .] 
を選択してチェックし、 [ S ね rt ] をク IJ ックします。 



国 


重要 


■ POST 中は <Pause> キーなどの操作に関係ないキーを押さないでくださ 
い。 

■ <Ctrl>+<H> キーを押し忘れてしまった場合、または POST 後(こ Adapter 
Selection の画面び表示されなかった場合は、再起動を行い、再度 
<Ctrl>+<H> キーを押してくださし、。 
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2-2. Main Menu 

Adapter Selection を実行すると、選択した Adapter の WebBIOS トップ画面び表示されます。 

各 Menu の機能 I こついては、 [WebBIOS Menu] の表を参照してください。また、バーチャルドライブ ( VD ) 
や物理デバイスの各 ステータス じついては、 [Virtual Drives の ステータス]、 [物理デバイスの ステータス] 
の表を参照して < ださし、。 


HegaHAID BIOS Config Utility Uirtual Configuration 


泣 !: d 麵 Hi 到 
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WebBIOS Menu 


Advanced Software Options 

サポートしている拡張機能を表示します。 

Controller Selection 

Adapter Selection 画面に戻ります。 

Controller Properties 

本 RAID コント □ ーラの設定情報を表示します。 

Scan Devices 

本 RAID コント□ーラに接続されている物理デパイスを再認識し 
ます。 

Virtual Drives 

すでに構成されている VD の操作画面を表示します。 

Drives 

本 RAID コント□ーラに接続されている物理デバイスの操作画面 
を表示します。 

Configuration Wizard 

VD を構築するウィヴードを表示します。 

Physical View/ 

Logical View 

物理デパイスの表示と VD の表示を切り誓えます。 

Events 

イベント情報を表示します。 

Exit 

WebBIOS の終了画面へ移動します。 
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Virtual Drives のステータス (Physical View では表示されません。） 


Optimal 

VD び正常であることを示しています。 

緑色で表示されます。 

Partially Dearaded 

該当する VD の物理デパイスび縮退しているび冗長性は保たれて 
いるが態を示しています。 （ RAID6 で 1 台故障しているが態など） 
青色で表示されます。 

Degraded 

該当する VD の物理デバイスび縮退し冗長性び失われたが態を示 
しています。 

青色で表示されます。 

Offline 

該当する VD びスフラインのが態です。 

赤色で表示されます。 

Initialization 

該当する VD を初期化しています。 

ConsistencyCheck 

該当する VD の整合性をチェックしています。 

Rebuild 

該当する VD びリビルド中です。 

BackGroundInitialize 

該当する VD びパックグラウンドイニシャライブ中です。 

Reconstruction 

該当する VD び IJ コンストラクシヨン中です。 
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物理デバイスのステータス 


Unconfigured Good 

本 RAID コント□ーラに接続されている物理デパイスで使用され 
ていないが態です。青色で表示されます。 

Online 

DG に組み込まれている物理デパイスです。 

正常であることを示しています。 

通常、緑色で表示されます。 

黄色で表示された場合は、 S . M . A . R . T . エラーを意なします。 

Offline 

DG に組み込まれている物理デバイスです。 

スフラインが態であることを示しています。 

赤色で表示されます。 

Unconfigured Bad 

該当する物理デバイスび故障しています。（本ステータスの物理 
デバイスは Physical View でのみ確認できます。） 

黒色で表示されます。 

Failed 

該当する物理デバイスび故障しています。 

赤色で表示されます。 

Rebuild 

該当する物理デパイスび IJ ビルド中です。 

黄±色で表示されます。 

Hotspare 

巧ットスペアに指定した物理デパイスに表示されます。 

桃色で表示されます。 


国 


重要 


■ Physical View の画面ち側で表示される情報はス□ット番号、物理デパイスの種 
類、容量、が態を表示します。 

-ス□ット番号は、物理デパイスベイのス□ット番号を表示します。 

■ 本 RAID コント□ーラでは Events 機能をサポートしていません。 

■ S . M . A . R . T . エラーとなった物理デパイスの情報は黄色で表示され、物理デパイス 

のプ□パティで Pred Fail Count び「1」になります。 

■ S . M . A . R . T . エラーとなった物理デバイスは、物理デパイスの自己彭断機能により、 
故障び5期されたことを意巧しています。すぐに故障するとは限りませんび、早 
め(こ該当ディスクを交換することをお奨します。 
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2-3. Advance Software Opitons 

本 RAID コント□ーラびサポートしている拡張機能を表示します。 


2-4. Controller Selection 

本体装置(こ接続された RAID コント□ーラの一覧を表示します(下図は RAID コント□ーラ1枚接続時の例)。 
操作巧象の RAID コント□ーラを選択します。 WebBIOS トップ画面よりに ontroller Selection ] をク U ックす 
ると、 WebBIOS 起動時(こ表示される本画面(こ戻ります。 
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2-5. Controller Properties 

WebBIOS トップ画面(こて [Controller Properties ；! をク U ックすると、本 RAID コント□ーラの設定情報び表示 
されます。 



設定情報画面 I こて [ Next ] をク IJ ックすると、本 RAID コント□ーラの設定情報の続きび表示されます。 




























42 


設定情報画面(こて [ Next ] をク U ックすると、本 RAID コント□ーラの詳細設定び表示されます。 



設定情報画面 I こは次のページ I こちあります。 [ Next ] をク IJ ックすると、詳細設定び表示されます。 
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初期設定おぶび、設定値説明 

設定値 T 説明 


変更可否 



Battery Backup Present 

None 


Set Factory Deraults 


Cluster Mode Disabled 


Rebuild Rate 


BGI Rate 


CC Rate 


Reconstruction Rate 


Enabled 


Coercion Mode 


FBU のプ□パティ画面 
を表示します。 

- FBU 搭載時： Present 
- FBU 未搭載時： None 










S . M . A . R.T Polling 


Alarm Control Disabled 



Disabled : アフー厶なし 
Enabled : アラー厶あり 
Silence : アラー厶び鳴っている 
場合、停止します 



Patrol Read Rate 


Cache Flush Interval 


Spinup Drive Count 


Spinup Delay 


Stop CC On Error 


Maintain PD Fail Enabled 

History 

Controller BIOS Enabled 


Manage Powersave i Setting 


Schedule CC f Supported 


StopOn Error Disable 




整合性チてックで不整合を検出 
した際の動作を設定します。 

No : 修復して纖続します。 

Yes : 中断します。 




整合性チェックのスケジュール 
運転を設定します。 
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Disk Activity 

Disable 

— 

不可 


Link Speed 

Manage 


不可 



固 


重要 


*1 Set Factory Defaults を実施すると出荷時設定 I こ戻せなくなりますので、実施しな 
し、で < ださし、。 

*2 Alarm を Enable にすると、物理デバイスび故障して VD び Partially Degraded が 
態または Degraded が態になった場合に、本 RAID コント□ーラならアラー厶び鳴 
ります。 


し 

ヒント 


設定値変更方法 

"Cont の Her Properties " 画面にて設定変更可能なパラ;><ータを変更した後、画面中央に 
ある [ Submit ] ボタンをク IJ ックして設定値を確定してください。 
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FBU を搭載している際 I こは 、 "Battery Backup " のステータスが’ Present " と表示されます。 [ Present ] をク U ッ 
クすると、(下のバッテ IJ ステータス画面び表示されます。 



し 

ヒント 


WebBIOS では画面の表示び自動で更新されません。しばら<時間び経ってから画 
面表示を確認する場合は一度トップ画面に戻るなど表示を切の誓えてから再度 
確認して < ださし、。 
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"Manage Powersave " の欄の [ Se 扣 ngs ] をク U ックすると、 HDD 電源制御機能の設定画面び表示されます。 



Manage Powersave の設定項目 


項目 

設定值 

説明 

変更巧否 

備考 

Unconfigured drives 

未設定 

Spindown させる Drives の種類 

S ザエックボックスで設定します。 

Hot spare drives のみ設定巧能 
です。 

不可 


Hot spare drives 

未設定 

巧 


Configured drives 

未設定 

不可 
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"Schedule CC " の欄の [ Supported ] をク U ックすると、整合性チェックのスケジュール運転の設定画面び表示 
されます。 



Schedule CC の設定項目 


項目 

設定值 

説明 

変更可否 

備考 

CC Frequency 

Disable 

整合性チェックのスケジュール間 
隔を設定します。 

Disable : スケジュール運転無効 
Continuous :甫時 

Hourly :1時間周期 

Daily :1曰周期 

推奨設定値： Weekly :1週間周期 
推奨設定値： Monthly :1ク月周期 

巧 


CC Start Time 

12 : 00 AM 

初回の整合性チェックを開始する 
時刻を設定します。 

巧 


Select VDs to Exclude 
CC 

チェック 
なし 

整合性チてックのスケジュール運 
転で、整合性チてックを実行しなし、 
VD を設定します。 

チェックあり：選択している VD 
に巧して整合性チてックを実行し 
ません。 

チェックなし：全ての VD に巧し 
て整合性チてックを実行します。 

巧 


CC Start ( mm / dd / yyyy ) 

01/01/2000 

初回の整合性チェックを開始する 
曰巧を設定します。 

巧 


CC Mode 

Sequential 

Sequential :複数の VD に巧して、 
順次整合性チてックを行います 
Concurrent :複数の VD に巧して、 
同時に整合性チェックを行います。 

巧 



園 


重要 


CC Frequency で設定するスケジュール運転の間隔は整合性チェック開始時の時刻 
を基準に設定されるため、余裕を持って間隔を設定して<ださし、。 
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2-6. Scan Devices 

WebBIOS トップ画面(こて [Scan Devices ] をク U ックすると、本 RAID コント□ーラ(こ接続されている物理デ 
バイスを再スキャンします。この機能は WebBIOS 起動後(こ新たな物理デバイスを接続した際など(こ使し、ま 
す。 


園 


重要 


新たに接続した物理デノ \'イスに他のコンフィグレーション情報び保存さ 
れている揚合、が下の " Foreign Configuration " 画面び表示されます。その 
まま新たな物理デバイスとして使う場合は、に lear ] をクリックしてくだ 
さい。新たに接続した物理デバイス肉のコンフィグレーション情報びク 
IJ アされます。 

新たに接続した物理デバイスを使って Universal RAID U 川 ity でパーチャ 
ルドライブを作成する場合、 f 也のコンフィグレーションび残っていると 
VD を作成できません。その場合は、本機能で残っているコンフィグレー 
シヨンを削除してください。 （*) 


(*)Universal RAID U 川 ity には本機能はありません。 
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2-7. Virtual Drives 

WebBIOS トップ画面じて [Virtual Drives ] をク U ックすると、すでに構成されているバーチャルドライブ ( VD ) 
(こ巧する操作画面び表示されます。 VD —覧の欄には、既存の VD び表示されます。 



Fast Initialize 

VD 一覧で選択した VD の先頭領域をクリアします。 

Slow Initialize 

VD 一覧で選択した VD の全領域をク IJ アします。 

Check Consistency 

VD 一覧で選択した VD の全領域の整合性チてックを行います。 

Properties 

VD 一覧で選択した VD のプ□パティを表示します。 

詳細は、本書の「4章 （3-3. Virtual Drive Definition 設定項目）」を 
参照して < ださし、。 

Set Boot Drive(Current = XX ) 

初期値 ： NONE 

0 S を起動する VD を指定します。 

複数 VD 環境で、 VD 0 於外の VD から起動する場合は、手動で設 
定を変更する必要びあります。それ m 外の場合は、初期値のまま 
使用して< ださし、。 

[設定方法] 

1. VD 一覧より 0 S を起動させる VD を選択します。 

2 .Set Boot Drive (Current = XX ) をチェックします。 

3. [ Go ] をク IJ ックします。 


因 


重要 


■ VD び存巧しない場合は、 VD —覧に VD び表示されません。本操作画面は 
VD びを巧するときに使用してくださし、。 

■ Set Boot Drive を正しく設定していても、本体装置の BIOS の Boot プライ 

ス IJ ティの順位によつては、 0 S び起動できない場合びあります。 

- VD 構築後1回目の整合性チてックでは、不整合び多数検出される場合び 
ありますび、異常ではありません。 
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2-8. Drives 

WebBIOS トップ画面 I こて [ Drives ] をク U ックすると、本 RAID コント□ーラ I こ接続されている物理デバイス 
(こ巧する操作画面び表示されます。 



園 


重要 


接続されている物理デパイスび存巧しない場合は、画面ち上の欄に物理デバ 
イスび表示されません。本操作画面は物理デパイスび接続されているときに 
使用して < ださし、。 
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物理デバイスのプ□パティの確認は下の手順で巧います。ここでは、物理デバイスのプ□パティを確 i 忍す 
る例を説明します。 

① 確認する物理デバイスをク IJ ックして選択する。 

② Properties のチェック欄をク U ックする。 

◎ [ Go ] をク IJ ックする。 



下のよ5なプ□パティ画面び表示されます。 


MeqaR^ID BIOS Config Utility Driue 48 


迸却 


The Drive Negotiated Link Speed is less than Maxinun supported Device Speed. 
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Drives での操作 

Locate 

ディスクステータスランプを点な、または点滅させます。 

Stop Locate 

ディスクステータスランプを消なさせます。 

Make Global HSP 

選択した物理デノ\'イスをすべての DG を巧象としたぶットスペア 
に指定します。 

Make Dedicated HSP 

選択した物理デノ\'イスを特定の DG を巧象としたホットスペア 
に指定します。 

Remove HOTSPARE 

選択した物理デバイスを巧ットスペアなら Unconfigured Good の 
が態にします。 

Make Unconf Bad 

選択した物理デバイスのステータスを故障(こします。 

ステータスび Unconfigured Good の物理デバイスに表示されま 
す。 

Make Unconf Good 

選択した物理デバイスのステータスを Unconfigured Good に 
します。 

ステータスび Unconfigured Bad の物理デバイスじ表示されます。 

Prepare Removal 

選択した物理デバイスの Power status を Powersave にします。 
Power status び On 、 ろ、つステータスび Unconfigured Good の 
物理デノ \'イスに表示されます。 

Undo Removal 

選択した物理デパイスの Power status をスンにします。 

Power status び Powersave の物理デバイスに表示されます。 

Make Dive Offline 

選択した物理デパイスをスフラインが態にします。 

ステータスび Online の物理デノ\'イスに表示されます。 

Make Drive Online 

選択した物理デノ\'イスを Online が態にします。 

ステータスび Offline の物理デパイスに表示されます。 

Rebuild Drive 

選択した物理デバイスび組み込まれている VD の IJ ビルドを開始 
します。 

ステータスび Offline の物理デバイスに表示されます。 

Mark as Missing 

選択した物理デバイスを VD を構成している DG から除外します。 
ステータスび Offline の物理デバイスに表示されます。 

Drive Erase 

本機能はサポートしていません。 


本 RAID コント□ーラは Drive Erase 機能をサポートしていません。 

cT 
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2-9. Configuration Wizard 

本 RAID コント□ーラ(こ接続した物理デバイスを用いて VD および CacheCade を作成する機能です。本機 
能(こついては、本書の「4章 （3 .バーチャルドライブの作成）および （4. CacheCade の作成)」を参照して 
くださし、。 

2-10. Physical View / Logical View 

VD を作成している場合、 WebBIOS トップ画面(こ DG び表示されます 。 [Physical View ] をク U ックすると、 
DG を作成している物理デバイスの情報び表示されます 。 [Logical View ] をク U ックすると、 DG ので作成さ 
れている VD び表示されます。 

2-11. Events 

イベント情報を確認する画面です。 

本 RAID コント□ーラでは Events 機能をサポートしていません。 


重要 


ク 
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2-12. Exit 

WebBIOS トップ画面より [ Exit ] をク U ックすると、 WebBIOS を終了するための確認画面び表示されます。 
WebBIOS を終了する際は、じ(下の画面(こて [ Yes ] をク IJ ックします。 



WebBIOS び終了すると、(下の画面び表示されます。本体装置を再起動してくださし、。 



園 


重要 


Please Reboot your System と表示されている画面で、 Space キーや Enter 
キーを押すと画面表示び消えてしま5場合びありますび問題ありません。 
そのまま再起動して < ださし、。 
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3- バーチャルドライブの作成 

ここでは WebBIOS でバーチャルドライブ ( VD ) を作成する手順を説明します。バーチャルドライブを作成す 
る場合は、必ず下のを意事項をお読み<ださし、。 

1) DG を構成する物理デバイスは同一容量、同一回転、同一規格のちのを使用してください。 

2) VD を構築した後、必ず整合性チェックを実施して < ださい。 

3) 本 RAID コント□ーラ配下の VD (こ 0 S をインス!-ールする際は、 0 S インス!-ール用の VD のみを作成 
してくださし、。 



VD 構築後1回目の整合性チてックでは、不整合び多数検出される場合びあり 
ますび、異常ではありません。 

ヒント 
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3-1- Configuration Wizard 


WebBIOS を起動し、トップ画面より [Configuration Wizard ] をク U ックすると、 ■ I ソ下の画面び表示されます。 
該当する操作を選択し、画面ち下の [ Next ] をク IJ ックします。 


MecmHAID BIOS Config Utility Ccmfiguraticm Wizard 


LSI 


な 


Configuration Wizard guides you through the steps for configuring the MegaRAID 
system easily and efficiently. The steps are as follows: 

1. Drive Group definitions Group drives into Drive Groups. 

2. Virtual Drive definitions Define virtual drives using those drive groups. 

3. Configuration Preview Preview configuration before it is saved. 


[广 i ^ 


choose appropriate configuration type : 

Lea 亡 Configuration Allows you to clear existing configuration only. 


H 三町 Conf igumtion 




Configuration 


Clears the existing conriguration. If you have any existing data 
in the earlier defined drives, the data will be lost. 


Retains the old configuration and then adds new drives to the 
configuration. This is the safest operation 
as it does not result in any data loss. 


X Cancel 


iii> Wext 




Clear Confiauration 

コンフィグレーション （ RAID 情報）をク IJ アします。 

New Conriguration 

コンフィグレーションをク IJ アし、新しい VD を作成します。 

Add Configuration 

既存 VD (こ加え、新たに VD を追加します。 


園 


重要 


■ New Configuration で新たに VD を作成する場合、既存の VD 情報は失われます。 
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[ N 81 03-156 MegaRAID CacheCade ] を取り付けている場合は、ソ下の画面び表示されます。 


MecmHAID BIOS Config Utilitu Select Ccmfiguraticm 


I が 


Select Ccmf iguraticm 


<s 


Virtual Drive Configura. 




广 CacheCade(TH)-SSD Caching Configuration 


X Cancel 




iii> Wext 


り 


VD を作成する場合は、 [Virtual Drive Configration ] (こチェックび入っていることを確認して [ Next ] をク U ック 
します。 


[Add Configuration ] を選択している場合、下の画面び表示されます。 
必ず JManual Confia—urationl を駕択して、丄 NextL をクリックします。. 


MecmHAID BIOS Config Utility Ccmfiguraticm Uizard 


じ ド' 


が 



園 


重要 


本 RAID コント□ーラでは " Automatic Configuration " 機能はサポートしていません。 
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複数台の物理デバイスをひとまとめの DG として定義します。 

① DG を構成する物理デバイスを < Ctrl > キーを押しなびらク IJ ックして、複数台選択します。 


Driues Driue Groups 



園 


重要 


"Power save Mode " の設定は " Controller Defined " m 外に設定しないでくださし、。 


②選択完了後、画面左下の [Add To Array ] をク IJ ックします。 



◎ 画面ち側 Drive Groups の欄(こ、新しい DG び表示されます。 DG を確定するため(こ、画面ち下の 
[Accept DG ] をク IJ ックします。 
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④ DG 確定後、画面ち下の [ Next ] をク IJ ックします。 


MecmHAID BIOS Config Utility Config Wizard - Driue Group Definition 


LSI 


な 


網 


Driue Group Def inition ： Tg add drives to Driue Groupjhold Control key while selecting 
UncGTif Good driues and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reel 己 in 
button. 


Driues 


Driue Groups 


雨 

hi! 

m 

hi ： 

ホ 


: Backplane 


Slot: 日， S 占 S, HDD, 33.375 GE , Online 
Slot:1,S 占 S, HDD, 33.37己 GE , Online, 
Slot: 2, S 占 S, HDD, 33.37己 GE , Online, 
Slot: 3, S 占 S, HDD, 33.37己 GE , Unconf 
Slot: % S 占も HDD, 33.375 GE , Unconf 


Ni 


±] 


瓜； Backplane, Slot。，S 占も HDD, 33.375 
瓜! Backplane, Slot:l,S 占も HDD, 33.375 
LIV：： Backplane, Slot: も S 占も HDD, 33.375 
Drive Groupl 


NJ 


±J 


^ Reclaim 


X Cancel 


4"i Ba 


iii> Wext I 


◎ スパン定義画面 (Span Definition ) び表示されます。画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を 
設定する DG を選択し [Add to SPAN ] をク U ックします。 



国 


重要 


RAID 0,1, 5,6を作成する揚卸ま、スパン設定は1つの DG だけを設定します。複数の DG 
は同時に作成できません。 
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◎ 画面ち側 Span 欄 I こ DG び表示されます。画面ち下の [ Next ] をク U ックします。 


MecmHAID BIOS Config Utility Config Wizard - Span Definiticm 




Span Definition ： 


To add array hole to a Spa ル select an array hole from the 
drGp-dGun.Click on Add Tg Span. Array hole will be added to the 
span.Array Hole addition can be undone by selecting the 


Reclaim button. 



X Cancel 


*111 写 a. 


つ " ♦ Wext ^ 
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な） 前画面の操作で作成した DG 巧(こ VD を作成します。 DG 確定後 、 Virtual Drive Definition ( VD 定義 
画面)び表示されます。画面ち側の中段の" NextLD，Possible RAID Levels " I こは、 DG 励こ作成可能な 
VD の RAID レベルおよび最大容量び表示されます。 


例として 、 RAID 5で最大容量66.750 GB の VD を作成します。 

a ) 画面左側の設定項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

b ) "Select Size " 欄へ容量’66.750"を入力し、 " GB " の単位を選択します。 
C) VD の設定完了後、画面中央下 [ Accept ] をク IJ ックします。 



寒 

し 

ヒント 


"Select Size " 欄には任意の容量を入力することびできますび 、 Update Size のボタンを 
ク IJ ックすると設定されている RAID Level での最大容量び自動で入力されます。 
続けて VD の設定を行5場合は、 [ Back ] をク IJ ックし⑤のスパン定義画面なら同様の手 
順で設定を行います。 
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d ) VD の設定完了後、 [ Next ] をク U ックします。 


MegaHAID BIOS Config Utility Config Wizard - Uirtual Driue Definition 


LSI 



な 


Access Policy 


pw 回 f 


Read Policy 





Uirtual Driues 



*ress Back Button Tg Add Another Uirtual Driue. 


Select Size 


GE 




in Reclaim 


X Cancel I Eacj 


"♦ Wext 、居） 


園 


重要 


物理デパイスび 2 台の組み合わせ m 外でち RAID 1 び作成できる場合びありますび、本 
RAID コント□ーラは物理デバイスび2台構成の RAID 1 於外はサポートしていません。構 
成しないで < ださし、。 


寒 

し 

ヒント 


物理デパイス3台で RAID 6 を作成する揚合 
■ Strip Size を 8 KB に設定することはできません。 

RAID 60 を作成する場合 

■ 各 DG の物理デパイスび3台ずつの RAID 60 の場合 、 Strip Size を 8 KB (こ設定することは 
できません。 


各 RAID レベルの詳細は、本書の「2章 （2. RAID レベル）」を参照してくださし、。 
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e ) DG 巧 I こ VD び設定され、下の画面び表示されます。設定した VDI こ誤りびなければ、画面ち 
下の [ Accept ] をク IJ ックします。 



り "Save this Configuration ?" というメッセージび表示されますので、 [ Yes ] をク U ックします。 

g ) "Want to Initialize the New Virtual Drives ?" と新規 VD (こ巧しイニシャライブを実施するか否か 
を確 i 忍するメッセージび表示されます。作成後すぐ(こイニシャライブを実施する場合は [ Yes ] 
をク IJ ックします。 


-ここで実施されるイニシやライブはファストイニシやライブです。 

^ -ファストイニシャライブを実行した場合は、パーティション情報び書なれている先頭 

^- セクタのみをク IJ アします。 

ヒント 
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h ) イニシャライブを実施した場合 、 "Virtual Drives " 操作画面び表示されます。他の操作を行う必 
要び無い場合は、画面左下の [ Home ] をク IJ ックします。 



i ) [ Home ] をク IJ ックした場合、または h ) でファストイニシャライブを実施しなかった場合は 
WebBIOS トップ画面び表示され、画面ち側に作成した VD び表示されます。 
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3-2. Configure SPAN 

本項では、スパン構成の VD を作成する手順(こついて説明します。じ(下は、4台の物理デバイスを使用して 
RAID 10( RAID 1 のスパン構成）を作成する手順の例です。 

RAID 00( RAID 0 のスパン構成)はサポートしていません。 


重要 


① WebBIOS トップ画面よりに onfiguration Wizard ] をク IJ ックして、ウイヴードを起動します。 

② DG を構成する物理デバイスを < Ctrl > キーを巧しなびらク IJ ックします。 


ク 



園 


重要 


■ "Power save Mode " の設定は " Controller Defined " 於外に設定しないでくださし、。 


◎ 選択完了後、画面左下の [Add To Array ] をク IJ ックし、画面も側 Drive Groups 欄(こ DG び設定され 
たことを確 i 忍して、 [Accept DG ] をク IJ ックします。 


Driues 



f Slot: 日， S 占 S, HDD, 33.375 GE , Online 
Slot:1,S 占も HDD, 33.375 GE , Online, 
ホ i Slot: 2, S 占 S, HDD, 33.37 己 GE , Unconf 
ホ i Slot: 3, S 占 S, HDD, 33.37 己 GE , Unconf 
Slot: % S 占も HDD, 33.375 GE , Unconf 
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④画面ち側 Drive Groups の欄(こ、新しい DG び作成されます。同様の手順で 2 つ目の DG を作成し、 
画面ち下の [ Next ] をク IJ ックします。 


MecmHAID BIOS Config Utility Config Wizard - Driue Group Definition 



な 



Driue Group Definition ： To add drives to Driue Groupjhold Control key while selecting 
UncGTif Good driues and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 



X Cancel 


*11 Eackf iii> Wext 


国 


重要 


RAID 1 0,50,60のスノくン構成を作成する場合は、同じ数量の物理デバイスで構成され 
た複数の DG をスパン設定します。 

異なる数量の物理デパ'イスで構成された DG をスパン設定することはできません。 


⑤ソ下のスパン定義画面 (Span Definition ) び表示されます。画面左側 Array With Free Space 欄から、 
DG 0 を選択し [Add to SPAN ] をク U ックします。画面ち側 Span 欄(こ DG び表示されます。 
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◎ 続けて DG 1 を選択し [Add to SPAN ] をク U ックします。2つの DG び画面ち側 Span 欄(こ表示され 
ます。画面ち下の [ Next ] をク IJ ックします。 



spem.Arr 叫 Hole addixion can be undone by selecting the 
Reclaim button. 


賴 


Span Defiuiticm: To add array hole to a Spa ル select an array hole from the 

drop-down. む ick cm ^dd To Span. Array hole will be added to the 


Array Uith Free Space 


1 



Add to SPAM 




⑦ VD 定義画面び表示されます。画面左側へ必要なパラメータを入力し、画面中央下の [ Accept ] をク 
IJ ックします。 
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◎ 画面ち側の欄(こ、 DGO と DG 1 びどろらも VD 0 (こ定義されていること確認し、画面ち下の [ Next ] 
をク IJ ックします。 



因 


重要 


本 RAID コント□ーラは各 DG の物理デバイスび2台ずつの RAID 1 外はサポートしてし、 

ません。 
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Slot: 日， S 占 S, HDD, 33.375 GE , Online 
Slot:1,S 占 S, HDD, 33.37己 GE , Online 
Slot: 2, S 占 S, HDD, 33.37己 GE , Online 
Slot: 3, S 占 S, HDD, 33.37己 GE , Online 
SI □むん S 占も HDD, 33.375 GE , Unconf 


凶 


±J 


Uirtual Driues 



X Cancel I 4"i Eacki 


Cl ， み Accept 


⑩ "Save this Configuration ?" と確 i 忍のメッセージび表示されますので、 [ Yes ] をク U ックします。 

⑩ "All data on the new Virtual Drives will be lost . Want to Initialize ?" と作成した VD (こ巧してファスト 
イニシャライブを実施するか否かを確認するメッセージび表示されます。ファストイニシャライブ 
を実施する場合は [ Yes ] をク IJ ックします。 

⑩ファストイニシャライブを実施した場合、 " Drives " 操作画面び表示されます。他の操作を行う必要 
び無い場合は、画面左下の [ Home ] をク IJ ックします。 


(〇) " Preview " 画面び表示されますので、 
クします。 


設定した VD I こ誤りびなければ、画面ち下の [ Accept ] をク IJ ッ 


MecmHAID BIOS Config Utilitu Config Wizard - Freuieu 


L 引な 


網 


Ccmf iguraticm Freuieu ： 


This is the ccmfiguraticm defined. Click ACCEPT to saue 
this ccmf iguraticm. 


み带带ホ ホ 
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⑩ Home をク U ツクした場合、または⑩でファストイニシャライブを実施しなかつた場合は WebBIOS 
トツプ画面び表示され、画面ち側 I こ作成した VD び表示されます。 
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3-3. Virtual Drive DeKn け ion 設定項目 

「Virtual Drive Definition 」 は 「Configuration Wizard 」 で VD を作成する際(こ設定できる項目です。 


設定項目 

パラメータ(太字は初期設定値） 

備考 

RAID Level 

RAID 0 / RAID 1 / RAID 5 / RAID 6/ 
RAID 00/ RAID 10 /RAID 50/ 

RAID 60 

RAID 00 は 未サポート 

Strip Size 

8 KB /16 KB /32 KB / 64 KB/ 

128 KB / 256 KB / 512 KB /1024 KB 

推奨設定値: 64 KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

推奨設定値: RW 

Read Policy 

Normal / Ahead 

推奨設定値: Ahead 

Write Policy 

[フラッシュバックアップユニット 
( FBU ) 接続時] 

Write Back with BBU / 

Always Write Back / Write Through 
[FBU 未接続時] 

Write Back with BBU / 

Always Write Back / Write Through 

Write Back with BBU :通常ライトバック 
Always Write Back :常時ライトバック 
WriteThrough :ライトスルー 

推奨設定値： Write Back with BBU 

lO Policy 

Direct / Cached 

推奨設定値： Direct 

Drive Cache 

Unchanged / Enable / Disable 

推奨設定値： Disable 

Disable BGI 

No /Yes 

VD 作成後(こ Back Ground Initialize を実 
施するか否かを設定します。 

推奨設定値: No 


園 


重要 


CacheCade を使用する場合は推奨設定値び異なります。本書の「4章 (4. CacheCade 
の作成）」を参照して<ださし、。 

BGI(Back Ground Initialize ) は於下の VD でのみ動作します。 

一各 DG の物理デバイスび5台於上で構成された RAID 5 / RAID 50 の VD 
一各 DG の物理デバイスび7台上で構成された RAID 6 / RAID 60 の VD 


寒 

し 

ヒント 


物理デパイス3台で RAID 6 を作成する場合 
■ Strip Size を 8 KB に設定することはできません。 

RAID 60 を作成する場合 

■ 各 DG の物理デバイスび3台ずつの RAID 60 の場合 、 Strip Size を 8 KB (こ設定することは 
できません。 


各 RAID レベルの詳細は、本書の「2章 (2. RAID レベル）」を参照してくださし、。 
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ライトキャッシュ設定 (Write Policy ) l こついては、ソ下の設定びあります。ご使用の環境 I こ合わせて設定して 
くださし、。 




通常ライトバック 


Write Back with BBU 

書き込み時 1 こキャッシュメモ IJ を使いますび、 FBU の異常時や 
巧雲び完了していない場合じは、自動的にライトスルーに切り 
替わるモードです。データ保持の観点からち安全性び高いため、 
本設定を推奨しています。 

Write 

Policy 


常時ライトバック 

Always Write Back 

FBU のが態および FBU の有無1こかかわらず、書き送み時1こ常(こ 
キャッシュメモ IJ を使います。本設定1こする場合は、必ず無停 
電電源装置 ( UPS ) を使つて < ださし、。 



ライトスルー 


Write Through 

書き込み時1こキャッシュメモ IJ を使むないモードです。データ 
保持の観点から最ち安全性び高い設定ですび、書き込み性能は 
ライトバック設定1こ比べ劣ります。 


/-\ 

ク 

、 方 


重要 


■常時ライトパック設定は、 FBU 異常時、または巧電び不十分である揚合ちライト 
パックで動作します。このため、停電時にキャッシュメモ IJ 肉のデータび消えてし 
まう場合びあります。 

-常時ライトパック設定を使用する場合は、必ず無停電電源装置 ( UPS ) を使って<だ 
さし、。 


ディスクキャッシュ設定 (Drive Cache ) I こは、 I ソ下の設定びあります。ご使用の環境 I こ合わせて設定して 
くださし、。 


Unchanged 

■ 物理デパイスのデフスルト設定を使います。 

-物理デバイスのデフスルト設定は、弊社出荷時の設定と異なる 
場合びあるため、本設定にしないでくださし、。 

Enable 

■ 物理デパイスのライトキャッシュを常に使うモードです。 

-本設定にする場合は、必ず無停電電源装置 ( UPS ) を使って<だ 
さし、。 

Disable 

■ 物理デパイスのライトキャッシュを使わない設定です。 

-性能は上記の Enable 設定と比べると劣りますび、データ保持の 
観点から最ち安全性び高い設定です。 

-データ保持の安全性の観点から、本設定にすることを推奨しま 
す。 


/-\ 

、 心 


重要 


-ディスクキやッシュ設定の Unchanged はサポートしていません。 

-ディスクキャッシュ設定を Enable にすると、物理デパイスのライトキャッシュを使 
います。このため、停電時に物理デバイスのキャッシュメモ IJ 向のデータび消えて 
しまう場合びあります。 

■ 物理デバイスのライトキャッシュを使用する場合は、必ず無停電電源装置 ( UPS ) を 
使って < ださし、。 
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RAID Level と Stripe Sze ソ外は VD 作成後変更することびできます。 WebBIOS トツプ画面で [Virtual Drives ] 
をク U ツクし、 Policies 枠巧の設定を変更した後、 [ Change ] ボタンをク U ツクします。 
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4. CacheCade の作成 


ここでは WebBIOS を用いて CacheCade を作成する手順を説明します。 

オプションの [ N 8103-156 MegaRAID CacheCade ] を使っている場合は、 CacheCade を作成することびでき 
ます。 

CacheCade を有効 I こするじは、 VD の設定を変更する必要びあります。 


園 


重要 


■ システ厶構成や運用肉容により、性能向上には差び出る場合びあります。 

■ CacheCade は VD としておりれますび、 0 S からはディスクとして認識さ 

ません。 

■ CacheCade に設定巧能なサイブは、合計で最大 512 GB となります。 

■ CacheCade に設定する SSD は、同一容量、同一規格のものを使ってくだ 

さし、。 

■ CacheCade として設定する VD は、 1 つの RAID コント□ーラにつき 1 つの 
VD のみをサポートしています。 CacheCade として設定する VD は複数作 
成しないで < ださし、。 

■ SSD で構成された VD じ巧して本機能は巧象外です。 
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4-1. Configuration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面より [Configuration Wizard ] をク U ックすると、 ■ I ソ下の画面び表示されます。 
該当する操作を選択し、画面ち下の [ Next ] をク IJ ックします。 



Clear Configuration 

コンフィグレーション （ RAID 情報）をク IJ アします。 

New Configuration 

コンフィグレーションをク IJ アし、新しい CacheCade を作成しま 
す。 

Add Configuration 

既存 VD じ加え、新たに CacheCade を追加します。 


固 


重要 


New Configuration で新たに CacheCade を作成する場合、既存の VD 情報は失われま 

す。 
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ソ下の画面び表示されます。 


MecmHAID BIOS Config Utilitu Select Ccmfiguraticm 


じ ド' 


が 


Select Ccmf iguraticm 


广 Virtual Drive Configuration 


c 


.が CacheCade(TH)-SSD Caching Configuration 


三 


X Cancel J *11 Each < 1, iii > Next じ） 


[ CacheCade ( TM)-SSD Caching Configuration ] をチェックして、 [ Next ] をク U ックします。 
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CacheCade を作成可能な SSD び Drives 欄 I こ表示されます。 

① DG を構成する SSD を < Ctrl > キーを押しなびらク IJ ックすることで、複数台選択することびできま 
す。 



②選択完了後、画面左下の [Add To Array ] をク IJ ックします。 



◎ 画面ち側 Drive Groups の欄(こ、新しい DG び設定されます。 DG を確定するため(こ、画面ち下の 
[Accept DG ] をク IJ ックします。 











































78 


④ DG 設定後、画面ち下の [ Next ] をク IJ ックします。 


MecmHAID BIOS Config Utilitu Config Wizard - Driue Group Definition 



な 



Driue Group Defiuiticm: To add driues to Driue Groupjhold Control key while selecting 
UncGTif Good driues and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 



X 


4"i Back jCL "♦ Ee な JP) 


◎ DG の設定後、スパン定義画面 (Span Definition ) び表示されます。 


◎ 画面左側 Array With Free Space 欄から、 CacheCade を設定する DG を選択し [Add to SPAN ] をク 
U ックします。画面も側 Selected Array 欄じ DG び設定されます。 


MecmHAID BIOS Config Utilitu Confia Wizard - Span Definition 




Array Selection: 


Select an array hole from the drop-douu and click on Select 
Array buttcm.Array hole will be selected.Arr 叫 Hole selection 
can be undone using the Reclaim button. 



乂 Cancel 


*111 Back 


I み Wext 
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® スパン設定完了後、画面ち下の [ Next ] をク IJ ックします。 


MecmHAID BIOS Config Utilitu Config Wizard - Span Definition 




Array Selection: 


Select an array hole from the drop-doim and click cm Select 
Array buttcm.Array hole will be selected.Arr 叫 Hole selection 
can be undone using the Reclaim button. 



X Cancel I Back 


社 ,* Wext 苗 


◎ CacheCade 設定画面び表示されます。 [ Accept ] をク U ックします。その後 [ Next ] をク U ックします。 


MecmHAID BIOS Config Utilitu Create CacheCade(TM)-SSD Caching Disk 


Available Capacity: 92.625 GE 


な 


Driue Groups 





乂 Cancel 

4"i Back 

iii> Wext 1 
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◎ [Drive Groups ] 欄(こ CacheCade び追加されたことを確 i 忍して [ Next ] をク U ックします。 



⑩ DG 励こ CacheCade び設定され、 • I ソ下の画面び表示されます。 [Virtual Drives ] 欄 I こ CacheCade び 
表示されていることを確 i 忍して、画面ち下の [ Accept ] をク IJ ックします。 
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⑩ "Save this Configuration ?" というメッセージび表示されますので、 [ Yes ] をク U ックします。 
⑩ WebBIOS トップ画面び表示され、画面ち側 I こ作成した CacheCade び表示されます。 



4-2. VD の設定変更 

CacheCade を有効 I こする場合は、 VD の設定を変更する必要びあります。 WebBIOS トップ画面の" Logical 
View " から既存の VD をク IJ ックします。 



Loaical Uieu 



Backplane, Slot: 日， S 占 S, HDD, 33.375 GE, Online 
Backplane, Slot:l,S 占 S, HDD^ 33.375 GE, Online 

r chplane, Slot 。， S 占 S, HDD, 33.375 GE, Online 
CacheCade(TH)-SSD Caching Drive Group: G 

CacheCade(TH)-SSD Caching Virtual Drive:1, 92.62 己 G 
Drives 

L ^： Backplane, Slot:3, SATA, SSD, 92.625 GE, Online 
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ソ下の画面び表示されます。 "Read" と" I/O" の項目を下記の表の通り変更して [Change] をク IJ ックします。 



変更する項目 

パラメータ 

備考 

Read 

Normal 

初期設定は Ahead 

I/O 

Cached 

初期設定は Direct 


■ CacheCade を有効にする場合は、 VD の設定を上記の通りに変更する必要びありま 
す。 

■ 新たに VD を作成する場合は 、 Read Policy 、 に Policy を上記の設定で VD を作成して 
くださし、。 

■ Universal RAID U 川 ity をご使用の場合は、 SSD で作成した VOm 外の全 VD (こ巧して 
自動で設定変更されます。 


園 


重要 
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5- 各種機能の操作方法 

5-1- 整合性チェック (Check Consistency) 

整合性チェック (Check consistency ) はバーチャルドライブ ( VD ) の整合性をチェックするための磯能です。 
WebBIOS では下の手順で行って<ださし、。 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Drives ] をク IJ ックします。 

③ Virtual Drives 画面ち上より、整合性チェックを実巧する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面ち下より、 "Check Consistency " を選択します。 

◎ [ Go ] をク IJ ックします。 
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◎ VD 作成後 1 回目の整合性チェックじ巧しては、ソ下の警告文び表示される場合びあります。整合性 
チェックを巧う場合は、 [Yes] をク IJ ックしてください。このときじ不整合び多数検出される場合び 
ありますび、故障ではありません。 



な) Virtual Drives 画面左 I こ、整合性チェックの進渉び表示されます。 

◎ Virtual Drives 画面左下の [Home] をク U ックして、トップ画面(こ戻ってください。 



ご 


園 


重要 


VD を作成した後、1回目に実施する整合性チェックでは未使用領域の整合 
性び取れていない可能性びあるため、不整合箇所を多数検出し、警告□グび 
登録される可能性びあります。 
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5-2. マニュアルリビルド 

故障した物理デバイスをホットスワップ（活線挿抜）で交換することで、 IJ ビルドを行うことびできます。 
本体装置の電源をスフ(こしてから物理デバイスを交換した場合、自動的(こ IJ ビルドを開始しません。その場 
合(こは、じ(下(こ説明するマニュアル IJ ビルド機能を用いて VD を復旧してくださし、。 


園 


重要 


-巧ットスワップで物理デバイスを交換して IJ ビルドする場合は、 0 S または 
WebBIOS を立ち上げたが態でディスクを交換してくださし、。 

■ IJ ビルドの進披は Universal RAID U 川 ity の画面で確認するか、あるいは 
WebBIOS のトップ画面で IJ ビルド中の VD をクリックすることで確認できま 
す。 


物理デバイス3台を用いて RAID 5 の VD を作成している環境(こおいて、物理デバイスび1台故障したクー 
スを例 I こ説明します。今回は活線交換を行わず装置の電源をスフ(こしてから故障した物理デバイスを交換し 
ているため、オート IJ ビルド機能び動作しない場合びあります。その場合は、下で説明するマニュアル IJ 
ビルド機能を用いて VD を復旧します。 


① WebBIOS を起動します。トップ画面ち側の交換した物理デバイスのステータスが ’ Unconfigured 
Good " となっていることを確 i 忍してください。例ではス□ット番号2の物理デバイスを交換してし、 
ます。 
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②トップ画面ち側より、新しく接続した物理デバイス(ここではス□ット番号2の物理デバイス)をク 
IJ ックします。 



寒 

し 


ヒント 


PD Missing : BackPlan ち Slot 2 という表示は、「ス□ット番号2に取り巧けられていた VD を 
構成する物理デパイスび存在していない、あるいは構成から外されている」ことを示し 
ています。 
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◎ 物理デバイスのプ□パティ画面び表示されます。 


④ "Drive Groups " の中から U ビルドしたい DG を選択して " Make Dedicated HSP " をチェックし、画面 
中央下の [ Go ] をク IJ ックします。 



◎ IJ ビルドの進據び画面下 I こ表示されます。 [ Home ] を押してトップ画面(こ戻ってください。 


MecmRAID BIOS Config Utility Driue 49 
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◎ U ビルド中、トップ画面はじ(下のようじ表示されます。 IJ ビルド中の物理デバイスをク IJ ックする 
と IJ ビルドの進披画面び表示されます。 



な） IJ ビルドび完了すると IJ ビルドしていた物理デバイスのステータスは Online じなり、 VD のステー 
タスは Optimal (こなります。 
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5-3. ホットスペア 

巧ットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで構成された論理ドライブ配下の物理デバイス(こ障害び発生 
した場合(こ、けむり(こ用意された予備の物理デバイスです。物理デバイスの障害を検出すると、障害を検出 
した物理デバイスを切り離し(スフライン)、巧ットスペアを使って IJ ビルドを実行します。 

物理デバイス3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境(こおいて新た(こ物理デバイスを追加し、そ 
の物理デバイスをホットスペア I こ設定するクースを例に説明します。 


① WebBIOS を起動します。トップ画面ち側(こおいて、追加した物理デバイスのステータス 
が ’ Unconfigured Good " であることを確 i 忍します。 

② トップ画面ち側より、新しく接続した物理デバイス(この例ではス□ット番号3の物理デバイス)を 
ク IJ ックします。 


MecmHAID BIOS Config Utilitu Uirtual Ccmfiguraticm 


劇 到 MlnllJ 


【邮 


Logical Uieu 


Advanced Software Options 


Controller Selection 


Controller Properties 


Scan Devices 


Virtual Drives 


Configuration Wissrd— 


Physical View 


Lj^ Virtual Drives 

I—S Virtual Drive: 日，66.7己日 GE , Optimal 
La Drives 

|_^： Backplane, Slot: 日， S 占 S, HDD, 33.375 GE, Online 
|_^：： Backplane, Slot:l,S 占 S, HDD, 33.375 GE, Online 
L^： Backplane, Slot。，S 占 S, HDD, 33.375 GE, Online 


Exit 




























◎ 物理デバイスのプ□パティ画面び表示されます。 

④ホットスペアの設定(こは、ソ下の2種類びあります。いずれかを選択し、作成してくださし、。 


Global HSP 

をての DG 1 こ巧し使用可能な/卞ットスペアです。 

Dedicated HSP 

特定の DG 1こ巧し使用可能な巧ットスペアです。設定する際(こ 
は、使用する先の DG を指定する必要びあります。 


[Global HSP の場合] 

"Make Global HSP " をチェックして画面中央下の [ Go ] をク U ックします。 


MeqaRAID BIOS Config Utility Driue Z3 


泣! 如 MlnllJ 
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[Dedicated HSP の場合] 

ホットスペアを設定したい DG を選択して " Make Dedicated HSP " をチェックし、画面中央下の 
[ Go ] をク IJ ックします。 


MegaR^ID BIOS Config Utility Driue 23 




L 引 ホ 


Ccmnector 


Enclosure 


Model Mane 




ST91 が S 日 3SS 


Reuision 


Slot Number 


Deuice Type 





：> 


お 


过 


Home 


♦II Back 


◎ [ Next ] をク U ックして物理デバイスのプ□パティ画面の次頁を表示します。 


MeqaRAID BIOS Config Utility Driue 23 


迸] 翅 圏]幽进 


CcmuecTor 
Enclosure ID 
Model Mane 



Drive Groups: 


Uendor SEAGATE 
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◎ 新しく接続した物理デバイスのステータスが’ GLHOTSPARE "、 あるいは " DED HOTSPARE " (こなり 
ます。画面左下の [ Home ] をク IJ ツクして WebBIOS のトツプ画面(こ戻つてくださし、。 


MecmRAID BIOS Config Utility Driue Z3 


鐘园遞幽 iJ 


。■な 


Media Errors 


Fred Fail Count 


Address 


Physical Driue St い te 


Certified 


Power status 


FDE Capable 


Max Deuice Speed 



Drive Groups: 


唱 s 




Remove HOTSPARE 


尸^^^^^^ 广恩^^^ 



な） WebBIOS のトップ画面で Hotspare び設定されていることを確 i 忍します。 












































































93 


5-4. リコンストラクシヨン 

IJ 〕 ンストラクシヨン ( Reconstruction ) 機能は、既存のバーチャルドライブ ( VD ) の RAID レベルや構成を変更 
する機能です。 

物理デバイス3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境(こおいて新た(こ物理デバイスを追加し、物理 
デノ\'イス4台 RAID 5 の VD へ変更するクースを例 I こ説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面ち側(こおいて、追加した物理デバイスのステータス 

が ’ Unconfigured Good " であることを確 i 忍します。 

② トップ画面ち側より、 IJ コンストラクシヨンを行いたい VD (この例では 、 Virtual Drive : 0) をク IJ ッ 
クします。 
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OVD の設定画面から " Adv Opers " をチェックし、 [ Go ] をク U ックします。 



園 


重要 


本 RAID コント□ーラでは Expand 機能 、 Virtual Drive Erase 機能はサポートしてい 
ません。 
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④画面左側 I こ、 IJ コンストラクシヨン機能(こ必要な項目び表示されます。 



⑦ 


◎ "Change RAID Level and Add Drive " を選択します。 

◎ U コンストラクシヨン後の RAID レベルを選択します。 

な）追加する物理デバイスを選択します。 

◎ ◎〜 ® の操作完了後、画面下の [ Go ] をク IJ ックします。 

◎画面左下(こ進披び表示されます。画面左下の [ Home ] をク IJ ックして、 WebBIOS トップ画面(こ戻つ 
てくださし、。 


園 


重要 


IJ コンストラクシヨン実行後に、 VD の容量び正常に表示されない場合びあります。その 
場合はトップ画面から Scan Devices を実施してくださし、。 

IJ コンストラクシヨン実行中は、設定び一時的に下記に変更されます。 IJ コンストラク 
シヨン完了後、自動的に元の設定に戻ります。 

—Read Policy : Normal 
—Write Policy : Write Through 
—Access Policy : Cached I/O 

IJ コンストラクシヨン実行中に、本体装置のシャットダウンや再起動をしないでくださ 
し、。 
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5-5. Locate 


Locate は物理デバイスの LED を点灯、または点滅させ、ス□ツト位置を確認する機能です。 VD またはぶツ 
トスペアディスクの追加、 IJ コンストラクシヨン、物理デバイスのす防交換などを行う揚合は事前(こ物理デ 
バイスのス□ツト位置を確 i 忍することを推奨します。 

Locate の実行手順 

① WebBIOS のトツプ画面ち側で確認する物理デバイスをク IJ ツクします。 

② 物理デバイスのプ□パティび表示されます。 " Locate " を選択します。 

◎ [ Go ] をク IJ ツクします。物理デバイスの LED び点灯、または点滅します。 

④ "Stop Locate " を選択します。 

◎ [ Go ] をク IJ ツクします。物理デバイスの LED び消灯します。 
















































97 


5-6. Slow Initialize 

Slow Initialize は VD のデータ領域のをセクタ(こ 0 ライトし、初期化する機能です。 WebBIOS で実施する場 
合はソ下の手順で行つて < ださし、。 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Drives ] をク IJ ックします。 

③ Virtual Drives 画面ち上より、 Slow Initialize を実行する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面ち下より、 "Slow Initialize " を選択します。 

◎ [ Go ] をク IJ ックします。 



園 


重要 


■ WebBIOS の Configuration Wizard で VD を作成するときに Fast Initialize を 

実行した揚合は、パーティション情報び書かれている先頭セクタのみを 
クリアします。 

■ Slow Initialize は完了するまで時間びかかります。 

■ Slow Initialize を実行するとデータびをて失われますので、巧象 VD の選択 

は十分にミ主意して < ださし、。 
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5-7. HDD 電源制御機能 

HDD 電源制御機能 (Manage Powersave ) は、 HDD の電源を制御する機能です。 HDD I こ一定時間アクセスび 
なかった揚合 I こスピンダウンさせ、消費電力を低減します。本機能は WebBIOS ではソ下の Unconfigured 
drives/Hot spare drives/Configured drives の 3 通りの機能びありますび、本 RAID コント□ーラでは巧ットス 
ペアのみをサポートしています。 

設定方法 

① WebBIOS トップ画面(こてに ontroller Properties ] をク U ックすると、本 RAID コント□ーラの設定情 
報び表示されます。設定情報画面(こて [ Next ] をク IJ ックすると、本 RAID コント□ーラの設定情報 
の続きび表示されます。 
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②設定情報画面 I こて [ Next ] をク U ックすると、本 RAID コント□ーラの詳細設定び表示されます。 



◎ 設定情報画面 I こは次のページ I こもあります。 [ Next ] をク IJ ックすると、詳細設定び表示されます。 
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④ "Manage Powersave " の欄の [ Se 扣 ngs ] をク U ックすると、 HDD 電源制御機能の設定画面び表示され 
ます。 



◎ "Hot spare drives " をチェックして [ Next ] をク U ックします。 
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◎ "Drive standby time " のプルダウンメニューから HDD 電源制御を行うまでの時間を選択して [ Finish ] 
をク IJ ックします。 



⑦ [ Yes ] をク IJ ックします。設定び完了し WebBIOS トップ画面(こります。 
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5-8. WebBIOS と Universal RAID Utility 

os 起動後、 RAID システ厶のコンフィグレーション、および、管理、監視を行5ユーティ IJ ティとして 
Universal RAID Utility びあります。 WebBIOS と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点(こつし、 
て説明します。 

用語の差分 

WebBIOS と Universal RAID U 川 ity は、使用する用語び異なります。じ(下の表をちと I こ読み替えてく 
ださし、。 


WebBIOS の用語 

Universal RAID Utility の用語 

RAID ビューア 

raidcmd コマンド 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Drive 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Drive Group 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Drive 

物理デパイス 

Physical Device 


/- raidcmd は Universal RAID Utility び提供するコマンドです。詳細(こ 

^ ついては 「Universal RAID Utility ユーヴーブガイド」を参照してく 

、 ィ ださし、0 

ヒント 
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バックグラウンドタスクの優先度 ( Rate ) の設定値の差分 

WebBIOS では、パ'ックグランドタスク (IJ ビルド、パト□ール IJ ード、整合性チェック)の優先度を数値で 
設定、表示しますび、 Universal RAID U 川 ity は、高、中、低の3つのレベルで設定、表示します。じ(下の巧 
麻表を参照してください。優先度とは RAID コント□ーラび処理中のプ□セス(こ巧してバックグランドタス 
クの処理び占める割合を示したちのです。 


WebBIOS の設定値と Universal RAID Utility で表示される値の巧麻 


項目 

WebBIOS の設定値(％) 

Universal RAID U 川 ity で 

表示される値 

IJ ビルド優先度 

80〜100 

高 ( High ) 


31〜79 

中 ( Middle ) 


〇〜30 

IS ( Low ) 

パト□ール IJ ード 

80〜100 

高 ( High ) 

優先度 

31〜79 

中 ( Middle ) 


〇〜30 

低 ( Low ) 

整合性チ I ック優先度 

80〜100 

高 ( High ) 


31〜79 

中 ( Middle ) 


〇〜30 

低 ( Low ) 


Universal RAID Utility の設定値と WebBIOS で表示される値の巧麻表 


項目 

Universal RAID Utility の設 

を値 

WebBIOS で表示される値 
(%) 

IJ ビルド優先度 

高 ( High ) 

90 

中 ( Middle ) 

50 

低 ( Low ) 

10 

パト□ール IJ ード 

優先度 

高 ( High ) 

90 

中 ( Middle ) 

50 

低 ( Low ) 

10 

整合性チてック優先度 

高 ( High ) 

90 

中 ( Middle ) 

50 

低 ( Low ) 

10 


し 

ヒント 


■ WebBIOS では、パックグラウンドイニシャライブの優先度び設定できま 

すび 、 Universal RAID U 川 ity では設定できません。 

■ Universal RAID U 川 ity は、初期化処理 (Slow Initialize ) の優先度び設定でき 
ますび、本 RAID コント□ーラでは未サポートのため設定できません。 
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第 5 章 RAm コントローラの 取り付け 


ここでは本体装置への RAID コント□ーラおよびフラッシュバックアップユニット ( FBU ) の取り巧けとを 
意事項(こついて説明します。 

※本 RAID コント□ーラを取り付ける際(こは、本体装置付属のユーヴーブガイドち参照してくださし、。 


ゾ 


重要 


-保すサービス会社または担当営業窓□に作業を依頼することをお勧め 
します。 

■ オプションおよびケーブルは、弊社び指定する部品を使用してくださ 
し、。指定於外の部品を取り付けた結果、誤動作または故障•破損につし、 
ての修理は、保証期間向であってち有償になります。 


RAID コントローラの取り付け時のを意事項 


ク 


重要 


RAID コント□ーラの取り付けを行5前に、下のを意事項を必ずお読みくださし、。 

■ 本 RAID コント□ーラに接続する物理デバイスは、定められた規格の物理デパイス 
を使用してください。本 RAID コント□ーラに接続可能な物理デバイスについて 
は、お買い求めの販売店にご確認<ださし、。 

■本 RAID コント□ーラは、化の PCI ボード (RAID コント□ーラ、ミラー IJ ングボー 
ド、 SCSI コント□ーラ等)の混を使用を制限している場合びあります。本 RAID コ 
ント□ーラを化の PCI ボードと混巧してご使用になる場合は、混巧び可能かど5 
なお買い*めの販売店にご確認 < ださし、。 

■取り外した増設ス□ットカパーは大切に保管してください。外したネジは、本 
RAID コント□ーラの取りがけに使用しますので、なくさないでくださし、。 

■本 RAID コント□ーラは、 PCI 巧ットプラグ機能には巧麻していません。本 RAID 
コント□ーラを巧き差しする場合は、必ず本体装置の電源を OFF にして、電源 
コードをコンセントから巧いてくださし、。 

■ 増設キーを抜き差しする揚合は、必ず本体装置の電源を OFF (こして、電源コード 
をコンセントから巧いてくださし、。 

■ 本 RAID コント□ーラび5まく取り付けられない場合は、一旦本 RAID コント□一 
ラを取り外して、再度取り巧けなおして<ださい。過度の力を加えると破損する 
おそれびありますのでミ主意してくださし、。 

■ポート番号は、本体装置における物理デパイスの物理的な位置により、一通りに 
定められています。本 RAID コント□ーラと本体装置に SAS ケーブルをつなぐ際 
は、必ずポート番号に巧麻したコネクタを確認し、ケーブルを差し込んでくださ 
し、。間違えて差し込巧と故障の原因になります。本体装置のポート番号について 
は、本体装置のユーザーブガイドを参照してくださし、。 

■ FBU 制御ケーブルを RAID コント□ーラおよび FBU に接続する際は、下図の通り、 
FBU 制御ケーブルのコネクタおよび RAID コント□ーラのコネクタ部分にある黒 
マーカーを合わせて FBU 制御ケーブルを接続してください。逆(こ接続すると部品 
び破損する恐れびあのます。 
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2. RAID コントローラのセツトアップ 


本 RAID コント□ーラを本体装置(こ取り付ける際(こは、本書の「5章 （3. 本体装置への RAID コント□ーラ 
の取り付け)」および、本体装置付属のユーヴーブガイドを参照してくださし、。 


2-1. ブラケットの選択-取り付け 

本 RAID コント□ーラはフルノ\イト PCI ブラケットび取り付けられています。□ープ□ファイル I こ巧麻した 
PCI ス□ットじ本 RAID コント□ーラを取り付ける場合は、添付の□ープ□ファイル PCI ブラケット(こ交換 
する必要びあります。 

1. フルノ\イト PCI ブラクットと本 RAID コント□ーラを固定しているネジ （2 本）を取り外します 

2. フルノ\イト PCI ブラクットを取り外します。 

3. □ープ□ファイル PCI ブラクットを取り付けます。 

4. □ープ□ファイル PCI ブラクットを手順1で取り外したネジ （2 本）で固定します。 


( N 81 03-1 52/167 RAID コント□ーラ） 



f - □ープ□ファイル PCI ブラケットからフルハイト PCI ブラケットに取り誓える時ち 

^ 同じ手順です。 

し J 

ヒント 
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2-2. 増設キーの取り付け 

N 81 03-1 52/167 RAID コント□ーラ(こ N 8103-156 MegaRAID CacheCade を取り付ける場合は 、 RAID コン 
卜□ーラを PCI ス□ットから取り外し、じ(下の図を参照してくださし、。 



— 増設キーを取り外しする場合ち、 RAID コント□ーラを PCI ス□ツトから取り外して 
^ 行ってください。 


重要 
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3. 本体装置への RAm コントローラの取り付け 

本書(こ記載のない本体装置(こ関しては、各本体装置のユーヴーブガイドを参照してくださし、。 

3-1. Express 5800 / R 120 d -1 M への取り 付け 

Express 5800 / R 120 d -1 M への取り巧け時のを意事項 

K 410-271 (00) を別途手配する必要びあります。 

搭載可能ス□ット 

本 RAID コント□ーラび取り付け可能なス□ットを確 i 忍してくださし、。 



〇搭載可能一搭載不可 


取り付け 


1. Express 5800 / R 120 d -1 M ユーヴーブガイドの「2章 (1.3 取りイ寸け/取り外しの概要)」の手順1〜6を参 
照して準備します。 


2. PCI ライヴカードを固定しているネジを外し、 PCI ライヴカードを取り外します。 



ネジ 


PCI ライヴカード 
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3. サポートバーを持ち上げて取り外します。 

サポートバー 

4. バッテ IJ トレーを固定しているネジを外し、バッテ IJ トレーを取り外します。 

ネジ 


5. バッテ IJ トレー(こ FBU を乗せ、 FBU ブラケットをネジで取り付けます。 





バッテ IJ 


トレー 
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6. FBU I こ FBU 制御クーブル (600mm) を接続します。 


FBU ケーブル 


づ 


I 竭 


FBU 


J) 0 〇 0 


7. 本体装置のバックプレーン(こ接続されているフアンケーブルを取り外します。 



8. 本体装置のバックプレーン (SATA0 〜 SATA7、JSGPI01、 2コネクタ)(こ接続されている SAS 
クーブルを取り外し、 K410-271 (00) 巧蔵 SAS/SATA クーブルを接続します。 

K410-271 (00) 巧蔵 SAS/SATA ケーブルは2本セットIこなっており、各ケーブルIこ SATA0 〜7 
と SB のラベルび貼られています。 

下記、一覧表の通りクーブルを接続して<ださし、。 

間違った接続をした場合、ノ\ー ドディスクドライブの ID び正常に表示されない場合びあります。 


JSGPI02 SATA4 SATA3 SATA2 SATA0 



バックプレーン 

K410-271 (00) 巧蔵 SAS/SATA クーブル 

ケーブル (SATAO-3) 

クーブル (SATA4-7) 

SATA0 

SATAO 

— 

SATA1 

SATA1 

— 

SATA 2 

SATA 2 

— 

SATA 3 

SATA 3 

— 

SGPI01 

SB 

— 

SATA 4 

— 

SATA 4 

SATA 5 

— 

SATA 5 

SATA 6 

— 

SATA 6 

SATA 7 

— 

SATA 7 

SGPI02 

— 

SB 
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クーブル (SATA4-7) 



PCI #1 B フルノ\ィト側搭載時 


ケーブル (SATA4-7) 


ケーブルに ATA0-3) 


クーフルルート I こついてはソ下の図を参照してくださし、。 

RAID コント□ーラの搭載位置 I こよりルートび異なります。クーブルのを長処理 I こついてはバックプ 
レーンとフアンの間(枠部分)でケーブルを巧り返してくださし、。 

ケーブル (SATA0-3) 




f 11 


PCI #1 C □ープ□ファイル側搭載時 
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9. 項番 7 で取り外したフアンケーブルを接続します。 



10. バッテ IJ トレーを本体装置(こ取り巧け、ネジで固定します。 


ネジ 
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11 .FBU (こ接続した FBU 制御クーブル、 K 410-271 (00) 巧蔵 SAS / SATA クーブルを RAID コント□ーラ(こ 
接続します。 

次の一覧表の通りクーブルを接続して < ださし、。 

間違った接続をした揚合、ノ\ー ドディスクドライブの ID び正常 I こ表示されない場合びあります。 


ケーブル ( SATA 4-7) 



園 


重要 


FBU 制御ケーブルを RAID コント□ーラおよび FBU に接続する際は、 FBU 制 
御ケーブルのコネクタおよび RAID コント□ーラのコネクタ部分にある黒 
マーカーを合わせて取り付けてください。逆に取り付けると部品び破損す 
る恐れびあります。 


N 81 03-1 52 

K 410-271 の 0) 巧蔵 SAS/SATA クーブル 

ケーブル ( SATA 0-3) 

ケーブル ( SATA 4-7) 

Ports 0-3 

SATA 0 

— 

SATA 1 

— 

SATA 2 

— 

SATA 3 

— 

SB 

— 

Ports 4-7 

— 

SATA 4 

— 

SATA 5 

— 

SATA 6 

— 

SATA 7 

— 

SB 
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12. PCI ライヴカードから RAID コント□ーラを搭載する側のブランクカバーを固定しているネジを外し、 
ブランクカノ \'一を取り外します。 



13. N 8103-152 を PCI ライヴカード(こ取り側ブ、項番12で取り外したネジで固定します。 



{ —— 取り外したブランクカバーは、大切に保管してくださし、。 



チェック 
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14. 取り外したサポートバーを取り付けます。 



サポートバー 



16. 取り外したトップカバーを取り付け、背面じある手ネジを締めます。 
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取り外し 


取り外しは、取り付けと逆の手順で行つてくださし、。 


RAID コント□ーラを取り外す際は、 FBU 制御ケーブルや肉蔵 SAS / SATA ケーブルび 
イ 墮体に引つなからないようにミ主意してください。ケーブルび引つなかると RAID コン 

J 卜□ーラを破損する危険性びあります。 


重要 
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3-2. Express 5800 /R120d-2M への取り付け 


Express 5800 / R 120 d -2 M への取り巧け時のを意事項 


1. N 81 54-39 増設 HDD クージ未搭載時は K 410-270(00) を別途手配する必要びあります。 

2. N 8154-39 増設 HDD クージ搭載時(こは# 1 B ス□ット(このみ取り付け巧能。また、 K 410-270(00) 手配 
は不要です。 

3. #1 B ス□ット I こ取り付けた場合(こシステ厶 音響 ソイブび 5 dB 増大します。 

4. 5 V ライヴと x 16 ライヴカード実装時(こ本 RAID コント□ーラを載せたい場合は、 N 8154-39 増設 HDD 
ケージ搭載不可および、 #1 B ス□ットじ搭載不可 

5. システ厶 BIOS / ベースマネージメントコント□ーラ ( BMC )/ センサ装置情報 ( SDR ) の Version/Revision 
確認。 Version/Revision の確 i 忍方法じついては本体に添巧のユーヴーブガイドを参照してくださし、。 

本装置で# 1 B ス□ット I こ本 RAID コント□ーラを取り付けて使用する場合、装置のシステ厶 BIOS 
Version/BMC ファー厶ウェア/ SDR Revision び下記となっていることを確 i 忍してくださし、。 

• システ厶 BIOS Version : 4.6.2012 じ(降 

- BMC ファー厶ウェア Revision : 00.15於降 

• SDR Revision : 00.10於降 

上記の Revision (こ該当しない場合は正常(こ動作しないため、下記の URL より最新のアップデートモ 
ジュールをダウン□ー ドしてアップデートしてくださし、。 
http :// support . express . nec . co . ip / pcserver / 

一"型番-モデル名から探す"を選択 
一 " R 120 d -2 M " で検索 
一"タウン□ー ド"を選択。 

一"カテゴ IJ " の " BIOS / ファー厶ウェア"を選択し"結果を絞り込を 
一 下記の最新アップデートモジュールをダウン□ード 
" Express 5800 / R 120 d -1 M 、 Express 5800 / R 120 d -2 M システ厶 BIOS アップデートモジュール" 

" Express 5800 / R 120 d -1 M 、 Express 5800 / R 120 d -2 M BMC ファー厶ウェアアップデートモジュール" 

もしくは、修正モジュール自動通知•適用ツールである rExpressUpdateJ を利用して、最新の BIOS 
Version/BMC ファー厶ウェア /SDR Revision の更新パックージを適用してアツプデートしてください。 

搭載可能 ス□ット 


本 RAID コント□ーラび取り付け可能なス□ットを確 i 忍してくださし、。 



〇搭載可能一搭載不可 

*1 X 16 ライザカード/ 5 V ライヴカード実装時には実装不可 
*2 N 81 54-39 増設 HDD ケージ搭載時には搭載不可 

取り付け 


1. Express 5800 / R 120 d -2 M ユーヴーブガイドの「2章 (1.3 取り付け/取り外しの概要)」の手順1〜6を参 
照して準備します。 
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2. PCI ライヴカードを固定しているネジを外し、 PCI ライヴカードを持ち上げて取り外します。 


ネジ 



ネジ 



3. サポートバーを固定しているネジを外し、サポートバーを持ち上げて取り外します。 



ネジ 



サポートパー 
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4. 本体装置のバックプレーン (MIN に AS 1,2 コネクタ)(こ接続されている SAS クーブルを取り外し、 
K 410-270(00) 巧蔵 SAS/SATA クーブルを取り付けます。 

N 81 54-39 増設 HDD クージ使用時はケーブル交換不要です。 



バックプレーン 


ノ\ードディスクドライブ 

バックプレーン 

RAID コント□ーラ 

ス□ット0 

MINNSAS 1 

Ports 0-3 

ス□ット1 

ス□ット2 

ス□ット3 

ス□ット4 

MINNSAS 2 

Ports 4-7 

ス□ット5 

ス□ット6 

ス□ット7 


クーブルルートじついては(下の図を参照してくださし、。 

RAID コント□ーラの搭載位置じよりルートび異なります。 

クーブルのを長処理 I こついてはバックプレーンとフアンの間(枠部分にケーブルを巧り返してくださし、。 


ケーブル (Ports 0-3) ケーブル (Ports 4-7) 


ケーブル (Ports 0-3) 



PCI # xB 側搭載時 


クーブル (Ports 4-7) 
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ケーブル (ports 0-3) ケーブル (ports 4-7) ケーブル (ports 4-7) 



PCI # xC 側搭載時 


ケーブル (Ports 0-3) 


5. サポートバーを、項番4で取り外したネジで固定します。 


サポートパー 




0 
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6. ヴポートバー I こ FBU を載せ、 FBU ブラクットをネジで固定します。 



7. FBU I こ FBU 制御クーブル (600 mm ) を接続します。 
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8. FBU (こ接続した FBU 制御クーブル、 K 410-270(00) 巧蔵 SAS / SATA クーブルを RAID コント□ーラ(こ 
接続します。 



園 


重要 


FBU 制御ケーブルを RAID コント□—ラおよび FBU じ接続する際は、 FBU 制 
御ケーブルのコネクタおよび RAID コント□ーラのコネクタ部分にある黒 
マーカーを合わせて取り巧けてください。逆に取り巧けると部品び破損す 
る恐れびあります。 


9. PCI ライヴカードから RAID コント□ーラを搭載するス□ットのブランクカバーを固定しているネジを 
外し、ブランクカバーを取り外します。 


ネジ ■ 



{ —— 取り外したブランクカバーは、大切に保管してくださし、。 



チェック 




































122 


10. RAID コント□ーラを PCI ライヴカード(こ取り付け、項番10で取り外したネジで固定します。 
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12. 取り外したトップカバー倦但取り付け、背面じある手ネジを締めます。 
取り外したトップカバー(前但取り付けます。 




取り外し 


取り外しは、取り付けと逆の手順で巧つて<ださし、。 


RAID コント□ーラを取り外す際は、 FBU 制御ケーブルやの蔵 SAS / SATA ケーブルび 
イ 墮体に引つかならないよ5にを意してください。ケーブルび引つかかると RAID コン 

J 卜□ーラを破損する危険性びあります。 
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3-3. Express 5800 /R110d-1M, R120d-1E への取り付け 


搭載可能ス□ット 

本 RAID コント□ーラび取り付け可能なス□ットを確 i 忍してくださし、。 


Express 5800 / R 110 d -1 M 


型 名 


スロット 番号 

#1A 

#1 目 

#1C 



PCI 規格 

PCIe 3.0 

PCIe 2.0 



PCI スロット性能 

x8 レーン 

X16 レーン 

x4 レーン 



PCI スロットのソケットが状 

x8 ソケット 

X16 ソケット 

x8 ソケット 



転送帯域 (1 レーン あたり） 

8G 

b/s 

5Gb/s 



スロットサイズ 

RAID 

コントローラ 

専用 

Low Profile 



搭載可能なボードサイズ 

170mm)a>l 下 



製 ロロ名 




N81 03-1 52 

RAID コントローラ 
(1GB ， RAID0/1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI ExpressS.O (x8)) 

〇 

- 

国 

N8103-167 

RAID コントローラ 
(1GB ， RAID0/1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI ExpressS.O (x8)) 

国 

- 

国 


〇搭載可能一搭載不可 


Express 5800 / R 120 d -1 E 


型 名 


スロット番号 

#1A I 

I #1B 

#1C 



PCI 規格 

PCIe 3.0 

PCIe 2.0 



PCI スロット性能 

x8 レーン 

x16 レーン 

x4 レーン 



PCI スロットのソケット形状 

x8 ソケット 

X 16 ソケット 

x8 ソケット 



転送帯域 (1 レーンあたり） 

8G 

d/s 

5Gb/s 



スロットサイズ 

RAID 

コントローラ 

専用 

Low Profile 



搭載可能なボード サイズ 

170mmJ^ 下 



製品 名 




N81 03-1 52 

RAID コントローラ 
(1GB ， RAID0/1/5/6) 

(力ー ド 性能 ： PCI ExpressS.O (x8)) 

〇 

国 

国 

N81 03-1 67 

RAID コントローラ 
(1GB,RAID0/1/5/6) 

(力ー ド 性能 ： PCI ExpressS.O (x8)) 

国 

国 

国 

〇搭載可能一； 

搭載不可 
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取り付け 


1. Express 5800 / R 110 d -1 M ， R 120 d -1 E ユーヴーブガイドの口章 (1.3 取り付け/取り外しの概 
要)」の手順1〜6を参照して準備します。 


2. ダクトを持ち上げて取り外します。 



3. RAID コント□ーラ(こ添付され 
ている FBU 制御ケーブル 
(600 mm ) を FBU (こ接続しま 
す。コネクタとクーブルをち図 
のよ5(こ接続します。 


ごてち づ時區 



4. ネジを取り外し、バッテ IJ ブラ 
クットのカバーを取り外しま 
す。 


5. バッテ IJ ブラクットをち図の 
ようじスライドさせてダクト 
から取り外します。 













FBU をち図のようじダクト(こ 
取り付けます。 

また、クーブルはち図のよ5(こ 
ダクトのつめ(こ固定します。 



ライヴカードを固定している 
ネジ2本を外し、ライヴカー 
ドの両端を持つてまつすぐ持 
ち上げて取り外します。 




チェック 


他の部品と接触しないように、慎重に作業してくださし、。 


ネジ (1 本)を外し、 RAID コン 
卜□ーラブラクットを取り外 
します。 
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黒 マーカー 


9. RAID コント□ーラのネジ (2 
本)を外し、 PCI ブラケットを 
取り外します。 


10. 手順8で取り外した RAID コン 
卜□ーラブラケットを、手順9 
で取り外したネジ (2 本に 
RAID コント□ーラ(こ取り付け 
ます。 

11. RAID コント□ーラ(こ FBU 制 
御ケーブル、巧蔵 SAS/SATA 


クーブルを接続します。 


泣 



ク 


FBU 制御ケーブルを RAID コント□ーラおよび FBU に接続する際は、 
FBU 制御ケーブルのコネクタおよび RAID コント□ーラのコネクタ部分 
にある黒マーカーを合わせて取り巧けてください。をに取りはけると部 
品び破損する恐れびあります。 

RAID コント□ーラを取り付ける際には、 FBU 制御ケーブルやの蔵 
SAS / SATA ケーブルを下図の赤丸箇所の下を通して < ださし、。 




重要 
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12. ライヴカード(こ RAID コント 
□ーラを取り付けます。 

ライヴカードのス□ット部分 
と PCI ボードの端子部分を合 
わせて、確実(こ差し込みます。 


(? 3 ~ 

¥ 



昇 


f 一一^ ライザカードや RAID コント□ーラの端子部分およびボードに実装されている電子 

イ 部品の信号ピンには触れないでください。ミちれや油び巧いたが態で取り巧けると誤 

J 動作の原因になります。 


運 


■ RAID コント□ーラのブラケットの先端び、ライザカードの固定ス□ット(こ差し込 
まれていることを確認して < ださし、。 

-うまく RAID コント□ーラを取り付けられないときは、 RAID コント□ーラをいつ 
たん取り外してなら取り付けてください。 RAID コント□ーラに過度の力を加え 
ると RAID コント□ーラやライザカードを破損するおそれびあります。 



チェック 


13. ライヴカードをマヴーボード 
のス□ット(こ接続します。 
ライヴカードの端子部分とマ 
ヴーボード上のス□ット部分 
を合わせて、確実(こ差し込みま 
す。 



RAID コント□ーラを取り付ける際には、 FBU 制御ケーブルや肉蔵 SAS/SATA ケーブ 
イ ルび墮体(こ引つなならないよ5にを意してください。ケーブルび引つなかると RAID 
し U J コント□ーラを破損する危険性びあります。 


重要 


このが分にケーブルが 


F 


弓 I つかからないように 

I 

f • 


ま意して〈ださい。 

t 

1 〇 J 
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14. 手順 7 で取り外したネジ (2 本)でライザカードを固定し、 RAID 力ー ド取り付けブラケットを 
手順8で取り外したネジ (1 本)で固定します。 

15. FBU を取り付けたダクトを元通り取り付けます。 

16. 取り外した部品を取り付けます。 


取り外し 

取り外しは、取り付けと逆の手順で行つて<ださし、。 

RAID コント□ーラを取り外す際は、 FBU 制御ケーブルや向蔵 SAS / SATA ケーブルび 
イ 塵体に引つなならないようにを意してください。ケーブルび引つななると RAID コン 

J 卜□ーラを破損する危険性びあります。 


この®分にケーブルが 
弓 I つかからないように 
を意してください。 




呂 
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3-4. Express 5800 /R120d-2E への取り付け 

搭載可能ス□ット 

本 RAID コント□ーラび取り付け可能なス□ットを確 i 忍してくださし、。 


型名 


スロット番号 

#1A I #1B I #2B I #3B 

#1C I #2C 

PCI 規格 

PCIe 3.0 

PCIe 2.0 

PCI スロット性能 

x8 レーン I x4 レーン I x8 レーン 

x1 レーン 

x4 レーン 

PCI スロットのソケット形状 

x8 ソケット 

x4 ソケット 

x8 ソケッ h 

転送帯域 (1 レーンあたり） 

8Gb/s 

5Gb/s 

スロットサイズ 

rv 尸 viu 

ホ m 

Low Profile 

Full Height 

Low Profile 

搭載可能なボードサイズ 

197mm が下 

197mm が下 

177mm が下 

177mm が下 

177mm が下 


製品名 







N81 03-1 52 

RAID コントローラ 

(1GB,RAID0/1/5/6) 

( 力ード性能 ： PCI ExpressS.O (x8)) 

o 

- 

- 

- 

- 

- 

N81 03-1 67 

RAID コントローラ 
(1GB,RAID0/1/5/6) 

( 力ード性能 ： PCI ExpressS.O (x8)) 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


〇搭載可能一搭載不可 


取り付け 


1. Express 5800 / R 120 d -2 E ューザーズガイドの「2章 (1.3 取り付け/取り外しの概要)」の手順1 
〜6を参照して準備します。 

2. ダクトを持ち上げて取り外します。 




























3. ライヴカードを固定しているネ 
ジ2本を外し、ライヴカードの 
両端を持ってまっすぐ持ち上げ 
て取の外します。 


ネジ 




{ —— 他の部品と接触しないように、慎重に作業してくださし、。 



チェック 


4. ネジ (1 本)を外し、ライヴカー ネジ 

ドから RAID コント□ーラブラ 
クットを取り外します。 


RAID コント□ーラブラケット 



5. RAID コント□ーラのネジ (2 
本)を外し、 PCI ブラケットを 
取り外します。 
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6. 手順 4 で取り外した RAID コ 
ント□ーラブラケットを手順 
5で取り外したネジ (2 本)で 
RAID コント□ーラ(こ取り付 
けます。 

7. RAID コント□ーラ(こ FBU 制 
御クーブル、巧蔵 SAS/SATA 
ケーブルを接続します。 



黒 マーカー 


園 


重要 


FBU 制御ケーブルを RAID コント□—ラおよび FBU じ接続する際は、 FBU 制 
御ケーブルのコネクタおよび RAID コント□ーラのコネクタ部分にある黒 
マーカーを合わせて取り付けてください。をに取り巧けると部品び破損す 
る恐れびあります。 


8. ライヴカード(こ RAID コント 
□ーラを取り付けます。 

ライヴカードのス□ット部分 
と PCI ボードの端子部分を合 
わせて、確実(こ差し込みます。 



f 一一。 ライヴカードや RAID コント□ーラの端子部分およびボードに実装されている電子 

イ 部品の信号ピンには触れないでください。ミちれや油び巧いたが態で取り巧けると誤 

し U J 動作の原因になります。 


重要 


■ RAID コント□ーラのブラケットの先端び、ライザカードの固定ス□ットに差し込 
まれていることを確認して < ださし、。 

- 5まく RAID コント□ーラを取り付けられないときは、 RAID コント□ーラをいつ 
たん取り外してから取りがけて<ださい。 RAID コント□ーラに過度の力を加え 
ると RAID コント□ーラやライザカードを破損するおそれびあります。 


因 

ナエック 


f - HDD パックプレーンボード上のコネクタと RAID コント□ーラのケーブル接続は、ラ 

イザカードを取り付ける前に行ってくださし、。 

し J 

ヒント 
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9. 手順 4 で取り外したネジ (1 本)で RAID コント□ーラブラクットを固定します。 


10. ライヴ カー ドを マヴーボー ドの ス 
□ット(こ接続します。 

ライヴカードの端子部分とマヴー 
ボード上のス□ット部分を合わせ 
て、確実(こ差し込みます。 

11. 手順3で取の外したネジ (2 本)で 
ライヴカードを固定します。 



12. RAID コント□ーラ(こ添付されて 
いる FBU 制御ケーブル （600 mm ) 
を FBU (こ接続します。コネクタ 
とケーブルをち図のよ51こ接続 
してくださし、。 


エロ句時国 


13.バッテ IJ ブラケット I こ FBU をの 
せ、添付の FBU ブラケットで取 
り巧けます。 

FBU ブラクットのつめをち図の 
ようじバッテ IJ ブラケット(こ 
引っ掛けます。 
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14. 添付のネジを使用して FBU ブラ 
ケットをバッテ IJ ブラケット(こ 
固定します。 



15. FBU を取り付けたダクトを元通り取り側ブます。 

16. 取り外した部品を取り付けます。 


取り外し 


取り外しは、取り付けと逆の手順で行つて<ださし、。 


f 一一。 RAID コント□ーラを取り外す際は、 FBU 制御ケーブルや肉蔵 SAS / SATA ケーブルび 

イ 墮体(こ引つかならないよ5にを意してください。ケーブルび引つかなると RAID コン 

J 卜□ーラを破損する危険性びあります。 
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3-5. Express 5800 /R110e-1 E への取り付け 

Express 5800 / R 110 e -1 E への取りがけ時のを意事項 

下の巧蔵 SAS クーブルを別途手配する必要びあります。 

3.5 型ドライブモデル： K 410-240(00) 

2.5 型ドライブモデルで HDD 4 台まで： K 410-240(00) 

2.5 型ドライブデモルで HDD 5 台!^ソ上： K 410-240(00) t K 410-204(00) 


搭載可能ス□ット 


本 RAID コント□ーラび取り付け可能なス□ットを確 i 忍してくださし、。 


型名 


スロット番号 

PCIe 3.0#1 

PCIe 3.0 #2 

PCI スロット性能 

がレーン 

がレーン 

転送帯域 (1 レーンあたり） 

8 Gb/s 

8 Gb/s 

スロットサイズ 

Low Profile 

Low Profile 

PCI ボードタイプ 

x 16 ソケット 

x 8 ソケット 

搭載可能なボードサイズ 

200 mmlil 下 

200 mmJil 下 

製品名 



N 81 03-1 52 

RAID コントローラ 
(1 GB ， RAID 0/1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI ExpressS.O ( x 8)) 

- 

〇 

N 8103-167 

RAID コントローラ 
(1 GB ， RAID 0/1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI ExpressS.O ( x 8)) 

- 

- 


〇搭載可能一搭載不可 


取り付け 


1. Express 5800 / R 110 e -1 E ユーヴーブガイ ドの「2章 (1.3 取り付け/取り外しの概要)」の手順1 
〜6を参照して準備します。 

2. ライヴーカードを固定しているネジ (1 本)を外し、ライヴーカードの両端を持ってまっすぐ持 
ち上げて装置から取の外します。 
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4. RAID コント□ーラ(こ FBU 制御クーブル (600 mm )、 巧蔵 SAS / SATA クーブルを接続します。 


HDD 5 台 m 上： K 410-204(00) 



7 \ 


重票 


FBU 制御クーブルを RAID コント□ーラおよび FBU に接続する際は、 FBU 制 
御ケーブルのコネクタおよび RAID コント□ーラのコネクタ部分にある黒 
マーカーを合わせて取り付けて<ださい。を(こ取り巧けると部品び'破損す 
る恐れびあります。 


5. FBU 制御ケーブルび抜けないようを意しなびら、 RAID コント□ーラをライヴーカードの PCI 
ス□ット I こ取り付けます。 
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6. ライヴーカードをマヴーボードのス□ット(こ差し込み、ネジ1本で固定します。この時、ラ 
イヴーカードの端子部分とマヴーボード上のス□ット部分を合わせて、確実(こ差し込みます。 



7. 固定ネジ1本を外してバッテ IJ 取り付け用シャーシを取り外します。 



8. FBU をバッテリ取り付け用シャーシにネジ1本で取り付けます。 
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9. RAID コント□ーラ(こ添付されて 
いる FBU 制御クーブル （600 mm ) 
を FBU (こ接続します。コネクタ 
とケーブルをち図のよ5(こ接続 
してくださし、。 


エロ ^ M cj 時屋 ^:^^^ 


10. バッテ IJ 取り付け用シャーシを固定ネジ1本で装置 I こ取り付けます。 



11. 取り外した部品を取り付けます。 


取り外し 


取り外しは、取り付けと逆の手順で行つて<ださし、。 


RAID コント□ーラを取り外す際は、 FBU 制御ケーブルやの蔵 SAS / SATA ケーブルび 
イ 墮体に引つかからないよ5にを意してください。クーブルび引つかなると RAID コン 

J 卜□ーラを破損する危険性びあります。 
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3-6. Express 5800 /T120d への取り付け 

搭載可能ス□ット 


本 RAID コント□ーラび取り付け可能なス□ットを確 i 忍してくださし、。 


型名 

製品名 


COM 

PCIe3.0#1 
(2CPU 
構成のみ） 

PCIe 3.0 #2 

PCIe 3.0 #3 

PCIe 2.0 #4 

PCIe 2.0 #5 


PCI スロット性能 

RS-232C 
(COM 焊用 

スロット 

x8 レーン 

x8 レーン 

x16 レーン 

x4 レーン 

x1 レーン 

転送帯域 (1 レーンあたり） 

8Gb/s 

8Gb/s 

8Gb/s 

5Gb/s 

5Gb/s 

スロットサイズ 

フルハイト 

PCI ボードタイプ 

x8 ソケットI x8 ソケットI x1 6ソケットI x8 ソケットI x4 ソケット 

搭載可能なボードサイズ 

300 mm な下 

N8103-152 

RAID コント ローラ 
(1GB,RAID0/1/5/6) 

ゆード性能： PCI ExpressS.O (x8)) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

N8103-167 

RAID コント ローラ 
(1GB，RAID0/1/5/6) 

(力ード性能: PCI Express3.0 (x8)) 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


〇搭載巧能一搭載不可 


取り付け 

1. Express 5800 / T 120 d ユーヴーブガイドの「2章 (1.3 取り巧け/取り外しの概要)」の手順1〜6を参 
照して準備します。 

2. 装置の左側面を上(こして、丈夫で平らな机の上 I こ置きます。 



4. CPU ダクトを持ち、本体から取り外します。 



づづづづづゴゴづづづづづづ J づづ 
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6. FBU を RAID コント□ーラ用 
バッテ IJ トレイ(こ FBU ブラ 
クットを用いてネジ1本で取 
り付けます。 
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8. 添付されている FBU 制御 
クーブル (800 mm ) を FBU (こ 
接続します。 

FBU 制御ケーブルは図の様 
(こコードクランプ(こ通してく 
ださし、。 



9. RAID コント□ーラ(こ FBU 制御クーブルを接続します。 



園 


重要 


FBU 制御ケーブルを RAID コント□ーラおよび FBU に接続する際は、 FBU 制 
御ケーブルのコネクタおよび RAID コント□ーラのコネクタ部分にある黒 
マーカーを合わせて取り巧けてください。逆に取り巧けると部品び破損す 
る恐れびあります。 
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RAID コント□ーラを取り付けるときは、 RAID コント□ーラの接続部の形がと PCI ス 
イ □ットにあるコネクタの形がび合っていることを確認してくださし、。 

J RAID コント□ーラを取りがけることびできるス□ットを確認してくださし、。 


重要 


10. 取り付け位置を確 i 忍し、 PCI ス□ットの 
PCI ボード固定具を押して□ックを外し、 
レバーを装置後方 I こ倒して、ブランクカ 
バーを取り外します。 




チェック 


取り外したブランクカパーは、大切に保管してくださし、。 
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—^ PCI ス□ットのコネクタや RAID コント□ーラの端子部分および RAID コント□ーラ 

ぶ に実装されている電子部品の信号ピンには触れないでください。ミちれや油び巧いた 

り J が態で取り巧けると誤動作の原因になります。 


運 


11. PCI ス□ット(こ RAID コント□ーラを取 
り巧けます。 

PCI ス□ット部分と RAID コント□ーラ 
の端子部分を合わせて、確実 I こ差し込み 


ます。 


12. 手順12で後方(こ倒した□ックレバーを元 
(こ戻して RAID コント□ーラを固定しま 
す。 




チェック 


RAID コント□ーラのブラケットの先端び、ライザカードの固定ス□ット(こ差し込 
まれていることを確認して < ださし、。 

5まく RAID コント□ーラを取り付けられないときは、 RAID コント□ーラをいつ 
たん取り外してから取り付けて<ださい。 RAID コント□ーラに過度の力を加え 
ると RAID コント□ーラやライヴカードを破損するおそれびあります。 


( - PCI ス□ットの□ック機構び一部硬い場合びあるので、ゆっくりと確実に□ックして 

RAID コント□ーラを固定してくださし、。 

し J 

ヒント 
























オプションの HDD クージと RAID 〕 ント□ーラ(こオプションの K 410-259(00) または K 410-274(00) 
の蔵 SAS / SATA クーブルを取り付けます。 
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3-5 型ケージ 

1台の 3.5 型 HDD ケージで使用できる HDD は4台です。 

5-8 台の HDD を使用する場合には2台の 3.5 型 HDD ケージび必要になります。 

1本の K 410-259(00) の蔵 SAS / SATA ケーブルで使用できる HDD は4台です。 

5-8 台の HDD を使用する場合(こは2本の K 410-259(00) の蔵 SAS / SATA ケーブルび必要になります。 


i[MIN に AS_1] 
コネクタ 


2.5 型ケージ 

1枚の RAID コント□ーラおよび1台の 2.5 型 HDD ケージで使用できる HDD は8台です。 

9-16 台の HDD を使用する揚合(こは2枚の RAID コント□ーラおよび2台の 2.5 型 HDD ケージ、1 7-24 
台の HDD を使用する揚合には3枚の RAID コント□ーラおよび3台の 2.5 型 HDD ケージび必要(こ 
なります。 

1本の K 410-259(00) の蔵 SAS / SATA ケーブルで使用できる HDD は4台です。 

5-8 台の HDD を使用する揚合(こは2本、 9-12 台の HDD を使用する揚合(こは3本、 13-16 台の HDD 
を使用する場合(こは4本、 17-20 台の HDD を使用する揚合(こは5本、 20-24 台の HDD を使用する 
場合(こは6本の K 410-259(00) の蔵 SAS / SATA ケーブルび必要(こなります。 

[MIN に AS 1] 

コネクタ 

© 白 d 


[MIN に AS_2] 
つネクタ 





に |° にににににに I 


RAID つント□ーラ 

3.5 型 HDD ケージ 

SAS 1(PortsO-3) 

1 台目 MIN に AS 1 

SAS 2(Ports4-7) 

2 台目 MIN に AS_1 





rDISI F3 

r 日己 r 日 F1 


& 


3 

〇 

〇 

尽 


3 

〇 

〇 

色 


@ 
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RAID つント□ーラ 

2.5 型 HDD ケージ 

1 枚目 SAS 1(PortsO-3) 

1 台目 MIN に AS_1 

1 枚目 SAS 2(Ports4-7) 

1 台目 MIN に AS_2 

2 枚目 SAS 1(PortsO-3) 

2 台目 MIN に AS_1 

2 枚目 SAS 2(Ports4-7) 

2 台目 MIN に AS_2 

3 枚目 SAS 1(PortsO-3) 

3 台目 MIN に AS_1 

3 枚目 SAS 2(Ports4-7) 

3 台目 MIN に AS_2 


14. ケーブルの接続び終了後、図の 
通り FBU 制御ケーブルをコー 
ドクランプ I こ通してケーブル 
を固定します。 

また、两蔵 SAS / SATA クーブル 
ち同様(こコードクランプ(こ通 
してクーブルを固定します 



15. 手順6.で取り外した CPU ダクトの膨らみを被せるようじし、装置 I こ CPU ダクトを挿入します。 

固定用 IJ ベット 



16. CPU ダクトの IJ ベット2つを押し込み固定します。 
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17. 手順 1 で取り外したサイドカバーの側下部じあるガイド(前後2箇所)を装置のフレー厶(こ差し送み、 
サイドカバーの側上部のフック (5 箇所)を装置上部の差し送み巧 I こ入れ、装置前方 I こ向かってサイド 
カバーをスライドさせ、背面じある手ネジを締めて装置 I こサイドカバーを取り付けます。 

取り外し 

取り外しは、取り付けと逆の手順で行って<ださし、。 

RAID コント□ーラを取り外す際は、 FBU 制御ケーブルや两蔵 SAS / SATA ケーブルび 
墮体に引っなならないようにを意してください。ケーブルび引っななると RAID コン 
卜□ーラを破損する危険性びあります。 
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3-7. Express 5800 /T110d への取り付け 

搭載可能ス□ット 

本 RAID コント□ーラび取り付け可能なス□ットを確 i 忍してくださし、。 



〇搭載巧能一搭載不可 


取り巧け 


1. Express 5800 / T 110 d ユーヴーブガイドの「2章 (1.3 取り付け/取り外しの概要)」の手順1〜6を参 
照して準備します。 


2. 装置の左側面を上(こして、丈夫で平らな机の上 I こ置乏ます。 






























I 


4. バツテ U を RAID コント□一 
ラ用バッテ IJ トレイ I こブラ 
クットを用いてネジ1本で取 
り付けます。 


5. 手順7で外した RAID コント 
□ーラ用バッテ IJ トレイを 
ネジ1本で取り付けます。 


6. 添付されているバッテ IJ 制 
御ケーブル (800 mm ) をバッ 
テ IJ I こ接続します。 

バッテ IJ クーブルは図の様(こ 
コードクランプ I こ通してくだ 
さし、。 



7. RAID コント□ーラ I こバッテ U の制御クーブルを接続します。 




FBU 制御ケーブルを RAID コント□ーラおよび FBU に接続する際は、 FBU 制 
御ケーブルのコネクタおよび RAID コント□ーラのコネクタ部分にある黒 
マーカーを合わせて取りがけて<ださい。逆に取り付けると部品び破損す 
る恐れびあります。 
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RAID コント□ーラを取り付けるときは、 RAID コント□ーラの接続部の形がと PCI ス 
イ □ットにあるコネクタの形がび合っていることを確認してくださし、。 

J 增設 RAID コント□ーラを取り付けることびできるス□ットを確認してくださし、。 


重要 


8. 取り付け位置を確 i 忍し、 PCI ス□ットの 
PCI ボード固定具を押して□ックを外し、 
レバーを装置後方 I こ倒して、ブランクカ 
バーを取り外します。 









































—^ PCI ス□ットのコネクタや RAID コント□ーラの端子部分および RAID コント□ーラ 

ぶ に実装されている電子部品の信号ピンには触れないでください。ミちれや油び巧いた 

り J が態で取り巧けると誤動作の原因になります。 


PCI ス□ット(こ RAID コント□ーラを取 
り巧けます。 

PCI ス□ット部分と RAID コント□ーラ 
の端子部分を合わせて、確実 I こ差し込み 
ます。 


手順12で後方(こ倒した□ックレバーを元 
(こ戻して RAID コント□ーラを固定しま 
す。 




チェック 


RAID コント□ーラのブラケットの先端び、ライザカードの固定ス□ットに差し込 
まれていることを確認して < ださし、。 

5まく RAID コント□ーラを取り付けられないときは、 RAID コント□ーラをいつ 
たん取り外してから取り付けて<ださい。 RAID コント□ーラに過度の力を加え 
ると RAID コント□ーラやライヴカードを破損するおそれびあります。 


( - PCI ス□ットの□ック機構び一部硬い場合びあるので、ゆっくりと確実に□ックして 

RAID コント□ーラを固定してくださし、。 

し J 

ヒント 


























スプシヨンの HDD クージと RAID 〕ント□ーラ(こスプシヨンの K 410-259(00) または K 410-274(00) 
の蔵 SAS / SATA クーブルを取り付けます。 
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3.5 型ケージ 

1台の 3.5 型 HDD ケージで使用で乏る HDD は4台です。 

5-8 台の HDD を使用する揚合には2台の 3.5 型 HDD ケージび必要になります。 

1本の K 410-259(00) の蔵 SAS/SATA ケーブルで使用できる HDD は4台です。 

5-8 台の HDD を使用する場合(こは2本の K 410-259(00) の蔵 SAS/SATA ケーブルび必要じなります。 



2.5 型ケージ 

1枚の RAID コント□ーラおよび1台の 2.5 型 HDD ケージで使用できる HDD は8台です。 

9-1 6台の HDD を使用する揚合(こは2枚の RAID コント□ーラおよび2台の 2.5 型 HDD ケージ、1 7-24 
台の HDD を使用する場合には3枚の RAID コント□ーラおよび3台の 2.5 型 HDD ケージび必要(こ 
なります。 

1本の K 410-259(00) 肉蔵 SAS/SATA ケーブルで使用できる HDD は4台です。 

5-8 台の HDD を使用する揚合には2本、 9-12 台の HDD を使用する揚合(こは3本、 13-16 台の HDD 
を使用する揚合(こは4本、 17-20 台の HDD を使用する揚合(こは5本、 20-24 台の HDD を使用する 
場合(こは6本の K 410-259(00) の蔵 SAS/SATA ケーブルび必要(こなります。 

[MIN に AS 1] 

コネクタ 

窗 


[MIN に AS_2] 
つネクタ 





にににににに1°に I 


@ 


f 〇 〇 〇 



I 〇 〇 〇 〇 I 


RAID コント□ーラ 

3.5 型 HDD ケージ 

SAS 1(PortsO-3) 

1 台目 MIN に AS 1 

SAS 2(Ports4-7) 

2 台目 MIN に AS_1 


I 日で圓 I 日 M 
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RAID つント□ーラ 

2.5 型 HDD ケージ 

1 枚目 SAS 1(PortsO-3) 

1 台目 MIN に AS_1 

1 枚目 SAS 2(Ports4-7) 

1 台目 MIN に AS_2 

2 枚目 SAS 1(PortsO-3) 

2 台目 MIN に AS_1 

2 枚目 SAS 2(Ports4-7) 

2 台目 MIN に AS_2 

3 枚目 SAS 1(PortsO-3) 

3 台目 MIN に AS_1 

3 枚目 SAS 2(Ports4-7) 

3 台目 MIN に AS_2 


12. ケーブルの接続び終了後、図の 
通り FBU 制御ケーブルをコー 
ドクランプIこケーブルを通し 
てケーブルを固定します。 

また、巧蔵 SAS / SATA クーブル 
ち同様(こコードクランプ(こ通 
してクーブルを固定します。 



13. 手順3で取り外したサイドカバーの側下部じあるガイド(前後2箇所)を装置のフレー厶(こ差し込み、 
サイドカバーの側上部のフック (5 箇所)を装置上部の差し込み巧Iこ入れ、装置前方Iこ向かってサイド 
カバーをスライドさせ、背面じある手ネジを締めて装置Iこサイドカバーを取り付けます。 


取り外し 


取り外しは、取り付けと逆の手順で行つてくださし、。 


RAID コント□ーラを取り外す際は、 FBU 制御ケーブルやの蔵 SAS / SATA ケーブルび 
イ 墮体に引つなならないようにミ主意してください。ケーブルび引つななると RAID コン 

J 卜□ーラを破損する危険性びあります。 
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3-8. Express 5800 /GT110e-S (2.5 型ドライブモデル）への取り付け 

Express 5800 / GT 110 e - S (2.5 型ドライブモデル)への取り巧け時のを意事項 

肉蔵 SAS ケーブル K 410-180(00) を別途手配する必要びあります。 


搭載可能ス□ット 

本 RAID コント□ーラび取り付け可能なス□ットを確 i 忍してくださし、。 



〇搭載可能一搭載不可 


取り付け 


1. Express 5800 / R 110 e -1 E ューザーズガイドの「2章 (1.3 取り付け/取り外しの概要)」の手順1 
〜6を参照して準備します。 
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3. 


RAID コント□ーラ(こ FBU 制御クーブル (450 mm ) および、巧蔵 SAS / SATA クーブルを取り付 


けます。 



園 


重要 


FBU 制御ケーブルを RAID 〕 ント□ーラおよび FBU に接続する際は、 FBU 制 
御ケーブルのコネクタおよび RAID コント□ーラのコネクタ部分にある黒 
マーカーを合わせて取りがけて<ださい。逆に取り巧けると部品び'破損す 
る恐れびあります。 


4. FBU 制御ケーブル接続した後、ケーブルが抜けないよう注意しながら、 RAID コント□ーラ 
を PCI ス□ット#1Iこ取り付けます。 


RAID コント□ーラ 



























































FBU と FBU 制御クーブルをコネクタの向き I こを意し接続します。 



ファイルデバイスまたはダミーカバーを外します。ダミーカバーの場合は、ち側じあるタブ 
を押しなびら前(こ引き出します。 



ブランクカバーからネジ (2 本)を外し、ブランクカバーを取り外します。 



ブランクカバーを外した場所から、 FBU 制御クーブルび接続された FBU ブラケットをの側 
から外側(こ通します。 
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[取り付け位置] 


下段の左から2番目の巧 
(こツメをあわせる 



10. ブランクカバーの下側のツメを管体に引っ掛けながらネジ2本で固定します。ケーブルが長 
い場合は、本体装置内で1回転巻くなど余長他理をしてください。 



9. FBU フラクットのツメをフランクカバーの網目(こ引っ掛けなびら、フランクカバー(こ取り付 
け、添付の「ネジ乂」で固定します。取り付け位置(こついては、下の図を参照してくださし、。 





□ □目 
□目旦 
□曰团哲 

□曰田 H 
Lj ul Lj 呂 
□曰曾 
□白□呂 
目の 
□旦 
□目 


11. 取り外した部品を取り付けます。 
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取り外し 


取り外しは、取り付けと逆の手順で行つてくださし、。 


RAID コント□ーラを取り外す際は、 FBU 制御ケーブルや肉蔵 SAS / SATA ケーブルび 
イ 墮体に引つなからないようにミ主意してください。ケーブルび引つなかると RAID コン 

J 卜□ーラを破損する危険性びあります。 


重要 
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第 6 章 OS / ユーテイリテイのインストール 


ここでは 0 S のインス!-ール方法、およびユーティ IJ ティ （Universal RAID U 川 ity ) のインス!-ール方法(こつい 
て説明します。 

1•インストールの流れ 

本 RAID コント□ーラを使用するため(こは、次のインス I -ール作業を行なう必要びあります。 

下記の流れを参照し、論理ドライブの構築および各ソフトウてアのインス!-ールを行なってくださし、。 























EXPRESSBUILDER を使ったセツトアップの巧麻じついては下の表を参照してください。 


mi : EXPRESSBUILDER セットアップ巧臟 


Version 

詳細な Version 

Version 6.10-019 

前 

巧象外 

Version 6.10-020 

Version 6.10-020.06 ソ降は EXPRESSBUILDER を使ったセットアップび可能 
Version 6.10-020.05 じ(前は巧象外 

Version 6.10-021 

Version 6.10-021.04 政降は EXPRESSBUILDER を使ったセットアップび'可能 
Version 6.10-021.03 ソ前は巧象外 

Version 6.10-022 

Version 6.10-022.02 ソ降は EXPRESSBUILDER を使ったセットアップび可能 
Version 6.10-022.01 は巧象外 

Version 6.10-023 

Version 6.10-023.02 ソ降は EXPRESSBUILDER を使ったセットアップび可能 
Version 6.10-023.01 は巧象外 

Version 6.10-024 

巧象外 

Version 6.10 -025 

巧象外 

Version 6.10-026 

Version 6.10-026.03 ソ降は EXPRESSBUILDER を使ったセットアップび可能 
Version 6.10-026.02 は巧象外 

Version 6.10-027 

1 ソ降 

EXPRESSBUILDER を使ったセットアップび可能 


ヒント 




小み直つソ乂广レーンゴソノ J つ广 OUX リを KAIU 」 ソ广 U 一つ I し、小 KAIU 」 ソ广 

□—ラび含まれていない場合びありますび、上記 EXPRESSBUILDER パージョンで 
あれば、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップび巧能です。 
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2. Windows のインス I —ル 

2-1 • インストール可能な Windows OS 

N81 03-1 52/167 では !^ ソ下の Windows OS ( エディシヨン ) をサポートしています。 


Widnows OS の名称 

サポート 

Windows Server 2008 R2 

Windows Server 200 8 R2 Standard 

O 

Windows Server 200 8 R2 Enterprise 

O 

Windows Server 2008 

Windows Server 2008 Standard 

O 

Windows Server 2008 Enterprise 

O 

Windows Server 200 3 R2 x64 
Edition 

Windows Server 200 3 R2 Standard x64 Edition 

— 

Windows Server 200 3 R2 Enterprise x64 Edition 

— 

Windows Server 200 3 R2 

Windows Server 200 3 R2 Standard 

— 

Windows Server 200 3 R2 Enterprise 

— 

Windows Server 2003 

Windows Server 2003 Standard 

— 

Windows Server 2003 Enterprise 

— 


〇サポート 
ーヴ ポートスす象外 
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2-2. Windows Server 2008 R2 のインス I —ル 

ここでは Windows Server 2008 R 2 ドライバのインス!-ール I こついて説明します。 

2-2-1. EXPRESSBUILDER を使ったセットアップ 

本体装置の EXPRESSBUILDER を使用して、 EXPRESSBUILDER を使ったセツトアップを行うことびでき 
ます。 


本体装置 I こ添付されている EXPRESSBUILDER のバージョン(こより、本 RAID コント□ーラ搭載時、 
EXPERSSBUILDER を使ったセットアップびできない場合びあります。 

EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの巧麻 I こついては、本書の「6章 （1 .インス!-ールの流れ)」の 
表1を参照して < ださし、。 


巧象バージョンの EXPRESSBUILDER をご使用の場合は、本体装置のインストレーションガイド (Windows 
編)を参照し、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップを実施してくださし、。 

巧象外のバージョンの EXPRESSBUILDER をご使用の場合は、本書を参照して OS 標準のインス!-ーラを 
使ったセツトアップを実施して<ださし、。 


し 

ヒント 


本体装置のインストレーションガイドの巧象 RAID コント□ーラ(こ、本 RAID コント 
□ーラび含まれていない場合びありますび、上記 EXPRESSBUILDER バージョンで 
あれば、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップび巧能です。 
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2-2-2. OS 標準のインス!-ーラを使ったセットアップ 


1.0 S インス!-ールメディアから起動します。 

0 S びインス I —ル済みの場合、画面上部(こ 「 Press any key to boot from CD or DVD ..」 び表示されます。 
メディアからブートさせるため、 < Enter > キーを押してくださし、。 

ブートび進巧と 、 「Windows is loading files …」のメッセージび表示されます。 



チェック 


「Windows is loading files …」の表示びない場合は、 < Enter > キーび正しく 
押されていません。システ厶の電源を ON し直してから始めて<ださし、。 


0 S びインス!-ールされていない場合、このステップの手順は不要です。 



2. じ(下の画面では、言語とその他の項目を入力し[次へ]をク IJ ックします。 


3. 下の画面では、[今すぐインス!-ール[一]]をク IJ ックします。 
Windows Server 2008 R 2 のインス I -ールを開始します。 
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4. じ(下の画面では、購入した Windows のエディション、インス!-ール方法を選択します。 

^画面(こ表示される Windows のバージョンは、ご使用の OS インストール;>< 
^ ディアによって異なります。 

ヒント 



5. じ(下の画面では、ライセンス条項の巧容を確認し、同意する場合は、[同意します]をチェックし、[次へ] 
をク IJ ックします。 
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6. (下の画面では、インス!-ールの種類を選択します。 
ここでは、斬規インス I -ール(カスタ厶)]をク IJ ックします。 


7. 「 Windows のインス!-ール場所を選択してください。」画面び表示されます。 

[ドライノ \'の読み込み]を選択します。 

じ(下のメッセージ(こて、 OS インス!-ールメディアと 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を入れ替え、[参照]をク 
IJ ックして手順8へ進んでくださし、。 


ドライバの読み込み 

ノ\ー ドドライブへのアクセス I こ必要なデバイスドライバをインス I -ールする(こ 
は、ドライバーファイルび含まれているインス!-ールメディアを挿入してから、 
[ OK ] をク IJ ックしてください。 

を：インス!-ールメディアは、フ□ッピーディスク、 CD 、 DVD 、 または USB フ 
ラッシュドライブです。 

[ 参照 ( B )][ OK ][ キャンセル] 


7■巧蔵フラッシュ; >< fiJ をご使用の場合は、 OS インストール;>< ディアを取 
^ り化す必要はありません。 

^- -この時、画面上に「インストール;>< ディアは、フ□ッピーディスク、 CD 、 

ヒント DVD または USB フラッシュドライブ」などの表示びありますび、装置 

に添付されている 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD またはの蔵フラッシュ;>< 
モ IJ を使用して< ださし、。 


8. 参照先 I こじ(下を指定し、 [ OK ] をク IJ ックします。 

( EXPRESSBUILDERDVD を使うときは、化ディスクドライブを指定してください。巧蔵フラッシュメモ 
IJ を使うときは、 riNTER - FLASHJ と表示されたドライブを指定してくださし、） 

< R 120 d -1 M / R 120 d -2 M の場合> 

¥021 ¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 r 2¥ megasas 2 
< T 110 d / T 120 d の場合> 

¥022¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 r 2¥ megasas 2 
< R 1 1 0 d -1 M / R 120 d -1 E / R 120 d -2 E の揚合 > 

¥023¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 r 2¥ megasas 2 
< GT 110 e - S / R 110 e -1 E の場合 > 

¥024¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 r 2¥ megasas 2 
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9. 表示されているドライバ U ストから LSI MegaRAID SAS 9265CV-8i を選択し、[次へ]をク U ックします。 




ヒント 


I WebBIOS や Universal RAID U 川 ity で表示される〕ント□ーラ名と名称び 
異なりますび、動作上の問題はありません。 


10. rEXPRESSBUILDERj DVD 使用時は化ディスクドライブから取り出し、 OS インス!-ールメディアを 
セツトします。 




ヒント 


■ ドライパ読み込み後、 OS インストール;><ディアを入れ誓えなかった揚 
合、次の><ッセージび表示されるときびあります。 

のこの ディスク(こ Windows をインス I -- ルすることはできません。（詳細 
の表示) ( W ) 

■表示された場合、 OS インストール;><ディアに入れ誓えて、[最新の情報 
に更新]をク IJ ックしてくださし、。 


11. (下では、パーティションを作成するディスクを選択し[ドライブオプション(詳細)]をク IJ ックします。 
パーティションび作成済みのときは、手順14へ進んでくださし、。 
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12. [新規]をク U ックし、サイブ入カボックス(こノ \°ーティシヨンのサイブを入力し、[適用]をク IJ ックします。 


因 

チェック 


2 TB (2,097,152 MB ) 於上の領域を持つたディスクに 0 S をインストール 
する場合、パーティションヴイブは 2 TB が下の値しか設定で言ません。 


し 

ヒント 


■新規でパーティションを作成してインストールする場合は、 100 MB の 
ブートパーティションび作成されます。が下の画面び表示されたら、 [0 K ] 
をク IJ ックしてくださし、。 




み 


WiKb 〜ぶすベて mime がに！*かするよウじ.シス子ム7如ルトテ f 
リむがななをれ &C け巧のが* 


[ 0 X \ I キ f ンた化] 


13. 手順12で作成したパーティションを選択し、 [フス ーマット]をク IJ ックします。 
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14. じ(下の画面で、作成したパーティションを選択し[次へ]をク IJ ックします。 



画面に表示されるノ テ イシヨンの数は、ご使用の環境によつて異なりま 
す。次の;><ッセージび表示され、自動で Windows のインストールび開始 
します。 

ヒント 



し 


15. じ(降は、本体装置 I こ添付の「インストレーシヨンガイド ( Windows 編)」を参照し、セットアップ作業を 
継続して < ださし、。 
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2-3. Windows Server 2008 のインス I —ル 

2-3-1. EXPRESSBUILDER を使ったセットアップ 

本体装置の EXPRESSBUILDER を使用して、 EXPRESSBUILDER を使ったセツトアップを行うことびでき 
ます。 


本体装置 I こ添付されている EXPRESSBUILDER のバージョン(こより、本 RAID コント□ーラ搭載時、 
EXPERSSBUILDER を使ったセットアップびできない場合びあります。 EXPRESSBUILDER を使ったセッ 
トアップの巧麻(こついては、本書の「6章 （1 .インス!-ールの流れ)」の表1を参照してくださし、。 


巧象の EXPRESSBUILDER をご使用の場合は、本体装置のインストレーシヨンガイド ( Windows 編)を参照 
し、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップを実施してください。 

巧象外の EXPRESSBUILDER をご使用の場合は、本書を参照して OS 標準のインス I -ーラを使ったセット 
アップを実施して < ださし、。 


し 

ヒント 


本体装置のインストレーションガイドの巧象 RAID コント□ーラに、本 RAID コント 
□ーラび含まれていない場合びありますび、上記 EXPRESSBUILDER パージョンで 
あれば、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップび巧能です。 
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2-3-2. OS 標準のインス!-ーラを使ったセットアップ 


1.0 S インス!-ールメディアから起動します。 

0 S びインス I —ル済みの場合、画面上部(こ 「 Press any key to boot from CD or DVD ..」 び表示されます。 
メディアからブートさせるため、 < Enter > キーを押してくださし、。 

ブートび進巧と 、 「Windows is loading files …」のメッセージび表れます。 



チェック 


「Windows is loading files …」の表示びなし、場合は、 < Enter > キーび 
正し<押されていません。システ厶の電源を ON し直してから始め 
てくださし、。 

0 S びインス!-ールされていない場合、このステップの手順は不要 
です。 



3. じ(下の画面では、[今すぐインス!-ール[一]]をク IJ ックします。 
Windows Server 2008のインス I -ールを開始します。 
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4. じ(下の画面では、プ□ダクトキーを入力し[次へ]をク IJ ックします。 

バックアップ DVD - ROM をご使用の場合は表示されませんので、次へ進んでくださし、。 



5. じ(下の画面では、購入した Windows のエディションを選択します。 

[購入した Windows のエディションを選択しました](こチェックを入れ、[次へ]をク IJ ックします。 
プ□ダクトキーを入力すると、該当するエディシヨンのみび表示されます。 



ヒント 




画面(こ表示される Windows のパージ与 
ディアによって異なります。 


ンは、ご使用の 0 S インストール;>< 
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6. じ(下の画面では、ライセンス条項の巧容を確 i 忍し、同意する場合は、[条項(こ同意します]をチェックし、 
[次へ]をク IJ ックします。 



7. 下の画面では、インス!-ールの種類を選択します。 

ここでは、[カスタ厶(詳細)]をク IJ ックします。 




























175 


8. 「 Windows のインス!-ール場所を選択してください。」画面び表示されます。 

[ドライノ \'の読み込み]を選択します。 

(下のメッセージ(こて、 OS インス!-ールメディアと 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を入れ替え、惨照]を 
ク IJ ックして手順9へ進んでくださし、。 


ドライバの読み込み 

ノ\ー ドドライブへのアクセス I こ必要なデバイスドライバをインス I -ールす 
る(こは、ドライバーファイルび含まれているインス!-ールメディアを挿入 
してから、 [ OK ] をク IJ ックしてくださし、。 

をインス!-ールメディアは、フ□ッピーディスク、 CD 、 DVD 、 または USB 
フラッシュドライブじす。 

[ 参照 ( B )][ OK ][ キャンセル] 


广 ■の蔵フラッシュ; >< fij をご使用の場合は、 OS インストール;>< ディアを取 
^ り出す必要はありません。 

^- -この時、画面上に「インストール;>< ディアは、フ□ッピーディスク、 CD 、 

ヒント DVD または USB フラッシュドライブ」などの表示びありますび、装置 

に添付されている 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD またはの蔵フラッシュ;>< 
モ IJ を使用して< ださし、。 


9. 参照先(こじ(下を指定し、 [ OK ] をク IJ ックします。 

( EXPRESSBUILDERDVD を使うときは、化ディスクドライブを指定してください。肉蔵フラッシュメモ 
IJ を使うときは、 riNTER - FLASHJ と表示されたドライブを指定してくださし、） 

< R 120 d -1 M / R 120 d -2 M の場合> 

□ Windows Server 2008 64ビツト版 

¥021 ¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 x 64¥ megasas 2 

□ Windows Server 2008 32 ビツト版 
¥021 ¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 ¥ megasas 2 
< T 110 d / T 120 d の場合 > 

□ Windows Server 2008 64 ビツト版 
¥022¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 x 64¥ megasas 2 

□ Windows Server 2008 32 ビツト版 
¥022¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 ¥ megasas 2 
< R 110 d -1 M / R 120 d -1 E / R 120 d -2 E の場合 > 

□ Windows Server 2008 64 ビツト版 
¥023¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 x 64¥ megasas 2 

□ Windows Server 2008 32 ビツト版 
¥023¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 ¥ megasas 2 
< GT 110 e - S / R 110 e -1 E の場合 > 

□ Windows Server 2008 64 ビツト版 
¥024¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 x 64¥ megasas 2 

□ Windows Server 2008 32 ビツト版 
¥024¥ win ¥ winnt ¥ oemfd ¥ ws 2008 ¥ megasas 2 
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10. 表示されているドライバ U ストから LSI MegaRAID SAS 9265 CV -8 i を選択し[次へ]をク U ックします。 

WebBIOS や Universal RAID U 川 ity で表示される〕ント□-ラ名と名称び異 
なりますび、動作上の問題はありません。 


ヒント 


11. rEXPRESSBUILDERjDVD 使用時は化ディスクドライブから取り出し、 OS インス!-ールメディアを 
セツトします。 

12. パーティションを作成するディスクを選択し[ドライブオプション]をク IJ ツクします。 

パーティションび作成済みのときは、手順15へ進んでくださし、。 


13. [新規]をク IJ ックし、サイブ入カボックス I こノ \°ーテイシヨンのサイブを入力し、[適用]をク IJ ックします。 


2 TB (2, 097,152 MB ) U ^ 上の領域を持ったディスク I こ OS をインス 
I -ールする場合、パーティションヴイブは 2 TB 下の値しか設定で 

きません。 


14. 手順13で作成したパーティションを選択し、[フスーマット]をク IJ ックします。 



チェック 
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15. じ(下の画面では、作成したパーティションを選択し[次へ]をク IJ ックします。 



次のメッセージび表示され、 Windows のインス!-ールび開始します。 


ソスト ー 

ぶ■ななが田 T ベて>ホ0ホした. インストール中にコンビユ ー tiJttfflrow ご 
イ JWC ) コビーモレてし、5!す 
コ，イ jL ^ m » 
tMB のインストー ■! 坤 
正 IS ブ□グ5ムのイ y ストールか 
インストール片啤 


(下のメッセージび表示された場合 、 OS メディアへ入れ替えてく 
^ ださい。 

し 

ヒント 


wndDive のインストールーディスクみ I 


W け lows ィンュト^ル于ィスク1が1入してくだ古ぃ. 


[ok ] [ =l="tr ル ] 


16. 降は、本体装置(こ添付の「インストレーシヨンガイド ( Windows 編)」を参照し、セットアップ作業を 
継続して < ださし、。 
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3. Linux のインス I —ル 

ここでは Linux ドライバのインス I -ール(こついて説明します。 


3-1. EXPRESSBUILDER を使ったセットアップ 

本体装置の EXPRESSBUILDER を使用して、 EXPRESSBUILDER を使ったセツトアップを行うことびでき 
ます。 


本体装置 I こ添付されている EXPRESSBUILDER のバージョン(こより、本 RAID コント□ーラ搭載時、 
EXPERSSBUILDER を使ったセットアップびできない場合びあります。 

EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの巧麻 I こついては、本書の「6章 （1 .インス!-ールの流れ)」の 
表1を参照して < ださし、。 

巧象ノ\'ージョンの EXPRESSBUILDER をご使用の場合は、本体装置のインストレーションガイド (Linux 編) 
を参照し、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップを実施してください。 

夕す象タトのノ\'ー ジョンの EXPRESSBUILDER をご使用の場合は、本体装置添イゴの 「 EXPRESSBUILDER」DVD 
(こ格納されている「インストレーションガイド ( Linux 編)」の 「 Linux マニュアルセットアップ」を参照して 
セットアップを実施して<ださし、。 

本体装置のインストレーションガイドの巧象 RAID コント□ーラ(こ、本 RAID コント 
□ーラび含まれていない場合びありますび、上記 EXPRESSBUILDER バージョンで 
あれば、 EXPRESSBUILDER を使ったセツトアップび巧能です。 

ヒント 


3-2 . マニュアルセットアップ 

インス!-ールメディアから起動し 、 Red Hat なび提供するインス!-ールプ□グラ厶(こ巧話的(こ答えて 0 S 
をインス!-ールするセットアップ方法です。 0 S のインス!-ール後(こ手作業で初期設定スク IJ プトの適 
用やバンドルソフトウエアをインス!-ールする必要びあります。 

本体装置添付の 「 EXPRESSBUILDER」DVD (こ格納されている「インストレーシヨンガイド ( Linux 編)」の 
「 Linux マニュアルセットアップ」（こしたびい、 0 S をセットアップしてください。 


皆 

し 
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ん Universal RAID Utility のインス I ル 


ここでは Universal RAID U 川 ity のインス I -ール(こついて説明します。 

本 RAID コント□ーラを管理する場合、必ず Universal RAID Utility をインス I -ールします。 Universal RAID 
Utility I こより、じ(下のよ 5 な RAID システ厶の管理を行えるよこなります。 


■ RAID システ厶で発生したイベントや異常びイベント□グ(こ登録され、システ厶の障害解決や彭断(こ有 
効活用できます 

■ ESMPRO を使って RAID システ厶のイベント情報を監視できます。 

■ マニュアル IJ ビルド/整合性チェック/パト□ール IJ ー ドを実行できるようじなります。 

本製品添付の CD-ROM (こは Universal RAID UtilityVer 2.6 を格納しています。インス I -ール前(こユーヴーブ 
ガイドをよく読んでから使ってくださし、。 


[ Windows をご使用の揚合] 

「本書の6章 (4-1. Windows 版 Universal RAID Utility のインス I -ール手順)」を参照してください。 


[Linux • VMware をご使用の揚合] 

「本書の6章 (4-2. Linux 版 ‘VMware 版 Universal RAID Utility のインス I -ール手順)」を参照してくださし、。 


国 


重要 


本 RAID コント□ーラを管理するには、 「Universal RAID U 川 ity Ve「2.6 じ(降」をイ 
ンストールする必要びあります。すでにインストール済みの Universal RAID Utility 
び Ver2.6 よりも古い場合、必ず本製品添付の CD-ROM (こ格納している 「Universal 
RAID U 川 ity Ve「2.6」 をインストールします。 


長 

し 

ヒント 


Universal RAID U 川 ity は、 「NEC〕ー ポレートサイト」 （http://www.nec. co.jp) にも 
公開しています。「サポート•ダウン□ー ド」の rPC サーバ (Express 5800シリー 
ブ)」で情報を入手してください(機能強化や機能改善を行った、より新しいバー 
ジョンび公開されていることちあります)。 
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4-1. Windows 版 Universal RAID Utility のインス I ル手順 

本項では、 Windows 版 Universal RAID Utility のインス I -ール手順(こついて説明します。 


Universal RAID Utility のインス I -ール手順(こついては 、 「Universal RAID Utility Ver 2.6 ユーヴーブガイド」 
(ファイル 名： uru 26 jug . pdf 、 uru 26 juga . pdf 、 uru 26 jugb . pdf 、 uru 26 jugc . pdf ) の 「Universal RAID Utility のセツ 
トアップ」を参照して<ださし、。 

なお、すでに Universal RAID U 川 ity びインス I -ールされている場合ちあります。インス I -ールの要/不要(こ 
ついては下の方法で判断します。 


Universla RAID Utility のパ'ーソョン確論!方;去 

次のファイルをメモ帳などのテキストエディタで開き、1行目を確 i 忍します。 


[ Windows を X86 環境でご使用の場合] 

% SystennDrive%¥Progrann Files¥Universal RAID Utility ¥ server ¥ version.txt 


[ Windows を x 64 環境でご使用の場合] 

% SystennDrive%¥Progrann Files ( x 86 )¥Universal RAID Utility ¥ server ¥ version.txt 


vers ion .txt - モ g 


7 アイル (F ) _漏集旧_ま前 0) 表が… AJ け ( H ) _ 

Name ： Universal RAID UtiIitv ^er 2.60 1 ^ 

Revision ： 自 3 目 7 ■ ■ 

Date ： 2012-08-30 19:41:06 +09 日日 (Thu, 30 Aug 2012) 


このファイルびを在しなし合 

本製品添イ寸の CD-ROM (こ格納した Universal RAID Utility Ver 2.6 をインス I -ールします。 


バージョンび 2.6 1^ソ降の揚合 

Universal RAID Utility を再インス I -ールする必要はありません。 


バージョンび 2.6 よりち古い場合 

すで(こインス I -ールされている Universal RAID Utility をアンインス I -ールした後、本製品添付の CD-ROM 
(こ格納した Universal RAID Utility Ver 2.6 をインス I -ールします。 



チェック 


古いバージョンの Universal RAID U 川 ity のアンインストールは、本体装置添 
巧の EXPRESSBUILDER に収められている Universal RAID U 川 ity のセット 
アッププ□クラ厶を使います。本製品添巧の Universal RAID Utility Ver 2.6 
は使えません。詳細は、本体装置添巧の EXPRESSBUILDER じ収められて 
いる 「Universal RAID Utility ユーザーブガイド」の 「Universal RAID Utility 
のセットアップ」を参照してくださし、。 
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4-2. Linux 版 VMware 版 Universal RAID Utili かのインス I ル手順 

本項では、 Linux 版 • VMware 版 Universal RAID Utility のインス I —ル手順(こついて説明します。 


Universal RAID Utility のインス I -ール手順(こついては 、 「Universal RAID Utility Ver 2.6 ユーヴーブガイド」 
(ファイル名： ¥ doc ¥ JP ¥ uru 26 jug . pdf 〜 uru 26 jugc . pdf ) の 「Universal RAID Utility のセットアップ」を参照し 
てくださし、。 

なお、すでに Universal RAID U 川 ity びインス I -ールされている場合ちあります。インス I -ールの要/不要(こ 
ついては下の方法で判断します。 

Universal RAID Utility のパ'ージョン確認、方ミ去 

ターミブルからじ(下のコマンドを実行して 、 Universal RAID U 川 ity のバージョンを確 i 忍します。 

# rpm -q UniversalRaidU 川 ity 

UniversalRaidUtility - x . xx-x (" x . xx - xx " は 、 Universal RAID Utility のバージヨンを表します。） 

Universal RAID Utility をインス I -ールしていない場合は、じ(下のメッセージを表示します。 

# rpm -q UniversalRaidU 川 ity 

パッケージ UniversalRaidUtility はインス I -ールされていません 
インス!-ールしていない場合 

本製品添付の CD-ROM (こ格納した Universal RAID Utility Ver 2.6 をインス I -ールします。 

バージョンび 2.60-0 じ(降の揚合 

Universal RAID Utility を再インス I —ルする必要はありません。 


バージョンび 2.60-0 よりち古い場合 

すで(こインス I -ールされている Universal RAID Utility をアンインス I -ールした後、本製品添付の CD-ROM 
(こ格納した Universal RAID Utility Ver 2.6 をインス I -ールします。 



チェック 


古いバージョンの Universal RAID U 川 ity のアンインストールは、本体装置添 
巧の EXPRESSBUILDER (こ収められている Universal RAID U 川 ity のセット 
アッププ□グラ厶を使います。。本製品添はの Universal RAID Utility Ver 2.6 
は使えません。アンインストールの詳細は、本体装置添はの 
EXPRESSBUILDER (こ収められている 「Universal RAID U 川 ity ユーヴーブ 
ガイド」の 「Universal RAID U 川 ity のセットアップ」を参照してください。 
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第 7 章運用■保守 


1- 保守サービス 


保守サービスは、蝶なの保守サービスをな、および蝶なび認定した保守サービスをな I こよって実施されます。 
お客様び保すサービスをお受けじなるときのご相談は、蝶な営業担当またはげ理店で承っておりますのでご 
利用 < ださし、。 

2. 予防保守 


2-1 . データのバックアップ 

巧び一の場合(こ備え、定期的(こ物理デバイス巧のデータをバックアップすることを推奨します。データの 
バックアップ I こついては、本体装置のユーヴーブガイドを参照してくださし、。 


3. 保守機能 


本 RAID コント□ーラで(下の保巧機能をサポートしています。 

■ Configuration on Disk ( COD ) 

■ U ビルド 


3-1- Configuration on Disk(COD) 

Configuration on Disk ( COD ) は、コンフィグレーション情報を物理デバイス肉部(こ記録する機能です。この 
機能(こより、 RAID コント□ーラび巧一故障したとき(こ RAID コント□ーラを交換してち、コンフィグレー 
ション情報び失われることはありません。 RAID コント□ーラ交換後、コンフィグレーション情報を物理デ 
バイスから読み込み、正常 I こ動作させることびできます。 



チェック 


本 RAID コント□ーラはコンフィグレーション情報を RAID コント□ーラ肉 
に記録しません。コンフィグレーション情報は、すべて物理デパイスのに記 
録されます。 


3-2 .リビルド 

IJ ビルドとは、物理デバイス I こ故障び発生した場合、故障した物理デバイスのデータを復旧させる機能です。 
詳しくは本書の「3章 （1. IJ ビルド）」を参照してくださし、。 
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4 •本 RAID コントローラの交換 


本 RAID コント□ーラを交換する際は下の手順を参照して<ださし、。 



V ^ 

チェック 


本 RAID コント□ーラ交換は、本書の5章、ちしくは、本体装置は属のユーザー 
ブガイドを参照してくださし、。 



A を意 


A 

高温を意 

本体装置の電源を OFF にした直後は、の蔵型の物理デバイスなどをはじめ装置のの 
部品び高温になっています。十分に;をめたことを確認してなら取り巧け/取り外しを 
行って < ださし、。 


本体装置の電源を OFF (こして電源コードを AC コンセントから抜いてください。電源び ON (こなってし、 
る揚合は、 0 S のシャットダウン処理を行った後(こ電源を OFF (こしてくださし、。 


1. 本体装置のサイドカバーや部品等を取り外します。 


2.本 RAID コント□ーラ I こ接続されているクーブルを取り外します。 


国 


重要 


肉蔵 SAS / SATA ケーブルを取り外す前に、本 RAID コント□ーラの SAS コネ 
クタと肉蔵 SAS / SATA ケーブルのポート番号を確認し、接続構成を必ず控え 
てくださし、。 


3. 本 RAID コント□ーラを固定しているネジを外し、本体装置から取り外します。 


園 


重要 


■取り外したフラッシュバックアップユニット （ FBU ) は、本書および本 
体装置のユーザーブガイドを参照し、交換後のボードに接続してくださ 
い。 

■取り外した PCI ス□ット （PCI Express ) の位置を必ず控えてくださし、。 


4. 交換用のボードを同じ PCI ス□ット （PCI Express ) I こ実装します。 


5. 手順3 I こて取り外したケーブルをすべて接続します。あらかじめ控えた接続構成(こ従い、ケーブル 
の接続作業を行います。 


6. 手順2で取り外した本体装置のサイドカバーや部品等を取り付けます。 

7. 電源コードをコンセント(こ接続し、本体装置の電源を ON (こします。本体装置び正常 I こ起動する事 
を確 i 忍します。 
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5 -障害時の対処 


5-1. エラーメッセージ 

POST 中に RAID コントローラが何らかの異常を検出した場合、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示し 
ます。 lil 下のエラーメッセージー覧でメッセージの意味、対他方法を確認して〈ださい。 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

Memory/battery problems were detected. 

The adapter has recovered, but cached 
data was lost. 

Press any key to continue, or ’0 to load the 
configuration utility. 

RAID コントローラ上のメモリ 
または FBU のエラーによつ 
て、キャッシュ内のデータが 
□ ストした。 

保守サービス会社に連絡して〈だ 
さい。 

Firmware version inconsistency was 
detected. 

The adapter has recovered, but cached 
data was lost. 

Press any key to continue, or ’0 to load the 
configuration utility. 

ファー厶ウェアバージョンの 
不整合により、キャッシュ内 
のデータをロストした。 

保守サービス会社に連絡して〈だ 
さい。 

Foreign configuration(s) found on adapter 
Press any key to continue, or で load the 
configuration utility, or ド to import foreign 
configuration(s) and continue. 

RAID コントローラ上にないコ 
ンフィグレーションを検出し 
た。 

C キーを押してユーティリティを起 
動し、手動でインポートするか 、 F 
キーを押して自動インポートする 
力、、クリアして〈ださい。 

Foreign configuration import did not import 
any drives. 

Press any key to continue. 

コンフィグレーションのイン 
ポートができなかった。 

保守サービス会社に連絡して〈だ 
さい。 

Previous configuration cleared or missing 
Importing configuration created on 

MM/DD hh:mm 

Press any key to continue, or 'G' to load the 
configuration utility. 

コンフィグレーションがクリア 
されたか見つからないため、 
MM/DD hh:mm のコンフイク '' 

レーションをインポートした。 

保守サービス会社に連絡して〈だ 
さい。 

An enclosure was found that contains both 
SAS and SATA drives, but this controller 
does not allow mixed drive types in a single 
enclosure. Please correct the problem then 
restart your system. 

Press any key to continue, or 'G' to load the 
configuration utility. 

同ーエンクロージャに SAS ド 
ライブと SATA ドライブカ《ミ尾在 
されている。 

RAID コントローラの故障の可能性 
力 《 あります。保守サービス会社に 
連絡し RAID コントローラを交換し 
て〈ださい。 

SAS drives were detected, but this 
controller does not support SAS drives. 
Please remove the SAS drives then restart 
your system. 

Press any key to continue, or で ’ to load the 
configuration utility. 

SAS ドライブをサポートして 
いない。 

RAID コントローラの故障の可能性 
力 《 あります。保守サービス会社に 
連絡し RAID コントローラを交換し 
てください。 

SATA drives were detected, but this 
controller does not support SATA drives. 
Please remove the SATA drives then 
restart your system. 

Press any key to continue, or で ’ to load the 
configuration utility. 

SATA ドライブをサポートして 
いない。 

RAID コントローラの故障の可能性 
力 《 あります。保守サービス会社に 
連絡し RAID コントローラを交換し 
てください。 














185 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対他方法 

The battery hardware is missing or 
malfunctioning, or the battery is unplugged, 
or the battery could be fully discharged. If 
you continue to boot the system, the 
battery-backed cache will not function. If 
battery is connected and has been allowed 
to charge for 30 minutes and this message 
continues to appear, then contact technical 
support for assistance. Press ’D’ to disable 
this warning (if your controller does not 
have a battery). 

FBU が未接続、または FBU 
が認識できない。 

FBU の接続状態を確認して〈ださ 
し、。それでも改善しない場合は保 
守サービス会社に連絡して〈ださ 
い。 

The battery is currently discharged or 
disconnected. Verify the connection and 
allow 30 minutes for charging. If the battery 
is properly connected and it has not 
returned to operational state after 

30 minutes of charging then contact 
technical support for additional assistance. 

FBU が充電不十分、未接 
続、あるいは故障を検出し 
た。 

FBU の接続状態を確認して〈ださ 
し、。それでも改善しない場合は保 
守サービス会社に連絡して〈ださ 
い。 

The battery is currently discharged or 
disconnected. VDs configured in 
write-back mode will run in write-through 
mode to protect your data and will return 
to write-back policy when the battery is 
operational.If VDs have not returned to 
write-back mode after 30 minutes of 
charging then contact technical support for 
additional ssistance. 

The following VDs are affected: XX Press 
any key to continue. 

Your VDs that are configured for 
write-back are temporarily running in 
write-through mode. 

This is caused by the battery being charged, 
missing, or bad. 

Please allow the battery to charge for 24 
hours before evaluating the battery for 
replacement. 

The following VDs are affected : XX 

Press any key to continue. 

Invalid SAS Address present in MFC data. 
Please program valid SAS Address, and 
restart your system. 

不正な SAS アドレスを検出し 
た。 

保守サービス会社に連絡して〈だ 
さい。 

Invalid SAS Address present in SBR. Please 
contact your system support. Press any key 
to continue with Default SAS Address. 

The cache contains dirty data, but some 

VDs are missing or will go offline, so the 
cached data can not be written to disk. If 
this is an unexpected error, 
then please power off your system and 
check your cables to ensure all disks are 
present. If you continue, the data in cache 
will be permanently discarded. 

Press 乂 to acknowledge and permanently 
destroy the cached data. 

VD が認識できないか、また 
はオフラインであるため、 
キャッシュ内のデータを物理 
デバイスに書き込めない。 

ケーブル、物理デバイス、アップ 
グレードキーの接続状態を確認し 
て〈ださい。それでも改善しない場 
合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

XX キーを押すとキャッシュ内の 
データはロストします。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対他方法 

Some conrigured disks have been removed 
from your system, or are no longer 
accessible. Please check your cables and 
also ensure all disks are present. 

Press any key to continue, or 'G' to load the 
configuration utility. 

接続されていたい〈つかの物 
理デバイス、あるいは全ての 
物理デ / くイスが認識できな 
い。 

ケーブル、物理デバイスの接続状 
態を確認して〈ださい。それでも改 
善しない場合は保守サービス会 
社に連絡して〈ださい。 

The following VDs have missing disks: xx 

If you proceed (or load the configuration 
utility), these VDs will be marked OFFLINE 
and will be inaccessible. 

Please check your cables and ensure all 
disks are present. 

Press any key to continue, or 'G' to load the 
configuration utility. 

The following VDs are missing: xx 

If you proceed (or load the configuration 
utility), these VDs will be removed from 
your configuration. If you wish to use 
them at a later time, they will have to be 
imported. If you believe these VDs should 
be present, please power off your system 
and check your cables to ensure all disks 
are present. 

Press any key to continue, or 'G' to load the 
configuration utility. 

All of the disks from your previous 
configuration are gone. If this is an 
unexpected message, then please power off 
your system and check your cables to 
ensure all disks are present. 

Press any key to continue, or ’0 to load the 
configuration utility. 

The following VDs are missing complete 
spans: XX 

If you proceed (or load the configuration 
utility), these VDs will be 
removed from your configuration and the 
remaining drives marked as foreign. If you 
wish to use them at a later time, restore 
the missing span(s) and use foreign import 
to recover the VDs. If you believe these 

VDs should be present, please power off 
your system and check your cables to 
ensure all disks are present. 

Press any key to continue, or で to load the 
configuration utility. 

Invalid memory configuration detected. 

Please contact your system support. 

System has halted. 

RAID コントローラ上のメモリ 
の構成が不正です。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 

RAID Adapter 

FW Failed Validation!!! 

Adapter needs to be reflashed. 

Press any key to continue. 

RAID コントローラ上のファー 
ムウ X アが異常です。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対他方法 

Cache data was lost due to an unexpected 
power-off or reboot during a write 
operation, but the adapter has recovered. 

This could be due to memory problems, bad 
battery, or you may not have a battery 
installed. 

Press any key to continue or ’G’ to load the 
configuration utility. 

書き込み中の予期せめ電源 
OFF かリブートにより、キヤッ 
シュ内のデータがロストし 

た。 

FBU の接続状態を確認して〈ださ 
い。 

それでも改善しない場合は保守 
サービス会社に連絡し RAID コント 
ローラおよび FBU を交換して〈ださ 
い。 

Multibit ECC errors were detected on the 
RAID controller. The DIMM on the 
controller needs replacement. Please 
contact technical support to resolve this 
issue. If you continue, data corruption can 
occur. Press 'X' to continue or else power 
off the system and replace the DIMM 
module and reboot. If you have replaced the 
DIMM press 'X' to continue. 

RAID コントローラ上のメモリ 
でマルチビット ECC エラーを 
検出した。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださし、。 

Single-bit ECC errors were detected during 
the previous boot of the RAID controller. 

The DIMM on the controller needs 
replacement. Please contact technical 
support to resolve this issue. Press 乂 to 
continue or else power off the system and 
replace the DIMM module and reboot. If you 
have replaced the DIMM press 'X' to 
continue. 

RAID コントローラ上のメモリ 
でシングルビット ECC エラー 
を検出した。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 

Single-bit overflow ECC errors were 
detected during the previous 

Boot of the RAID controller. The DIMM on 
the controller needs replacement. 

Please contact technical support to resolve 
this issue. If you continue, data corruption 
can occur. Press >)(> to continue or else 
power off the system and replace the DIMM 
module and reboot. If you have replaced the 
DIMM press 'X' to continue. 

RAID コントローラ上のメモリ 
でシングルビット ECC エラー 
を多数検出した。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 

Entering the configuration utility in this 
state will result in drive configuration 
changes. Press 丫 to continue loading the 
configuration utility or please power off 
your system and check your cables to 
ensure all disks are present and reboot. 

コンフイグレーシヨンユーテイ 
リテイ (WebBIOS) を起動する 
と、 RAID コントローラ上の構 
成が変更される。 

物理デバイスの接続状態を確認 
して〈ださい。それでも改善しない 
場合は、保守サービス会社に連 
絡し、 RAID コントローラを交換して 
〈ださい。 

Attached Enclosure doesn't support in 
controller's Direct mapping mode Please 
contact your system support. System has 
halted due to unsupported configuration. 

DirectMapping モードでは接 
続されたエンクロージヤをサ 
ポートしていない。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 

Firmware did not find valid NVDATa image. 
Please program valid NVDATA image and 
restart your system Press any key to 
continue. 

RAID コントローラのファー厶 
ウェアが RAID コントローラ上 
の NVDATA を見つけられな 
い。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 

Incompatible secondary iButton present! 
Please insert the correct iButton and 
restart the system. Press any key to 
continue but OEM specific features will not 
be upgraded! 

RAID コントローラ上にある 
EEPROM が認識できない。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対他方法 

There are offline or missing virtual drives 
with preserved cache. Please check the 
cables and ensure that all drives are 
present. Press any key to continue, or で 
to load the configuration utility. 

RAID コントローラ上にキヤッ 
シュデータが残っているが、 
オフラインあるいは見つから 
ない VD を検出した。 

物理デバイスの接続状態を確認 
して〈ださい。それでも改善しない 
場合は、保守サービス会社に連 
絡し、 RAID コントローラを交換して 
〈ださい。 

Upgrade Key Missing! An upgrade key was 
present on a previous power cycle, but it is 
not connected. This can result in 

inaccessible data unless it is addressed. 
Please re—attach the upgrade key and 
reboot. 

前回の起動時には存在した 
アップグレードキーが見つけ 
られない。 

アップグレードキーの接続状態を 
確認して〈ださい。それでも改善し 
ない場合は保守サービス会社に 
連絡して〈ださい。 

The most recent configuration command 
could not be committed and must be 

retried. 

Press any key to continue, or で ’ to load 
the configuration utility. 

最新のコンフィグレーション 
が検出できない。 

ケーブル、物理デバイスの接続状 
態を確認して〈ださい。それでも改 
善しない場合は保守サービス会 
社に連絡しし、 RAID コントローラを 
交換して〈ださい。 

The native configuration is no longer 
supported by the current controller and 
firmware. Please ensure that correct 
controller firmware is being used. Press any 
key to continue, the configuration will be 
marked foreign and part of it may be 
imported if possible. 

現在のコンフィグレーション 
が RAID コントローラのファー 
ムウ X アでサポートされてい 
ません。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 

Invalid SAS topology detected. Please 

check your cable configurations, 

repair the problem, and restart your system. 

SAS インタフエース上で不正 
なトポロジが検出された。 

ケーブルの接続状態を確認して〈 
ださい。それでも改善しない場合 
は、保守サービス会社に連絡して 
〈ださい。 

Advanced Software Options key(s) was 
missing, feature(s) deactivated - xx 

増設キーが検出できない。 

増設キーの接続状態を確認して〈 
ださい。それでも改善しない場合 
は、保守サービス会社に連絡して 
〈ださい。 

Unrecoverable Error!!! 

Please check the SDRAM connection. 

If problems persist contact Tech Support. 

RAID コントローラ上のメモリ 
でエラーを検出した。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 

Memory Error!!! 

Detected Unsupported RAID Controller 
Memory 

Contact Tech support 

Memory Error!!! 

Please check the SDRAM connection. 

If problems persist contact Tech Support. 

Serial Boot ROM (SBR) device is corrupt or 
bad!!!Please contact Tech Support. 

RAID コントローラの認識に失 
敗しました。 

保守サービス会社に連絡し RAID 
コントローラを交換して〈ださい。 

Cannot communicate with EEPROM to get 
feature that were enable. This is probably 
because of extreme temperatures. System 
has halted! 

RAID コントローラ上にある 
EEPROM が高温のため認識 
で寒ない。 

本体装置の環境温度を確認し、 
規定温度]上の場合は改善して 
〈ださい。それでも改善しない場合 
は、保守サービス会社に連絡して 
〈ださい。 

USB cache device is not responding. Please 
power down system for 2 minutes to 
attempt recovery and avoid cache data 
loss, and then power-on. 

RAID コントローラ上にあるフ 
ラッシュが認識できない。 

メッセージ中の " USB cache 
device" は RAID コントローラ 
上にあるフラッシュモシュー 
ルを指します。 

FBU と RAID コントローラのケーブ 
ル接続状態を確認して〈ださい。 
それでも改善しない場合は、保守 
サービス会社に連絡し RAID コント 
ローラを交換して〈ださい。 
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5-2. トラブルシューテイング 

本 RAID コント□ーラを使用した本体装置びうまく動作しないときや、ユーティ IJ ティび正しく機能しなし、 
ときは次の点(こついて確 i 忍してください。また、該当する項目びあったときは、処理方法Iこ従った操作をし 
てくださし、。 


(1)05 をインス!-ールできない 

□ VD を作成しましたか？ 

WebBIOS を使って VD を作成してくださし、。 


(2) 0S を起動できない 

□ 本 RAID コント□ーラびまっすぐ奥まで PCI ス□ット(こ実装されていますか？ 

正し<実装して<ださし、。 

□ 本 RAID コント□ーラを実装制限びある PCI ス□ット(こ実装していませんか？ 

本体装置の実装制限を確 i 忍後、正しいス□ット(こ実装して<ださし、。 

上記の処置を実施してち i 忍識されない場合は、 RAID コント□ーラの故障び考えられます。保苛ヴー 
ビスをな、または購入された販売店へ連絡して<ださし、。 

□ 物理デバイスび奥まで、しっかり実装されていますか？ 

^正し<実装して<ださし、。 

□ SAS クーブルび正しく接続されていますか？(本 RAID コント□ーラとの接続，バックプレーンな 
どとの接続） 

正し<接続して<ださし、。 

上記の処置を実施してち i 忍識されない場合は、物理デバイスの故障び考えられます。保すサービスを 
な、または購入された販売店へ連絡して<ださし、。 


□ SystemBIOS の OptionROM び Enable (こなつていますか？ 

^本体装置のユーヴーブガイドを参照して正しく設定してくださし、。 


(3) 物理デバイスび故障した 

保守サービス会な、または購入された販売店へ連絡して<ださし、。 


(4) リビルドび実行できない 

□ IJ ビルドする物理デパイスの容量び少なくありませんか？ 

^故障した物理デバイスと同一容量、同一回転数、同一規格のちのを使用してくださし、。 

□ VD の RAID レベルび、 RAID0 ではありませんか？ 

^ RAID0 (こは冗長性びないため IJ ビルドびできません。故障した物理デバイスを交換して、再 
度 VD を作成して<ださし、。 


(5) 整合性チェックび'実巧できない 

□ VD び 「Degraded」 または 「Partially Degraded」 （こなっていませんか？ 

故障している物理デバイスを交換し、 IJ ビルドを実施してくださし、。 

□ VD の RAID レベルび、 RAID0 ではありませんか？ 

RAID0 は冗長性びないため整合性チてックびできません。 
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(6) キャッシュモード(現在値)びライトバック(こならない 

数分待ってもライトバック I こならない場合、 FBU の故障び考えられます。保巧サービス会な、または 
購入された販売店へ連絡して < ださし、。 


(7) FBU び認識されない、または POST (こて下記の^ッセージび表示される 


The batterv hardware is nmssing or malTunctioning, or the battery に 
unplugged, or the battery could be fully discharged. If you continue to 
boot the system, the battery-backed cache will not function. 

If battery is connected and has been allowed to charge for 30 minutes 
and this message continues to appear, then contact technical support for 
assistance. 

Press ‘D’ to disable this warning (if your controller does not have a battery). 


□ FBU 制御ケーブル(本 RAID コント□ーラと FBU を接続するケーブル)び正しく接続されています 
か？ 

^正し<接続して<ださし、。 


上記の処置を実施してち i 忍識されない場合は、 FBU の故障び考えられます。保守サービスをな、また 
は購入された販売店へ連絡して < ださし、。 
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(8) イベント ID 129( こついて 

ソ下のメッセージび Windows のイベント□グ(こ登録される場合びあります。 


イベント ソース 

magasas2 

イベント ID 

129 

種類 

載化 
言口 

説明 

デパイス ¥Device¥RaidPort(x) にリセットび発行されました。 


一本メッセージび□グ I こ登録されてち、 OS で IJ トライ(こ成巧しているため問題はありません。その 
ままご使用ください。（《 X は任意の数字び入ります） 


(9) アクセス LED び点滅する 

□ 使用していないの I こ、頻繁にアクセス LED び点滅する。 

ーパト□ール IJ ー ドび動作した場合、特に使用していないが態でもアクセス LED び点滅します。 
なお、 SATA の物理デバイスを使用している場合、 LED び点灯が態となる場合びあります。 
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